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サクセスフル・エイジングを目指す！

௰ଜɹӳ༤

αϯτϦʔϗʔϧσΟϯάεࣜגձࣾ
ৗ຿ࣥߦ໾һɹ3�% ෦୲౰࢈ࡒը෦ɾ஌తا

)*%&0�546+*.63"
�1I�%�
.BOBHJOH�&YFDVUJWF�0GGJDFS

$IJFG�0QFSBUJOH�0GGJDFS
�3�%�1MBOOJOH�%JWJTJPO
4VOUPSZ�)PMEJOHT�-JNJUFE

ɹࠓ年で、ILSI Japan が設ཱされて �� 年になる。健康、
栄養、৯඼安全さらには環境にかかわるॾ՝題をՊֶత
にղ໌し、その݁Ռのීܒٴ発活動をల։することに
Αって、日本人ならͼにੈքの人々の健康の૿進、৯の
安全の確保、環境の改善にد༩することを໨తとして活
動をల։してきた。�� ࣾ、という年ྸは人で言えばࡀ
会にग़て΄΅ �� 年、あるఔ౓の知ࣝ、知ܙも֫ಘし、
会ࣾやࣾ会の࢓૊みも理ղしࢷの৐ったঢ়ଶで、まさに
これから自分のやりたいこと、新たなເ΁の௅ઓを։始
する࣌ظである。その意味では、ILSI Japan も、さら
なる発లのために、設ཱのझࢫをしっかりとڞ有Խし、
点にཱͪ໭ってΦリジφリςΟある活動をల։ݪҰ౓ࠓ
していかなくてはならないとڧくࢥっている。
ɹߋࠓ言うまでもないが、日本ではྸߴԽが進み、ੈք
にྨをみない௒ྸߴԽࣾ会をܴえͭͭある。�� 以্ࡀ
の人ޱは �
��� ສ人、全人ޱに઎めるׂ߹、いわΏるߴ
ྸԽ཰は実に �� ˋにୡしている。ޙࠓ、ग़ੜ཰の௿下
とあいまって、この޲܏はますます加଎される。またੈ
քに໨を޲ければ、ؖ国でのྸߴԽのスϐーυは日本を
্ճって͓り、த国でもগྸߴࢠԽはޙࠓ、加଎౓を૿
して進み、���� 年に։始された「Ұ人っࢠ੓ࡦ」のӨ
��、もあってڹ 年ޙにはࡏݱの日本とಉ͡ྸߴԽ཰に
ୡすることが༧想される。さらにྸߴԽに൐う日本のҩ
ྍඅの૿加もੌま͡いものがある。ฏ੒ �� 年౓の日本
の国ຽҩྍඅ総ֹは໿ �� ஹԁで、その಺、ྸߴ者のҩ

ྍඅ総ֹは໿ �� ஹԁにもなり、実に �� ˋを઎めてい
る。人ؒのئいは、「ෆ࿝ෆࢮ」ではあるが、࢒೦なが
ら࿝いることもࢮ͵ことも人ؒの໋॓であり、それから
ಀれることはෆ可能である。したがって、֫ಘできる࠷
ྑのঢ়ଶは、何らかの理由でࢮ͵௚前まで、健康でੜき
ੜきとࣾ会ੜ活をૹっているঢ়ଶを維持していることで
あるとࢥう。これを実ݱするためには੢ࢁ理事௕もڧௐ
されている「健康ण໋のԆ৳」に総ྗをڍげて取り૊ま
なければならないとೝࣝしている。࿝いにٯらうのでは
なく、৺਎ともに健やかに࿝いていくαクセスϑル・Τ
イジングの実ݱこそがॏཁである。ଏっΆい言いํだが、
やはり PP,（ϐンϐンίϩリ）の実ݱが大੾なのだ。
ɹしかしながら、日本に͓けるྸߴ者͓Αͼதߴ年の健
康ঢ়ଶを省みると、先行きにෆ安を͡ېಘないঢ়گであ
る。౶೘පにؔして言えば、༧備܉もؚめると �
��� ສ
人を௒えているし、ೝ知঱のױ者数は ��� ສ人を௒え、
૿加޲܏はࢭまない。また、ਫ਼ਆ࣬ױも૿え続けて͓り、
ෆ޾なことに自ࡴ者は年ؒでަ௨事ނのࢮ者数の � ഒの
� ສ人を௒えるϨϕルにୡして͓り、特にྸߴ者の自ࡴ
཰のߴいことが特௃తだ。このΑうなঢ়گが続けば日本
は、ප気を๊えてҩྍのྗで何とかੜきている、20L
の௿下したෆ健康௕ण者だらけの国となってしまう可能
性がߴく、ฏۉण໋ੈքҰをتんでいる৔߹ではなくな
る。確かに、਍அ技ज़、࣏ྍༀ、֎Պత手ज़なͲҩྍの
進าはஶしく、զ々はそのԸܙに༬かって͓り、ྫえば
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ෆ࣏のපと考えられていたがん΁のରॲ๏は確実に進า
している。Ұํ、アルツϋイϚーܕೝ知঱にରしても、
υネϕシル（঎඼名アリセϓτ）に続き、ࡢ年あらたに
ϝϚンνンԘࢎԘ（঎඼名ϝϚリー）がొ৔しظ଴が๲
らΉが、両者ともあくまで進行཈੍ࡎであり、࣏ྍとな
るとまだまだ՝題がある。アルツϋイϚーܕೝ知঱の৔
߹、がんとはҟなり֎ՊతにѱいՕॴを取りআくという
ことはできないわけで、೴のҤॖをいかに཈えるかが࠷
大の՝題になる。やはり、ප気の༧๷、ප気にならない
਎ମͮくりが、ޙࠓ、ますますॏཁな՝題となってく
る。そうなると、ॏཁとなるのは৯とӡ動もؚめたੜ活
श׳である。
ɹ言うまでもなく、৯඼は � ͭのػ能を持っている。栄
養ิ給というҰ࣍ػ能、ඒ味しさというೋ࣍ػ能、そし
て健康ػ能というػ࣍ࡾ能である。特に近年、৯඼のࡾ
能に焦点が当たって͓り、ある特ఆػ能である健康ػ࣍
のػ能を持ͭ৯඼੒分をڧԽした৯඼や、特ఆ੒分その
ものをॖڽしたαϓリϝンτが޿くීٴしͭͭある。確
かに、৯඼が༷々な健康ػ能を有していることは事実で
あり、そのػ能を࠷大ݶに発شさせて࣬පの༧๷に໾ཱ
てることはॏཁで、Τビデンスをしっかりとߏஙしてさ
らに推進していかͶばならないとࢥう。しかしಉ࣌に、
৯඼が持ͭୈҰٛのػ能である栄養ิ給に焦点を当てて
研究を進Խさせていくこともॏཁな՝題であるとࢥう。
Ҩ఻ࢠ多ܕにΑりੜ͡るݸ人ࠩにண໨したҨ఻ࢠ栄養ֶ
や、栄養素の࠷దઁ取タイϛングを考慮した࣌ؒ栄養ֶ
なͲ、新たなࢹ点での栄養ֶの進Խが、ޙࠓますますॏ
ཁ性をଳͼてくると考えられる。
ɹ人は加ྸに൐ってࡉ๔数がݮগし、ڳથやᡮଁをは͡
めとして֤૊৫ॏ量はҰ༷に௿下し、໔Ӹػ能なͲのॾ
ऩ、୅ँ、ഉᔔなͲのٵ、能も௿下していく。ಉ࣌にػ
ಇきも当然มԽしていく。ΤネルΪー産ੜのܦ࿏がղ౶
にҠ行していくこともそのҰͭܥからϛτίンυリアܥ
のݱ৅である。したがってྸߴ者にとって理想తなカϩ
リーઁ取ܗଶはए者とはҟなるはͣであり、もっとಥっ
者ର৅の栄養研究がඞཁになってくる。さらྸߴんだࠐ
に、年ྸをॏͶるにͭれ޷Ήと޷ま͟るとにかかわらͣ
֤छ࣬පを๊えることになり、ݸ人ࠩが大きくなってく
ることを考えると、健康ঢ়گのݸ人ࠩ、特ҟ性にϑΥー
カスした栄養ֶの進Խが๬まれるとこΖである。
ɹྸߴ者栄養ֶ、Ҩ఻ࢠ栄養ֶ、そして࣌ؒ栄養ֶとい
う新たな栄養ֶにண໨してΤビデンスをߏஙし、それを

ࣾ会に޿くීٴさせ、人々の健康ຽ౓の্޲にد༩して
αクセスϑル ŋ Τイジング実ݱにগしでもݙߩすること
ができれば、「ILSIɹJapan のଘࡏ意ٛ」をੈքにࣔす
ことができるとࢥっている。ࠓҰ౓、設ཱのݪ点にཱͪ
ฦり、ߴいࢤと情೤を持ってྟみたい。

���� 年ɹ京౎大ֶֶ޻部大ֶӃम࢜՝ఔɹमྃ

���� 年ɹαンτリーࣜג会ࣾɹೖࣾ

���� 年ɹذෞ大ֶ࿈߹大ֶӃɹ農ֶത࢜取ಘ

  αンτリーࣜג会ࣾバイΦϓϩセス։発センターॴ௕、

健康৯඼։発部௕、৯඼研究ॴ௕をܦて

���� 年ɹಉɹ取క໾ब任ɹ৯඼঎඼։発研究ॴ௕

���� 年ɹಉɹ健康Պֶセンター・知తࡒ産部୲当、R�% 推進部௕

���� 年ɹαンτリーϗールデΟングスࣜג会ࣾ 常຿ࣥ行໾員ɹब任

���� 年ɹ αンτリーϗールデΟングスࣜג会ࣾ 常຿ࣥ行໾員  

R�% るࢸにࡏݱ産部୲当ɹࡒը部・知తا

ެӹࣾஂ๏人 日本農ܳԽֶ会ɹධٞ員

NP0 ๏人近ـアグリϋイςクɹ෭理事௕

੩Ԭ大ֶɹ٬員ڭत

ུྺ
௰ଜɹӳ༤（ͭじΉΒɹͻͰ͓）ത （࢜೶ֶ）
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グリシドール脂肪酸エステルの最近の研究

木ɹೳ久ܡ
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分ੳ技ज़の進าにΑり、これまで知られていなかった੒分が৯඼தでͭݟかり、その安全性のٞ࿦がなされるΑ
うになってきた。৯用༉தでͭݟかったグリシυールࢷ๱ࢎΤスςルもそのͻとͭである。���� 年にυイツの࿈
๜リスクධՁؔػ（#GR）がリスクධՁを行い、ᶃ分ੳ๏のඪ४Խ、ᶄ௿ݮԽ๏の։発、そしてᶅ安全性ݧࢼの �
ͭの՝題を発දした。本ߘでは、これらの՝題にؔする࠷新の研究をまとめた。

分ੳ๏は、৯用༉தのグリシυールࢷ๱ࢎΤスςルを௚઀ఆ量するํ๏が։発され、日ถの༉Խֶ会が߹ಉでਫ਼
౓の確ೝݧࢼを行い、0GGJcJaM NetIoE としてొ࿥された。ޙࠓ、本ํ๏がඪ४๏として、さま͟まな分ੳに࢖わ
れることがظ଴される。

グリシυールࢷ๱ࢎΤスςルの௿ݮは、৯用༉தの部分グリセリυのؚ量とਫ਼製޻ఔのԹ౓をίンτϩールする
ことで、΄΅ୡ੒できͭͭある。

安全性ݧࢼは、グリシυールࢷ๱ࢎΤスςルをઁޱܦ取した৔߹に、加水分ղをडけグリシυールにかわること
で、安全性の問題がੜ͡ないかがओ題である。本ߘでは、Ҩ఻ಟ性ݧࢼ、ମ಺動ଶ͓ݧࢼΑͼϔϞグϩビンアμク
τの݁Ռを紹介した。グリシυールࢷ๱ࢎΤスςルは、グϩーバルな৯඼安全性্の՝題であり、リスクධՁの݁
Ռが଴たれる。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
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WJtI aEWanceNentT Jn anaMZtJcaM tecInJRVeT
 TVCTtanceT tIat VntJM noX IaE neWer Ceen GoVnE Jn GooET IaWe Ceen JEentJ�
GJeE
 TparLJnH concernT oWer tIeJr TaGetZ� 0ne oG tIeTe TVCTtanceT JT HMZcJEoM GattZ acJE eTterT （(&T） GoVnE Jn eEJCMe 
oJMT� In ����
 #GR oG (erNanZ conEVcteE rJTL aTTeTTNentT anE raJTeE tIree JTTVeT Jn JtT eWaMVatJon� �）TtanEarEJ[atJon 
oG anaMZtJcaM NetIoET
 �）EeWeMopNent oG reEVctJon NetIoET
 anE �）JNpMeNentatJon oG TaGetZ aTTeTTNent� 5IJT re�
port oVtMJneT tIe MateTt TtVEJeT reMateE to tIeTe JTTVeT�

A EJrect EeterNJnatJon anaMZTJT NetIoE VTeE to Eetect (&T Jn eEJCMe oJM XaT EeWeMopeE
 XJtI TenTJtJWJtZ 
aTTeTTNent conEVcteE joJntMZ CZ tIe Japan 0JM CIeNJTtTî SocJetZ anE tIe ANerJcan 0JM CIeNJTtTî SocJetZ anE 
reHJTtereE aT an oGGJcJaM anaMZTJT NetIoE� 5Ie NetIoE JT IopeE to Ce VTeE Gor WarJoVT tZpeT oG anaMZTJT anE aEopteE 
aT a TtanEarE NetIoE�

5Ie reEVctJon Jn (&T JT aMNoTt coNpMeteMZ acIJeWeE CZ controMMJnH tIe aNoVnt oG partJaM HMZcerJEeT Jn eEJCMe oJM 
anE tIe teNperatVre EVrJnH tIe reGJnJnH proceTT�
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近年、分ੳԽֶの発ୡとともに、৯඼தにؚまれるඍ
量੒分がݕग़できるΑうになり、これまで࿦͡られてこ
なかった੒分の安全性がධՁされるΑうになった。࠷近
になって৯用༉தに相࣍いでͭݟかった �ôϞϊクϩϩ
ϓϩύンô�
�ôジΦールのࢷ๱ࢎΤスςルମ（�ô.CP%
Τスςルはそのࢎ๱ࢷΤスςル）とグリシυールࢎ๱ࢷ
యܕである。これらは、ਖ਼確なఆ量๏から安全性研究、
そして௿ݮԽ研究がグϩーバルن໛で進められている。
両෺࣭の安全性のݒ೦にͭいてはڞ௨の考えがある。両
෺࣭ともに৯඼தに新しくͭݟかった෺࣭であるため、
安全性にؔわるデータが多くない。しかし、ࢷ๱ࢎを持
たない、いわΏるࢷ๱ࢎϑリーମである �ô.CP% とグ
リシυールには、多数の安全性݁ݧࢼՌが報告されてい
る。ڞ௨したݒ೦とは、ࢷ๱ࢎΤスςルମをヒτがઁ取
した৔߹に、ফԽやٵऩのաఔでࢷ๱ࢎがはͣれ、ࢷ๱ࢎ
ϑリーମがੜ੒され、安全性の問題がੜ͡ないかにある。

本ߘでは、グリシυールࢷ๱ࢎΤスςルの࠷近の研究
ঢ়گをまとめた。߲໨は、ੈքతな՝題として取り্げ
られている、ᶃ分ੳํ๏のੈքඪ४Խ、ᶄ௿ݮԽࡦ、ᶅ
安全性研究に߹わせてߏ੒した。

̎ɽഎܠ

���� 年ࠒから、υイツのシュτΡοτΨルτの৯඼ݕ
にॴଐする（C76A StVttHart）ؔػࠪ WeJTTIaar らは、
৯用༉ࢷதにؚまれる �ô.CP% Τスςルの分ੳࢎ๱ࢷ
๏を։発していた �）。そのաఔで、この分ੳ๏のਫ਼౓に
Өڹをٴ΅す෺࣭として、グリシυールࢷ๱ࢎΤスςル
のଘࡏを໌らかした �）。前ड़のΑうに、グリシυールࢷ
๱ࢎΤスςルには安全性情報が΄とんͲなかったが、ࢷ
๱ࢎをؚまないグリシυールは発がん性がٙわれる෺࣭
であった。ਤ � にࣔすΑうに、国際がん研究ػ （ؔIARC）
は、さま͟まなԽֶ෺࣭の発がん性にͭいて、ϋβーυ
ධՁをެදしているが、グリシυールࢷ๱ࢎΤスςル
は、グルーϓ � であり、「ヒτにରする発がん性にͭいて
は分ྨできない」とされている。Ұํ、グリシυールは、
グルーϓ �A に֘当し、「ヒτにରして͓そらく発がん性
がある」とされている �）。IARC のϋβーυධՁにͭい
ては、本ࢽ ��� ߸にৄしく紹介されている �）。このこと
から、グリシυールࢷ๱ࢎΤスςルをヒτがઁ取した৔
߹に、ੜମ಺でグリシυールがੜ੒することをϫース
τ・έースとଊえ、υイツ࿈๜リスクධՁؔػ（#GR）
に͓いて、リスクアセスϝンτがなされることになった。

5Ie prJNarZ enEpoJnt oG TaGetZ aTTeTTNent JT XIetIer or not tIere are anZ JTTVeT reMateE to TaGetZ EVrJnH 
conWerTJon GroN (&T to HMZcJEoM aT a reTVMt oG IZEroMZTJT XIen (&T are aENJnJTtereE oraMMZ� 5IJT report oVtMJneT 
tIe reTVMtT oG tIe HenotoYJcJtZ teTtT
 toYJcoLJnetJc teTtT anE tIe IeNoHMoCJn aEEVctT�

(&T IaWe CecoNe tIe GocVT oG GooE TaGetZ JTTVeT aroVnE tIe XorME
 anE tIe reTVMtT oG rJTL aTTeTTNentT are NVcI�aXaJteE�
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#GR は、���� 年 � ݄ に、#GR 0pJnJon No���������
として、イχシャル・アセスϝンτをࣔし、この࣌点で
༉ࢷதにؚまれるグリシυールࢷ๱ࢎΤスςルの安全性
ղがੈքでॳめてެදされたݟ �）（日本ޠ༁は ���� 年 �
݄ �� 日։࠵の৯඼安全委員会新։発৯඼（ୈ �� ճ）・
ఴ加෺（ୈ �� ճ）߹ಉઐ໳ௐࠪ会でެ։）。#GR のイ
χシャル・アセスϝンτには、ᶃグリシυールࢷ๱ࢎΤ
スςルの分ੳํ๏の確ཱ、ᶄ安全性ݧࢼの実ࢪ、ᶅ事業
者は ALARA のݪଇ（AT LoX AT ReaTonaCMZ AcIJeW�
aCMeɿ߹理తにୡ੒可能なݶりなく௿く）に従いグリシ
υールࢷ๱ࢎΤスςルを௿ݮすることの � ͭがޙࠓの進
めํとしてࣔされていた。#GR に͓けるリスクアセス
ϝンτの進めํや本݅のΑりৄࡉな情報は、本ࢽ ���
߸に掲載されているので参考にされたい �）。

そのޙ、日本に͓いて、���� 年 � ݄ �� 日、ՖԦは、
当࣌、特ఆ保健用৯඼であったΤίφクοΩングΦイル

（Τίφ༉）に、グリシυールࢷ๱ࢎΤスςルがଞの৯
用༉にൺ΂多くؚまれていることをݟग़し、௚ͪに厚ੜ
࿑ಇ省΁ಧけग़た。そのޙ、厚ੜ࿑ಇ省は、Τίφ༉の
安全性ධՁを಺ֳ෎৯඼安全委員会にґཔし、ࡏݱもな
͓৹ٞが続いている。

本ߘでは、分ੳํ๏のੈքඪ४Խ、৯用༉からグリシ
υールࢷ๱ࢎΤスςルを௿ݮするํ๏、そして安全性ࢼ
す。いͣれも、日本、Ԥभ、ถ国のهをݟ新の知࠷のݧ
༉Խֶ会、༉ؔࢷ࿈業քそして行੓ؔػがੵۃతにؔ༩
して͓り、ੈքతに஫໨されている研究となっている。

̏ɽ෼ੳํ๏ͷඪ४Խ

グリシυールࢷ๱ࢎΤスςルは、৯඼தでͭݟかった
新نԽֶ෺࣭であり、ਖ਼確に分ੳするํ๏がない。৯඼
தにͲれくらいの量のグリシυールࢷ๱ࢎΤスςルがؚ
まれているかをਖ਼確に೺Ѳすることは、リスクධՁに͓
いて大੾であり、#GR ͓Αͼ৯඼安全委員会では、分
ੳํ๏を確ཱすることのඞཁ性をࣔした。分ੳ๏の研究
は、大きく分けて、υイツのグルーϓがੵۃతに։発を
進めるؒ઀分ੳ๏と、日本͓Αͼถ国が進める௚઀分ੳ
๏の � ͭがڍげられる。

（�）�ؒ઀෼ੳ๏ͷ։ൃ
ؒ઀分ੳ๏は、グリシυールࢷ๱ࢎΤスςルを加水分

ղすることでグリシυールをੜ੒し、分ࢠ಺のΤϙΩα
イυを༠ಋମԽしたޙに、༠ಋମをఆ量Խするํ๏であ
り、௚઀、グリシυールࢷ๱ࢎΤスςルをఆ量するํ๏
ではない。前ड़したΑうに、当ॳ、このํ๏は、�ô.CP%
Τスςルを特ҟతにଌఆするํ๏として։発されࢎ๱ࢷ
たが、๦֐෺࣭としてグリシυールࢷ๱ࢎΤスςルもଌ
ఆしてしまうことから改ྑが加えられた。ࡏݱでは、
WeJTTIaar�
 �）や ,VIMNann�）らが、両෺࣭を分けて、そ
れͧれをఆ量できるํ๏をݕ౼している。ఆ量の୅දత
な考えํは、まͣ、両෺࣭の総ؚ量をଌఆする（ᶃ）。
࣍に、ࢎॲ理を行うことでグリシυールࢷ๱ࢎΤスςル
をফࣦさせ、࠶౓ಉ͡ํ๏でଌఆする（ᶄ）。これは
�ô.CP% Τスςルをఆ量したことになる。グリシࢎ๱ࢷ
υールࢷ๱ࢎΤスςルは、ᶃとᶄのࠩ分としてఆ量する�）。
このํ๏では、։発者も࿦จでࣔしているΑうに、؆ศ
にଌఆできる利点はあるものの、ਫ਼౓のߴい分ੳにはݶ
քがあり、ີݫな分ੳにはグリシυールࢷ๱ࢎΤスςル
を௚઀分ੳするํ๏が޷ましいとされている ��）。また、
ؒ઀๏であるがために、ఆ量஋にڞଘする੒分のӨڹを
डけること౳もࢦఠされている ��
 ��）。ؒ઀ఆ量๏のৄࡉ
は、���� 年 � ݄の A0CS annVaM NeetJnH（LonH #eacI
 
6S）にて発දされたので参考にされたい ��）。

（�）�௚઀෼ੳ๏ͷ։ൃ
௚઀分ੳ๏とは、৯用༉にؚまれる C�� から C�� の

ओཁなࢷ๱ࢎからなる � छྨのグリシυールࢷ๱ࢎΤス
ςルをඪ४෺࣭として用い、ݕ量ઢから༉ࢷதのؚ量を
ਖ਼確にଌఆするํ๏である。分ੳには、LCô.S を用い
て、௚઀、৯用༉தにؚまれグリシυールࢷ๱ࢎΤスς
ルをఆ量する。ఆ量性を保ͭには、αンϓルとして用い
る৯用༉にؚまれる Nonoô
 EJô � trJôHMZcerJEe をআڈ
することであり、これにはॱ૚とٯ૚のシリカήルカラ
Ϝを用い、前ॲ理をすることがඞཁであった。.aTVLaXa
らが ���� 年 � ݄にެදした本ํ๏ ��）は、ੈքに先ۦけ
たఆ量分ੳํ๏であり、そのݻ、ޙମࢷがଌఆでき、؆
ศ性を加えるなͲ � ౓の改ྑが加えられた ��
ड़すޙ。（�� 
るが、SIJroらのํ๏ ��）をجに࠷ऴతに׬੒したํ๏が、
日ถ༉Խֶ会にて、ඪ४๏としてొ࿥された ��
 ��）。また、
ଞの௚઀分ੳ๏としては、HaJneT らが、LCô50'ô.S
を用いた௚઀ఆ量๏を発දしている ��）。本ํ๏は、グリ
シυールࢷ๱ࢎΤスςルと �ô.CP% Τスςルをࢎ๱ࢷ
ಉ࣌にଌることができる利点がある。
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（�）��ੈ քඪ४෼ੳ๏΁ͷऔΓ૊Έ：+PJOU�"0$4�+0$4�
0GGJDJBM�.FUIPE

���� 年 �� ݄に、ถ国༉Խֶ会（A0CS）は、৯用༉
தにؚまれるグリシυールࢷ๱ࢎΤスςルの分ੳ๏のඪ
४Խを行う΂く、ProceTT ContaNJnant のୈ � ճઐ໳Ո
会ٞを։いた。そこでは、グリシυールࢷ๱ࢎΤスςル
だけをਖ਼確にఆ量するには、当࣌、Ԥभにて੝んにݕ౼
が進められていたؒ઀分ੳ๏Αりも௚઀分ੳ๏のํがݪ
理తにもద当であるとされ、ՖԦの .aTVLaXa らの։発
した LCô.S ๏ ��）と A%. の HaJneT らが։発した LCô
50'ô.S ๏ ��）が提案された。

���� 年 � ݄には、東京でୈ � ճ໨のઐ໳Ո会ٞが։
かれ、この会ٞのޙ、日本༉Խֶ会（J0CS）と A0CS
がڞಉで両ֶ会の 0GGJcJaM NetIoE を։発することに
なった。そのޙ、数ճにわたったઐ໳Ո会ٞでのٞ࿦の
຤、.aTVLaXa らのํ๏に改ྑが加えられた SIJro らが
։発した LCô.S ๏ ��）をඪ४๏のީิとすることが決
まった。���� 年 �� ݄に、A0CSôJ0CS ߹ಉݧࢼの参
加ื集が行われ、ੈք � か国、�� の研究ؔػが参加の
意ࢥをࣔし、SIJro らのํ๏のਫ਼౓確ೝのためのݧࢼが

։始された。日本からは �� 、が参加し、ถ国ؔػݧࢼ
Φランμ、υイツ、イΪリス、ϑランス、カφμなͲか
らもا業の研究ؔػ、ならͼにެత研究ؔػとして行੓
の研究ؔػが参加した。

A0CSôJ0CS ߹ಉݧࢼの݁Ռ、ݱ࠶性、ؔػݧࢼの
バラツΩともྑ޷な݁Ռがಘられたため、SIJro らの
LCô.S ๏が A0CS ίϛοςΟー、ならͼに J0CS 分
ੳ部会でのঝೝをडけ、ถ国では JoJnt A0CS�J0CS 
0GGJcJaM .etIoECEô��としてొ࿥され（有ྉでೖ手可）��）、
日本では、改ఆج४༉ࢷ分ੳ๏にऩ載される༧ఆであ
る。本ํ๏のུ֓は、ΦϨΦαイΤンス（日本༉Խֶ会
に総આとして掲載されている（ࢽ ��）。

̐ɽ৯༻༉தͷؚྔ

これまでに報告されている৯用༉தのグリシυールࢷ
๱ࢎΤスςルのؚ量にͭいて、ද � にまとめた。υイツ
の WeJTTIaar�）と ,VIMNann�）はؒ઀分ੳ๏で、そしてถ
国の HaJneT��）͓Αͼ日本の国ཱҩༀ඼৯඼Ӵੜ研究ॴ ��）
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は、௚઀分ੳ๏でଌఆした݁Ռを報告している。分ੳ๏
にؒ઀分ੳ๏と௚઀分ੳ๏との � ͭがࠞࡏして͓り、こ
こではଌఆ݁Ռはओとしてグリシυールࢉ׵量としてࣔ
した。

ද � にࣔすΑうに、���� 年当࣌に発売されていたΤ
ίφ༉にはグリシυールࢷ๱ࢎΤスςルは ��ʙ��ppN
がؚまれていた。���� 年に国ཱҩༀ඼৯඼Ӵੜ研究ॴ
が、௚઀分ੳ๏を用いて国಺でࢢ販されている৯用༉の
分ੳを実ࢪし、���� 年 � ݄の৯඼安全委員会で報告し
ている。この݁Ռからは、ジアシルグリセϩール（%A(）
৯用༉以֎のࢢ販৯用༉からは、とくにグリシυールࢷ
๱ࢎΤスςルを多くؚΉものはͭݟかっていない。しか
しながら、本報告では、「この分ੳํ๏は常Թ下でӷঢ়
の২෺༉をద用ൣғとして͓り、常Թ下でݻମの製඼は
本ݧࢼ๏のద用֎である」とه載されて͓り、ޙࠓのさ
らなる分ੳが଴たれる。そのଞ、ւ֎で報告されている
分ੳ஋はද � のと͓りである。

農林水産省がެื事業として৯用༉தにؚまれ、ࡏݱ
るグリシυールࢷ๱ࢎΤスςルの分ੳを実ࢪしている。
そこでは ���� 年 � ݄に日ถ༉Խֶ会で 0GGJcJaM .etIoE
としてొ࿥されたํ๏と、Ԥभに͓いてٞ࿦がͭͮくؒ
઀分ੳ๏が用いられている。

Τスࢎ๱ࢷ近、Ұൠのௐ理に͓いてもグリシυール࠷
ςルが発ੜしている可能性がෳ数のؔػから報告された。

���� 年 � ݄にϩοςルμϜで։かれた &Vro� 'eE� LJpJE
（Ԥभ༉Խֶ会）に͓いて、υイツの国ཱの研究ؔػであ
る .aY RVCner InTtJtVte のグルーϓから、さま͟まなௐ
理のํ๏で೑をমいた৔߹の �ô.CP% Τスςルࢎ๱ࢷ
͓Αͼؔ࿈Τスςルの発ੜにؔする発දがなされた ��）。
݁Ռを、ਤ � にࣔした。� छྨのҟなるバーϕΩューの
ํ๏（୸Ր、Ψス、ి気）にΑり೑をমいた৔߹に、
�ô.CP% Τスςル͓Αͼؔ࿈Τスςルੜ੒量にࢎ๱ࢷ
ҧいがあるかをূݕした。ここで用いられた分ੳ๏にΑ
れば、�ô.CP% Τスςルの஋とؔ࿈Τスςルのࢎ๱ࢷ
஋のࠩがグリシυールࢷ๱ࢎΤスςルであるとしてい
る。ௐ理ํ๏は、加೤のํ๏のҧいだけではなく、加೤
ঢ়ଶをҰఆにするためにアルϛτϨイを࢖用した৔߹
や、֖をした৔߹、さらにௐ味৚݅としてΦイル付けに
したものや৯Ԙをఴ加したものがݕ౼された。その݁Ռ、
೑を༉にਁし（NarJnaEe）、୸Րで、֖をせͣにমいた
৚݅で、グリシυールࢷ๱ࢎΤスςルの発ੜする可能性
をࣔࠦする݁Ռが報告された。

さらに ���� 年 � ݄にถ国で։かれた A0CS に͓いて、
,VIMNann は、Ұ部の༉をௐ理すると、�ô.CP% ࢎ๱ࢷ
Τスςル͓Αͼグリシυールࢷ๱ࢎΤスςルがੜ੒され
ることを報告した ��）。ੜ੒量を௚઀分ੳ๏でఆ量するඞ
ཁはあるものの、Ұൠのௐ理ํ๏でグリシυールࢷ๱ࢎΤス
ςルがੜ੒していることをࣔࠦする報告はॳめてである。
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̑ɽάϦγυʔϧࢷ๱ࢎΤεςϧͷ௿ٕݮज़

前ड़したΑうに、#GR からグリシυールࢷ๱ࢎΤスς
ルのイχシャル・アセスϝンτがग़たޙ、৯用༉にؔわ
る産業քは、৯用༉தのグリシυールࢷ๱ࢎΤスςルの
௿ݮ技ज़の։発に取り૊んできた。ここでは、޻業తな
௿ํݮ๏にؔする、࠷近の研究ྫをしめす。

৯用༉தには、ද � にࣔすΑうに、わͣかにグリシ
υールࢷ๱ࢎΤスςルがؚまれる。では、何がݪҼで、
グリシυールࢷ๱ࢎΤスςルがੜ੒されるのか。

৯用༉தのグリシυールࢷ๱ࢎΤスςルを௿ݮするํ
๏としては、ᶃ৯用༉のਫ਼製޻ఔでグリシυールࢷ๱ࢎ
Τスςルのੜ੒を཈えるํ๏と、ᶄੜ੒したグリシυー
ルࢷ๱ࢎΤスςルをআڈするํ๏がݕ౼されている。

まͣ、ᶃにͭいては、グリシυールࢷ๱ࢎΤスςルの
ੜ੒ϝカχζϜにண໨し、ੜ੒を཈੍することで௿ݮԽ
を行う。グリシυールࢷ๱ࢎΤスςルのੜ੒には、部分
グリセリυ ��）とੜ੒޻ఔに͓ける೤、とくにߴԹॲ理
がඞཁな୤ष޻ఔに͓ける೤ཤྺのؔ༩がࢦఠされてい
る ��）。グリシυールࢷ๱ࢎΤスςルのؚ量は、部分グリ
セリυؚ量のߴい༉ࢷでߴい޲܏にあり、とくに� ˋ以্
の部分グリセリυをؚΉ৔߹にその޲܏が໌確になる ��）。
ύーϜ༉では、ऩ֭からࡡ༉ਫ਼製ॲ理までのؒに、リ
ύーθのӨڹにΑり、༡離ࢷ๱ࢎとジグリセリυが૿加
することから、ऩ֭されたՌ実をద੾にॲ理することで
部分グリセリυؚ量の௿ݮとそれに続くグリシυールࢷ
๱ࢎΤスςルの௿ݮがظ଴できる ��）。

%eTtaJMMatT らは、グリシυールࢷ๱ࢎΤスςルは、部
分グリセリυを ��� ౓以্で加೤した৔߹にੜ੒する
ことを ��）、そして、CraGt らは、とくにੜ੒量は ���ʙ
��� ౓以্でݦஶになることを報告している ��）。

ͭ͗に、ᶄにͭいては、グリシυールࢷ๱ࢎΤスςル
のԽֶతな性࣭にண໨することで、৯用༉தからআڈす
るํ๏を紹介する。

グリシυールࢷ๱ࢎΤスςルは、特ఆのٵணࡎ౳にΑ
りআڈできることが報告されている。StrJjoXTLJ らは、
ϑライ༉の࠶ੜࡎなͲ � छྨのٵணࡎにΑりਫ਼製ύーϜ
༉をॲ理した݁Ռ、ম੒θΦライτや߹੒έイࢎϚグネ
シ΢Ϝにグリシυールࢷ๱ࢎΤスςルをআڈするޮՌが
あることを報告している ��）。

SIJNJ[V らは活性ന土を用いたグリシυールࢷ๱ࢎΤ
スςルのআํڈ๏をࣔしている ��）。グリシジルύルϛ

ςーτ（(P）をؚΉジΦϨインを活性ന土でॲ理した
とこΖ、(P はॲ理༉からも活性ന土からも׬全にআڈ
され、さらに �� ˋ以্の (P がओにϞϊύルϛνンや、
ύルϛνンࢎをؚΉジグリセリυなͲのҰൠతな༉ࢷ੒
分にม׵されたことをࣔしている。

このΑうに、グリシυールࢷ๱ࢎΤスςルの৔߹は、
ੜ੒させない技ज़とੜ੒したものを௿ݮԽする技ज़։発
が進んで͓り、΄΅޻業తには௿ݮすることが可能に
なってきたΑうに͡ײる。Ұํ、本ߘのओ題ではないが、
�ô.CP% がෆ໌なߏػΤスςルの৔߹は、ੜ੒ࢎ๱ࢷ
点が多く、また、৯用༉தでੜ੒してしまうと௿ݮする
ことが೉しいため、༉ࢷ産業քでは、࠷近はグリシυー
ルࢷ๱ࢎΤスςルの௿ݮԽΑりも、�ô.CP% Τࢎ๱ࢷ
スςルの௿ݮԽ技ज़։発に஫ྗしている޲܏がڧい。

̒ɽ҆શੑڀݚ

���� 年 � ݄にΤίφ༉に、グリシυールࢷ๱ࢎΤス
ςルがؚまれていることが৯඼安全委員会で報告され
た。৯඼安全委員会は、グリシυールࢷ๱ࢎΤスςルに
ͭいては安全性データをؚめ情報量が多くないため、ヒ
τのリスクをධՁするには、จݙで報告されている情報
に加え、༏先తにグリシυールࢷ๱ࢎΤスςルのҨ఻ಟ
性データとମ಺動ଶのデータをඞཁとした ��）。

（�）�Ҩ఻ಟੑݧࢼɺମ಺ಈଶݧࢼ
Ҩ఻ಟ性にؔしては、グリシυールࢷ๱ࢎΤスςル͓

Αͼグリシυールにͭいて、ANeT ┳┶┸┭┺ⓤ┲┭、ݧࢼ 染৭ମ
ҟ常ݧࢼ、┭┲ⓤ┺┭┺┳ খ֩ݧࢼが実ࢪされた ��
 ��）。グリシυー
ルࢷ๱ࢎΤスςルは、ANeT にてཅ性、染৭ମҟ常ݧࢼ
ではӄ性の݁Ռであった。グリシݧࢼΑͼখ͓֩ݧࢼ
υールは ANeT にてཅ性、খݧࢼΑͼ染৭ମҟ常͓ݧࢼ
Τスࢎ๱ࢷではӄ性の݁Ռだった。グリシυールݧࢼ֩
ςルの ANeT に用いたݧࢼ、ཅ性݁Ռにͭいてはݧࢼ
5A��� ମ由来のリύーθなͲのΤスςラーζەのגە
がಇき、ఴ加したグリシυールࢷ๱ࢎΤスςルからグリ
シυールがੜ੒したことにىҼする可能性が、௥加ݕ౼
の݁Ռからࣔされた。5A��� ではリύー౼ݕを用いたג
θ્ࡎ֐をڞଘさせることにΑり、෮ؼมҟίϩχー数
がӄ性と൑அされる水४まで௿下した。

ମ಺動ଶにؔして、グリシυールࢷ๱ࢎΤスςルを
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ラοτ͓Αͼカχクイβルにޱܦ౤༩した際の、݂த΁
のҠ行性がݕ౼された。また、このݕ౼のதで、छؒࠩ
にؔする知ݟにͭいて報告されている ��
 ��）。

このݧࢼの໨తは、ઁޱܦ取したグリシυールࢷ๱ࢎ
Τスςルが、ফԽ・ٵऩのաఔで分ղをडけ、グリシ
υールをੜ੒し、݂ӷதにҠ行する可能性とそのఔ౓を
することにある。グリシυールは、発がん性をٙわ౼ݕ
れる෺࣭であることから、安全性をݕ౼する্ではوॏ
な情報となる。ݧࢼでは、௿用量からߴ用量まで、グリ
シυールࢷ๱ࢎΤスςルがޱܦで౤༩された。ߴ用量と
は、先に行われたถ国 N5P に͓けるグリシυールの発
がん性ݧࢼに用いられた量と当Ϟル相当量（���NH�LH）
とした（これはΤίφ༉を̍日 ��H ઁ取するとԾఆし
た৔߹のヒτのグリシυールࢷ๱ࢎΤスςル推ఆઁ取量
の໿ �
��� ഒに相当する）。まͣ、グリシυールࢷ๱ࢎ
Τスςル౤༩ޙの݂ᕶதのグリシυールࢷ๱ࢎΤスςル
量をଌఆしたとこΖ、݁Ռは両動෺ともఆ量下ݶະຬで
あった。Ұํ、グリシυールは݂ᕶதにݕग़されたが、݂
தҠ行性に動෺छࠩがあることが໌らかとなった��）。ラο
τの৔߹には、グリシυールࢷ๱ࢎΤスςルを౤༩した
৔߹、す΂ての用量に͓いて݂ᕶதにグリシυールがݕ
ग़された。Ұํ、カχクイβルの৔߹には、グリシυー

ルࢷ๱ࢎΤスςルを౤༩した৔߹には、௿・த用量では
グリシυールはݕग़されͣ、ߴ用量でのみݕग़された。
しかし、その݂ᕶதグリシυールの݂ߴ࠷தೱ౓（CNaY）
は、カχクイβルではラοτの໿ �� 分の � であった。

な͓、্ड़のݧࢼでは、ίンτϩールとしてグリシυー
ルもಉ༷にޱܦ౤༩し、݂தҠ行量をଌఆして͓り、両
動෺ともに、݂ᕶதにグリシυールがݕग़された。

このΑうにグリシυールࢷ๱ࢎΤスςルを౤༩した
ラοτにߴい݂ᕶதグリシυールೱ౓の্ঢがೝめら
れ、αルにはೝめられなかったことは、࣭ࢷফԽにؔ༩
するઉリύーθの活性がد༩した可能性があると推࡯し
ている。ラοτはઉリύーθがߢޱʙңで活性を持ͪ、
そのため、グリシυールࢷ๱ࢎΤスςルはң಺΁の౤༩
ऩされたٵし、௚ͪに׵଎やかにグリシυールにม、ޙ
ものと考えられた。Ұํ、αルは、ߢޱʙңでのઉリ
ύーθの活性が௿く、グリシυールࢷ๱ࢎΤスςルから
グリシυールにม׵されにくかった݁Ռとして、݂ᕶதに
グリシυールはೝめられなかったものと考࡯している ��）。

（�）�ϔϞάϩϏϯΞμΫτڀݚ
グリシυールࢷ๱ࢎΤスςルをઁ取した৔߹に、それ

がମ಺でグリシυールに分ղされ、その݁Ռ、ੜମがͲ
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のఔ౓グリシυールに๫࿐されているかを知る手ஈとし
て、ϔϞグϩビンアμクτをࢦඪにした๫࿐ධՁが考え
られる。

ϔϞグϩビンアμクτは、ਤ � にࣔすΑうに、੺݂ٿ
由来のϔϞグϩビンにグリシυールが݁߹したものであ
る。ヒτの੺݂ٿが ��� 日ఔ౓の௕いण໋を持ͭこと
から、ϔϞグϩビンアμクτは、݂࣌࠾から૎って � か
݄ؒに๫࿐されたԽֶ෺࣭量を൓өすると考えられて͓
り、ײ౓のߴいղੳが可能である。

本田らは、Τίφ༉のઁ取者 � 名とඇઁ取者 � 名のグ
リシυールのϔϞグϩビンアμクτ（( アμクτ）の量
をଌఆし、Τίφ༉のઁ取にΑるグリシυールの๫࿐を
ධՁした ��
 ��）。�� 日以্、Τίφ༉をઁ取したඃݧ者
をΤίφ༉ઁ取者とఆٛし、Τίφඇઁ取者とൺֱし
た。その݁Ռ、Τίφ༉ઁ取者の ( アμクτ量はඇઁ
取者とൺֱして૿加して͓らͣ、ඇઁ取者に͓いてもҰ
ఆ量の ( アμクτがݕग़された。この݁Ռは、Τίφ
༉のઁ取に由来するグリシυールの๫࿐がないか、ある
いは無ࢹできる΄Ͳখさいことをࣔしていると考えられ
る。この݁Ռは、人数を �� 名に૿やし、さらにさま͟
まなަབྷҼࢠ（性、年ྸ）のӨڹを考慮した௥加ݕ౼に
͓いても、ಉ༷の݁Ռが報告されている ��）。

̓ɽまͱΊ

近年、新たにͭݟかった༉ࢷඍ量੒分であるグリシ
υールࢷ๱ࢎΤスςルの࠷近の研究にͭいてهした。

分ੳํ๏にͭいては、日、ถ、Ԥभに͓いて ���� 年
から活発に研究が行われてきた。���� 年に、Ԥभの研
究ؔػも加わって実ࢪされた߹ಉݧࢼの݁Ռ、日本に͓
い て ։ 発 さ れ た ํ ๏ が、A0CS と J0CS の 0GGJcJaM 
.etIoE としてొ࿥された。ޙࠓ、このํ๏をੈքඪ४
๏として、さま͟まな৔໘でグリシυールࢷ๱ࢎΤスς
ルのఆ量が行われるであΖう。

৯用༉தのグリシυールࢷ๱ࢎΤスςルのؚ量を௿ݮ
するํ๏にͭいては、グリシυールࢷ๱ࢎΤスςルのੜ
੒ϝカχζϜがղ໌されͭͭあり、これにͮجいた௿ݮ
๏が޻業తن໛でݕ౼されている。���� 年当࣌にൺ΂
ると௿ݮԽ技ज़はかなり進んで͓り、৯用༉தのグリシ
υールࢷ๱ࢎΤスςル量を੍ݶできる技ज़が΄΅できͭ
ͭある。

安全性の研究にͭいては、グリシυールࢷ๱ࢎΤスς
ルをઁޱܦ取した৔߹に、加水分ղをडけグリシυール
にมわり、安全性の問題がੜ͡ないかがリスクධՁのओ
題である。本ߘでは、Ҩ఻ಟ性ݧࢼ、ମ಺動ଶ͓ݧࢼΑ
ͼϔϞグϩビンアμクτの݁Ռを紹介した。υイツに͓
いてもಉ༷のݧࢼが進行தであり、まもなく݁Ռがެද
されると聞く。

このΑうに、グリシυールࢷ๱ࢎΤスςルの研究は、
���� 年以߱、大きく進లした。これらの݁Ռをجにし
た、ΑりૣظのリスクධՁが଴たれる。

ʻߟࢀจݙʼ

 �）  WeJTTIaar
 R�
 %eterNJnatJon oG totaM �ôcIMoropro�
paneô�
�ôEJoM （�ô.CP%） Jn eEJCMe oJMT CZ cMeaWaHe 
oG .CP% eTterT XJtI ToEJVN NetIoYJEe�
 ┉┹┶⓲ⓤ ┎⓲ⓤ
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.CP%ô��pEG 

 �）  IARC
 ┍┅┖┇ⓤ┑┳┲┳┫┶⓲ⓤ┉┺┥┰⓲ⓤ┇┥┶┧┭┲┳┫⓲ⓤ┖┭┷┯┷ⓤ┌┹┱�
 ��
 
���ô��� （����）

༸、発がん性のϋβーυとリスクʀ発がん性ධ࡚ࢁ  （� 
Ձの؍点から 
 ┍┐┗┍
 ���
 ��ô�� （����）

 �）  #GR 0pJnJon No���������
 �� .arcI （����）   
Ittp���XXX�CGr�CVnE�Ee�cN�����JnJtJaM@eWaMVatJon@
oG@tIe@aTTeTTNent@oG@MeWeMT@oG@HMZcJEoM@GattZ@acJE@
eTterT�pEG

リスクίϛュχέーシϣン・ϫークシϣοϓ、ٱ໦能ܡ  （� 
l৯඼にؚまれる新نԽֶ෺࣭のリスクධՁとί
ϛュχέーシϣンのありํz をௌߨして 
 ┍┐┗┍
 ���
 
��ô�� （����）

 �）  WeJTTIaar
 R� anE Per[ R�
 'attZ acJE eTterT oG HMZcJEoM 
Jn reGJneE GatT anE oJMT
ⓤ┉┹┶⓲ⓤ┎⓲ⓤ┐┭┴┭┨ⓤ┗┧┭⓲ⓤ┘┩┧┬┲┳┰�
 ���
 
���ô��� （����）

 �）  ,VIMNann
 J�
 %eterNJnatJon oG CoVnE �
�ôepoYZô�ô
propanoM （HMZcJEoM） anE CoVnE NonocIMoropropaneEJoM 

（.CP%） Jn reGJneE oJMT
 ┉┹┶⓲ⓤ┎⓲ⓤ┐┭┴┭┨ⓤ┗┧┭⓲ⓤ┘┩┧┬┲┳┰�
 
���
 ���ô��� （����）

 �） 'JeCJH
 H� J�
 ┉┹┶┳⓲ⓤ┎⓲ⓤ┐┭┴┭┨ⓤ┗┧┭⓲ⓤ┘┩┧┬�
����
 ��� （����）
��）  .attIÅVT
 #�
 �ô.CP% anE HMZcJEZM GattZ acJE eTter� 

WIat JT tIe LnoXMeEHe toEaZ 
 ┉┹┶┳⓲ⓤ ┎⓲ⓤ┐┭┴┭┨ⓤ┗┧┭⓲ⓤ

άϦγυʔϧࢷ๱ࢎΤεςϧͷۙ࠷ͷڀݚ

��― Πϧγʔ No.112  (2013.2)



┘┩┧┬�
 ���
 ���ô��� （����）
��）  SIJNJ[V
 .� ┩┸ⓤ┥┰�
 %Jrect NetIoE Gor RVantJGJcatJon 

oG HMZcJEoM GattZ acJE eTterT Jn eEJCMe oJMT
 ┎⓲ⓤ┓┰┩┳ⓤ
┗┧┭�
 ��
 ���ô��� （����）

��）  SIJNJ[V
 .� ┩┸ⓤ┥┰⓲
 A coNparJTon oG tIe JnEJrect anE 
EJrect RVantJGJcatJon oG HMZcJEoM eTter CZ LJnetJc 
anaMZTJT
 ┉┹┶┳⓲ⓤ ┎⓲ⓤ┐┭┴┭┨ⓤ┗┧┭⓲ⓤ┘┩┧┬⓲
 ���
 ���ô��� 

（����）
��）  lA0CS &Ypert PaneM on ProceTT ContaNJnantTz  

at Ittp���XXX�aocT�orH�ReToVrceT�content�cGN  
IteNNVNCer������

��）  .aTVLaXa
 :� ┩┸ⓤ┥┰�
 A NeX AnaMZtJcaM .etIoE Gor tIe 
2VantJGJcatJon oG (MZcJEoM 'attZ AcJE &TterT Jn 
&EJCMe 0JMT
 ┎⓲ⓤ┓┰┩┳ⓤ┗┧┭�
 ��
 ��ô�� （����）

��）  .aTVLaXa
 :� ┩┸ⓤ┥┰�
 (eneraMJ[eE .etIoE to 2VantJGZ 
(MZcJEoM 'attZ AcJE &TterT Jn &EJCMe 0JMT
 ┎┅┓┇┗�
 
��
 ��ô�� （����）

��）  SIJro
 H� ┩┸ⓤ┥┰�
 %Jrect NetIoE Gor RVantJGJcatJon oG 
HMZcJEoM GattZ acJE eTterT Jn eEJCMe oJMT
 ┉┹┶┳⓲ⓤ ┎⓲ⓤ
┐┭┴┭┨ⓤ┗┧┭⓲ⓤ┘┩┧┬�
 ���
 ���ô��� （����）

��）  JoJn A0CS�J0CS oGGJcJaM NetIoE CE��ô�� (MZcJEZM 
GattZ acJE eTterT Jn eEJCMe oJMT at

  Ittp���TearcI�aocT�orH�NetIoET�TearcI@NetIoET@WJeX@ 
  NetIoE�cGN NetIoE�cE��@（CE��ô��をબ୒）
ٱ໦能ܡ  （�� 
 Տ߹࣎ 
 ໦ધ信行 
 グリシυールࢷ๱ࢎ

Τスςルの௚઀分ੳ๏の։発 
 ΦϨΦαイΤンス
 ��
 
���ô��� （����） 

��）  HaJneT
 5� ┩┸ⓤ ┥┰�
 %Jrect %eterNJnatJon oG .CP% 
'attZ AcJE &TterT anE (MZcJEZM 'attZ AcJE &TterT 
Jn 7eHetaCMe 0JMT CZ LCr50'.S
 ┎ⓤ┅┱ⓤ┓┭┰ⓤ┇┬┩┱ⓤ
┗┳┧�
 ��
 �ô�� （����）

��）  ৯඼安全委員会（ୈ ��� ճ会߹ɿ���� 年 � ݄ � 日）
 
資ྉ �ɿ৯඼ӨڹධՁに܎るิ଍資ྉの提ग़にؔす
るリスク管理ؔػからの報告にͭいて 
 ผఴ資ྉ �
 
Ittp���XXX�GTc�Ho�jp�GTcJJT�NeetJnH.aterJaM�TIoX�
LaJ��������TGc

��）  .attIÅVT
 #� ┩┸ⓤ┥┰�
 'orNatJon oG �ô.CP% anE �ô.CP% 
&TterT anE ReMateE CoNpoVnET EVrJnH #arCecVeJnH 

（PoTterT
 ProceTTJnH
 PR0Cô���）
ⓤ⓽┸┬ⓤ┉┹┶┳ⓤ┊┩┨ⓤ
┐┭┴┭┨ⓤ┇┳┲┫┶┩┷┷
 RotterEaN
 p��� （����）

��）  ,VIMNann
 J�
 AnaMZTJT anE 0ccVrrence oG #oVnE 
(MZcJEoM anE .CP% Jn 0JM ContaJnJnH 'ooET
 ⓵⓴⓷┶┨ⓤ

┅┓┇┗ⓤ┅┲┲┹┥┰ⓤ┱┩┩┸┭┲┫ⓤ⓪ⓤ┉┼┴┳
 SeTTJon� ANA �� 
ProceTT ContaNJnantT ������ （����）

   Ittp���aocT�GJMeT�cNT�pMVT�coN�ReToVrceTP%'�
A0CS��'LonH���#eacI��',VIMNann��'�����
�%����%����'pEG�pEG

��）  SIJNJ[V
 .� ┩┸ⓤ┥┰�
 (eneratJon oG �ôNonocIMoroô�
�ô
propaneEJoM anE reMateE NaterJaMT GroN trJô
 EJô
 anE 
NonooMeJn at EeoEorJ[atJon teNperatVre
 ┉┹┶⓲ⓤ ┎⓲ⓤ
┐┭┴┭┨ⓤ┗┧┭⓲ⓤ┘┩┧┬┲┳┰�
 ���
 ����ô���� （����）

��）  PVEeM
 '� ┩┸ⓤ┥┰�
 0n tIe neceTTJtZ oG eEJCMe oJM reGJnJnH 
anE poTTJCMe ToVrceT oG �ô.CP% anE HMZcJEZM eTterT
 
┉┹┶⓲ⓤ┎⓲ⓤ┐┭┴┭┨ⓤ┗┧┭⓲ⓤ┘┩┧┬┲┳┰�
 ���
 ���ô��� （����）

��）  .attIÅVT
 #� ┩┸ⓤ┥┰�
 StrateHJeT Gor tIe reEVctJon oG 
�ô.CP% eTterT anE reMateE coNpoVnET Jn WeHetaCMe 
oJMT
 ┉┹┶⓲ⓤ┎⓲ⓤ┐┭┴┭┨ⓤ┗┧┭⓲ⓤ┘┩┧┬┲┳┰�
 ���
 ���ô��� （����）

��）  CraGt
 #� %� ┩┸ⓤ┥┰�
 .JtJHatJon oG .CP%�eTter anE 
HMZcJEZM�eTter MeWeMT EVrJnH tIe proEVctJon oG 
reGJneE paMN oJM
 ┐┭┴┭┨ⓤ┘┩┧┬┲┳┰�
 ��
 ���ô��� （����）

��）  %eTtaJMMatT
 '� ┩┸ⓤ┥┰�
 (MZcJEZM eTterT Jn reGJneE paMN 
（&MaeJT HVJneenTJT） oJM anE reMateE GractJonT� Part I� 
'orNatJon NecIanJTN
 ┊┳┳┨ⓤ┇┬┩┱�
 ���
 ����ô���� 

（����）
��）  CraGt
 #� %� ┩┸ⓤ┥┰�
 (MZcJEZM eTterT Jn reGJneE paMN 

（&MaeJT HVJneenTJT） oJM anE reMateE GractJonT� Part 
II� PractJcaM recoNNenEatJonT Gor eGGectJWe 
NJtJHatJon
 ┊┳┳┨ⓤ┇┬┩┱�
 ���
 ��ô�� （����）

��）  StrJjoXTLJ
 6� ┩┸ⓤ ┥┰�
 ReNoWaM oG �ô.CP% eTterT 
anE reMateE TVCTtanceT aGter reGJnJnH CZ aETorCent 
NaterJaM
 ┉┹┶⓲ⓤ┎⓲ⓤ┐┭┴┭┨ⓤ┗┧┭⓲ⓤ┘┩┧┬┲┳┰�
 ���
 ���ô��� 

（����）
��）  SIJNJ[V
 .� ┩┸ⓤ┥┰�
 &MJNJnatJon oG (MZcJEZM PaMNJtate 

Jn %JoMeJn CZ 5reatNent XJtI ActJWateE #MeacIJnH 
&artI
 ┎⓲ⓤ┓┰┩┳ⓤ┗┧┭�
 ��
 ��ô�� （����）

��）  ৯඼安全委員会新։発৯඼（ୈ �� ճ）・ఴ加෺（ୈ
�� ճ）߹ಉઐ໳ௐࠪ会（���� 年 � ݄ � 日）
 参考資
ྉɿ৯඼健康ӨڹධՁに܎るิ଍資ྉの提ग़ґཔに
ͭいて
 Ittp���XXX�GTc�Ho�jp�GTcJJT�NeetJnH.aterJaM�
TIoX�LaJ��������te�

��）  ୈ � ճ ߴೱ౓にジアシルグリセϩールをؚΉ৯඼
にؔするϫーΩンググルーϓ（���� 年 �� ݄ �� 日）ɼ
資ྉ �ɿ৯඼健康ӨڹධՁに܎るิ଍資ྉの提ग़ґ
པにͭいて（報告）（ฏ੒ �� 年 �� ݄ � 日厚ੜ࿑ಇ
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省ҩༀ৯඼ہ৯඼安全部ج४৹ࠪ՝௕௨知）
 
   Ittp���XXX�GTc�Ho�jp�GTcJJT�NeetJnH.aterJaM�TIoX�

LaJ��������To�
��）  ILeEa
 N� ┩┸ⓤ┥┰�
 (enotoYJcJtZ TtVEJeT oG HMZcJEoM GattZ 

acJE eTter（HMZcJEoM MJnoMeate）anE HMZcJEoM
ⓤ┊┳┳┨ⓤ┇┬┩┱⓲ⓤ
┘┳┼┭┧┳┰⓲
 ��
 ����ô���� （����）

��）  WaLaCaZaTIJ
 ┩┸ⓤ┥┰�
 SpecJeT EJGGerenceT Jn toYJcoLJ�
netJc paraNeterT oG HMZcJEoM aGter a TJnHMe EoTe oG 
HMZcJEoM or HMZcJEoM MJnoMeate Jn ratT anE NonLeZT
 ┎⓲ⓤ
┘┳┼┭┧┳┰⓲ⓤ┗┧┭� ��
 ���ô��� （����）

��）  %eNJHrJT
 S� J� ┩┸ⓤ┥┰�
 LJnHVaM anE HaTtrJc MJpaTeT� 
TpecJeT EJGGerenceT Jn tIe orJHJn oG prepancreatJc 
EJHeTtJWe MJpaTeT anE Jn tIe MocaMJ[atJon oG HaTtrJc 
MJpaTe
 ┆┭┳┧┬┭┱⓲ⓤ┆┭┳┴┬┽┷⓲ⓤ┅┧┸┥�
 ���
 ��ô�� （����）

��）  HonEa
 H� ┩┸ⓤ┥┰�
 .eaTVreNent oG HMZcJEoM IeNoHMoCJn 
aEEVctT Jn IVNanT XIo JnHeTt eEJCMe oJM contaJnJnH 
TNaMM aNoVntT oG HMZcJEoM GattZ acJE eTterT
 ┊┳┳┨ⓤ
┇┬┩┱⓲ⓤ┘┳┼┭┧┳┰�
 ��
 ����ô���� （����）

��）  HonEa
 H� ┩┸ⓤ┥┰�
 (MZcJEoM eYpoTVre eWaMVatJon oG IV�
NanT XIo IaWe JnHeTteE EJacZMHMZceroM oJM contaJnJnH 
HMZcJEoM GattZ acJE eTterT VTJnH IeNoHMoCJn aEEVctT
 
┊┳┳┨ⓤ┇┬┩┱⓲ⓤ┘┳┼┭┧┳┰�
 ��
 ����ô���� （����）

���� 年ɹ޿ౡ大ֶֶ޻研究Պ޻業Խֶɹमྃ

���� 年ɹ ՖԦࣜג会ࣾࣛౡ研究ॴ（ݱ、ϔルスέア৯඼研究ॴ）

ೖࣾ

����ʙ���� 年ɹ๺ւಓ大ֶༀֶ部ݪ܀研究ࣨ

���� 年ɹՖԦࣜג会ࣾϔルスέアୈҰ研究ॴࣨ௕

���� 年ɹArcIer %anJeMT .JEManE ࣾ 研究ॴ

���� 年ɹՖԦࣜג会ࣾϔルスέア৯඼研究ॴࣨ௕

���� 年ɹՖԦࣜג会ࣾϔルスέア৯඼研究ॴॴ௕

るࢸにࡏݱ

ʤडɹ৆ʥ日本Խֶ会技ज़進า৆

ུྺ
ༀֶത࢜（Β͗ɹΑ͠ͻ͔ͭ͞）ٱ໦ɹೳܡ

άϦγυʔϧࢷ๱ࢎΤεςϧͷۙ࠷ͷڀݚ

��― Πϧγʔ No.112  (2013.2)



1MBTNB�'SFF�"NJOP�"DJE�1SPGJMJOH�PG�$BODFS�1BUJFOUT�BOE�
*UT�"QQMJDBUJPO�GPS�&BSMZ�%FUFDUJPO

血漿中アミノ酸プロファイルによる
がんリスク・スクリーニング法

҆౦ɹහ඙

ຯͷૉࣜגձࣾ
ΞϛϊΠϯσοΫε෦

݂ӷதのアϛϊࢎೱ౓は常にҰఆになるΑうにίンτϩールされている。しかし、多くの࣬පに͓いて୅ँにӨ
に、アϛϊグラϜのมԽから࣬පٯれることが報告されている。それならݱがみられ、アϛϊグラϜにもมԽがڹ
の有無を知ることができるのではないかと考え、ෳ数のアϛϊࢎの૊み߹わせを౷ܭతにղੳする技ज़を։発し
た。この「アϛϊインデοクス」という技ज़を用いて、がんにጶױしているリスクをධՁする新しいࠪݕ๏が、ア
ϛϊインデοクス⡴がんリスク・スクリーχング๏（AICS）である。

AICS の特௕は、ᶃҰ౓の݂࠾で、ෳ数のがんをಉ࣌にࠪݕできる、ᶄૣظがんにもରԠしたࠪݕである、ᶅ࠾
݂にΑる؆ศなࠪݕであり、健康਍அでಉ࣌にड਍できる、という点であり、がんのリスクをスクリーχングする
。がっている޿として活用がࠪݕ

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
�BCTUSBDU�
�）%JTeaTe anE ZoVr aNJno acJE CaMance
ANJno acJET are aMTo preTent Jn tIe CMooE� In IeaMtIZ peopMe
 tIe concentratJonT oG tIeTe aNJno acJET Jn tIeJr CMooE 
are NaJntaJneE at TtaCMe MeWeMT�ɹWe LnoX
 IoXeWer
 tIat EJGGerent EJTeaTeT EJTtVrC tIe CaMance oG aNJno acJET Jn 
tIe CMooE Jn EJGGerent XaZT� 

�）WIat JT ANJnoInEeY5.  
ANJnoInEeY5. JT a TerWJce tIat VTeT tIe MateTt NeEJcaM tecInoMoHZ  to NeaTVre tIe concentratJon oG aNJno acJET Jn 
tIe CMooE to cIecL a perTon`T IeaMtI anE Eetect WarJoVT EJTeaTeT� It JT noX poTTJCMe to conEVct an ANJnoInEeY5. 

Cancer ScreenJnH（AICS）teTt tIat can Eetect cancer GroN earMZ TtaHeT� 

�）WIat JT tIe ANJnoInEeY5. Cancer ScreenJnH（AICS）teTt 
5Ie ANJnoInEeY5.  Cancer ScreenJnH（AICS）NeaTVreT tIe concentratJonT oG aNJno acJET Jn tIe CMooE anE TtatJTtJ�
caMMZ anaMZ[eT tIe EJGGerenceT Jn tIe CaMance oG aNJno acJE concentratJonT CetXeen IeaMtIZ peopMe anE tIoTe XJtI 
cancer� AT a reTVMt
 Xe can TJNVMtaneoVTMZ Tcreen Gor certaJn tZpeT oG cancer� 

ཁɹࢫ

504)*)*,0�"/%0
�1I�%�
"NJOP*OEFY�%FQU�
"KJOPNPUP�$P�
�*OD�
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̍ɽੜମ಺ͷΞϛϊࢎόϥϯε

人の਎ମの໿ �� ˋ、ͭまりମॏが ��LH の人なら໿
��LH がアϛϊࢎでできて͓り、その΄とんͲがタンύ
ク࣭としてଘࡏしている。このタンύク࣭のうͪ໿
�� ˋはے೑で、ଞは߬素やίラーήンなͲである。人
は � 日に͓Αそ ��H のタンύク࣭を৯෺としてઁ取す
る。そのタンύク࣭はফԽٵऩされて༡離アϛϊࢎとな
る。਎ମのதの༡離アϛϊࢎは「アϛϊࢎϓール」とݺ
ばれ、ࡉ๔಺に ��H、ࡉ๔ؒに �H、݂ᕶதに �H あり、
それをࡐྉにしてタンύク࣭が � 日に໿ ���H ߹੒され
る。そして、そのಉ量がアϛϊࢎに分ղされて「アϛϊ
ऴతに஠素は೘素として೘にഉᔔ࠷、ϓール」に໭りࢎ
される。ͭ まり、਎ମ全ମのアϛϊࢎऩࢧから考えると、
�ʙ� か݄ఔ౓で਎ମのタンύク࣭が֎から取りೖれた
ものに置き׵わるという଎さで୅ँが行われていること
になる。

݂ᕶதの༡離アϛϊࢎはわͣか �H ఔ౓なので、その
ೱ౓はมԽしқいと考えられがͪだが、実際には、タン
ύク࣭の߹੒や分ղなͲの୅ँ੍ޚをうけて、݂ᕶ༡離
アϛϊࢎೱ౓はかなりਖ਼確に੍ޚされている。特に、ے

೑は਎ମに͓けるアϛϊࢎの大きなリβーバーであり、
૊みにΑっ࢓みと์ग़というࠐの取りࢎ೑΁のアϛϊے
て݂ᕶதのアϛϊࢎೱ౓の߃常性を維持している。

しかしながらがん、؊ෆ全、ਛෆ全、౶೘ප、ਫ਼ਆ࣬
もഁޚೱ౓の੍ࢎに͓いてはアϛϊױなͲの༷々な࣬ױ
୼をきたし、݂ᕶதのアϛϊࢎバランスが大きく่れて

�）WIJcI cancer tZpeT can Ce TcreeneE 
CVrrentMZ
 tIe teTt can Tcreen HaTtrJc cancer
 MVnH cancer
 coMorectaM cancer
 proTtate cancer（Jn NaMeT）
 CreaTt 
cancer（Jn GeNaMeT）anE VterJne�oWarJan cancer�（Jn GeNaMeT）�
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��― Πϧγʔ No.112  (2013.2)

Ὁ ầỮ   
    Hepatocellular carcinoma (Watanabe, HW DO. (1984))  
    Melanoma (Weinlich, HW DO. (2007)) 
 

Ὁ Ꮑ၌ध 
    (Holm, HW DO� (1999),  Ferenci and Wewalka (1978), Soeters and Fischer, (1976))  
 

Ὁ ࣅ࿢֥၏  
    Coronary Heart disease (Obeid (2005)) 
 

Ὁ ᐯࠁβ၃၌ध  
    Rheumatoid arthritis (Gerber (1975)) 
 

Ὁ Ᏼɧμ 
    (Hong, HW DO. (1998))  
 

Ὁ ኄˊᜓီࠝ  
    Diabetes (Ohtsuka and Agishi (1992), Soltes], HW DO. (1978))  
 

Ὁ ᅕኺ٭঺ᨦܹ 
    Al]heimer¶s disease (Mochi]uki, HW DO� (1996))  

ද �ɹ࣬ױͱ݂ӷதΞϛϊࢎೱ౓
5BCMF��ɹ1MBTNB�GSFF�BNJOP�BDJE�DPODFOUSBUJPOT�JO�TFWFSBM�EJTFBTF

ਤ � ɹ�Ξϛϊࢎͷऩࢧ：ઁऔɺ୅ँɺഉग़
'JHVSF�� ɹ�#BMBODF�PG�BNJOP�BDJET�JO�CPEZ���*OHFTUJPO
�
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しまうことはこれまで多くの࿦จで報告されてきている
（ද �）。ྫえば、がんױ者では InEoMeaNJne EJoYZHenaTe
（I%0）が༠ಋされて݂ᕶதのτリϓτϑΝンೱ౓がݮ
গすることが知られている �）。また、ਛෆ全ױ者では、
ਛଁでのシτルリン୅ँがଛなわれることにΑって݂ᕶ
தのシτルリンೱ౓が্ঢする �）。

̎ɽ�݂ ᕶ༡཭Ξϛϊࢎ͸ྟচࠪݕର৅ͱͯ͠༏
Ε͍ͯΔ

（�）෼ੳର৅ͱͯ͠ͷར఺
ੜମ಺੒分を࣬ױなͲの਍அに用いる৔߹、ଌఆのた

ͼに݁Ռがมわっていては൑அにࠔることが༰қに想૾
できる。্ड़のと͓り、݂ᕶ༡離アϛϊࢎೱ౓は֤छの
୅ँの੍ޚをडけて߃常性が保たれて͓り、ଌఆ݁Ռが
安ఆしている෺࣭といえる。実際に � 名のඃݧ者にͭい
て � 日ؒをあけてアϛϊࢎをଌఆしたとこΖ、有意ࠩの
ͭくアϛϊࢎはないことが分かった（ਤ �）。

また、ର৅とする෺࣭のೱ౓が௿くなるにͭれて૷置
のݶքやᇄࡶ෺のӨڹで分ੳのఆ量ਫ਼౓は௿下する。こ
の点、アϛϊࢎは݂ᕶதに��ʙ���Ж.ఔ౓ؚまれてい
るため、͝くඍ量なタンύク࣭にൺ΂て分ੳが༰қであ
り、ఆ量ਫ਼౓もߴいといえる。実際、自動アϛϊࢎ分ੳ
�数（C7）�ʙ܎でのଌఆではม動ܭ ˋఔ౓と、ߴいਫ਼

౓で分ੳが可能である。

（�）Ξϛϊࢎ͸୅ँϚοϓͷʮϋϒʯ
୅ँϚοϓにはこれまでの多くの研究੒Ռが集ੵされ

て͓り、୅ँを考える্で大ม有用なものだが、࢒೦な
がらそれは「地ਤ」であるために、その地ਤの্を流れ
ている୅ँ෺の量、ͭまり「ަ௨量」にͭいては何もޠっ
てくれない。࠷近、୅ँ෺を໢ཏతにଌఆして࣬ױのঢ়
ଶをղੳする「ϝタϘϩϛクス」という技ज़が大きく進
లし、その「ަ௨量」にͭいての情報が加଎౓తに૿加
している。しかしながら、ϝタϘϩϛクスは数ઍもある
୅ँ෺を໢ཏతにଌఆするために大きなίスτがかかる
্、考慮す΂きม数が多ա͗て多ม量ղੳ๏にもまだݶ
քがある。Ұํで、タンύク࣭を໢ཏతにղੳする「ϓ
ϩςΦϛクス」という技ज़ではଌఆするタンύク࣭のੜ
ମ಺ೱ౓がۃめて௿いために、্ड़のと͓りଌఆがࠔ೉
でఆ量ਫ਼౓にも問題があることがࠪݕ๏としての実用໘
での՝題としてࢦఠされている。
「アϛϊインデοクス技ज़」はアϛϊࢎという୅ँ෺

の͝くҰ部だけを࢖って࣬ױなͲのঢ়ଶを知Ζうという
アϓϩーνだが、それが可能であるのはアϛϊࢎが୅ँ
Ϛοϓ্で「ϋϒ」というҐ置にあるからである。「ϋϒ」
というのは多くのネοτϫークが集தしている৔ॴのこ
とで、東京ӺやӋ田ۭߓの༷な৔ॴをイϝージすれば分
かりやすいかとࢥう。「ϋϒ」でのަ௨量をܭଌすると、
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ਤ �ɹ݂ᕶதΞϛϊࢎೱ౓ͷ߃ৗੑ
'JHVSF�� ɹ)PNFPTUBTJT�PG�QMBTNB�BNJOP�BDJE�DPODFOUSBUJPOT



全ମのネοτϫークでのަ௨量のུ֓が೺Ѳできる。そ
れとಉ͡Αうに、アϛϊࢎをଌることにΑって、そのଞ
の୅ँ෺をؚΉ୅ँϚοϓ全ମのަ௨量を༧ଌすること
ができると考えられている。

̏ɽʮΞϛϊΠϯσοΫεٕज़ʯͱ͸

アϛϊࢎは୅දతなものだけでも �� छྨ以্あるた
め、そのೱ౓ύターンと健康ঢ়ଶを݁ͼͭけて理ղする
にはݧܦと知ࣝがඞཁになる。そこで、アϛϊࢎೱ౓ύ
ターンの理ղを؆୯にするために、アϛϊࢎをม数とし
た多ม量ղੳを用いて健康ঢ়ଶをスίアԽする「アϛϊ
インデοクス技ज़」を։発した �ʙ�）。

୯Ұのアϛϊࢎでは健康ঢ়ଶや࣬ױをॆ分には൑ผで
きないが、ෳ数のアϛϊࢎೱ౓をม数とした多ม量ղੳ
にΑって、Αり໌確に൑ผできることがྟচデータでも
໌らかになってきている。
「アϛϊインデοクス技ज़」の特௕として、従来の݂

ӷੜԽֶࠪݕとಉ༷に݂࠾をするだけでࠪݕが可能とい
う؆ศさがڍげられる。また、� ճのଌఆでಘられたア
ϛϊࢎೱ౓஋をछ々の࣬͝ױとの౷ܭϞデルにあてはめ
ることで、༷々な࣬ױのࠪݕが可能であるという点もこ
れまでのࠪݕ๏にはなかった大きなϝリοτである。

̐ɽ�ʮΞϛϊΠϯσοΫεٕज़ʯを༻͍ͨ�
͕ΜϦεΫ・εΫϦʔχϯά๏（"*$4）

ਤ � はңがんのױ者での݂ᕶதアϛϊࢎϓϩϑΝイル
のมԽをϨーμーνャーτでࣔしたものである �）。アϛ
ϊ͝ࢎとにңがんױ者と健常者を൑ผする R0C ઢۂ

（ReceJWer 0peratoratJnH CIaracterJTtJc cVrWe
 ड信者動
ઢ下໘ੵ（R0CôA6C）でۂઢ）を求め、そのۂ特性࡞
දࣔしている。健常者の৔߹、R0CôA6C ஋は ��� とな
るので、Ϩーμーνャーτではதԝにくるਅԁとなる。
それにରして、ңがんױ者ではアϛϊࢎϓϩϑΝイルが
大きくมԽしていることが分かる。

がんにΑるアϛϊࢎϓϩϑΝイルのมԽのதで、τリ
ϓτϑΝン（5rp）やヒスνジン（HJT）のΑうにがん
छを問わͣڞ௨して௿下するアϛϊࢎがあるҰํで、ス
ϨΦχン（5Ir）、イソϩイシン（IMe）、ϝνΦχン（.et）

のΑうにがんछ͝とにมԽがҟなるアϛϊࢎがあること
が知られている �）。

このΑうに、がんױ者の݂ᕶதのアϛϊࢎೱ౓バラン
スは健常者とൺֱして大きくม動していることがわかっ
たので、アϛϊࢎ୅ँ研究とバイΦインϑΥϚςΟクス
技ज़を૊み߹わせた「アϛϊインデοクス技ज़」をがん
ྖ域にԠ用するために、大ن໛なྟচ研究が行われた �ʙ

�）。ਤ � の AICS のಋग़ϑϩーにࣔすΑうに、ңがん、
ഏがん、大௎がん、前ཱથがん、ೕがん ᰍがٶࢠ、（�
ん、ٶࢠମがん、ཛ૥がん �）のがんױ者の݂ᕶݕମと健
常者としての人ؒυοクड਍者の݂ᕶݕମをൺֱし、が
んリスク・スクリーχングを໨తとしたアϛϊインデοク
ス⡴がんリスク・スクリーχング๏（ANJnoInEeY ⡴ Cancer 
ScreenJnH� AICS）が։発された。

AICS ࣜதにؚまれるアϛϊࢎをද � にࣔした。֤छ
がん঱ྫと健常者で有意ࠩのͭくアϛϊࢎ（˛もしくは
˝）と、有意ࠩがͭかなくとも AICS ࣜ全ମとしては൑
ผ能やؤ健性が্޲するアϛϊࢎ（˙）を AICS ࣜに用
いている。

な͓、ٶࢠᰍがん、ٶࢠମがん、ཛ૥がんをର৅とし
てղੳを行った݁Ռ、� छのがんに͓けるアϛϊࢎೱ౓
มԽにはڞ௨性がߴいことから、AICS（ٶࢠ・ཛ૥）
ࣜதには、� छのがんのいͣれかにጶױしているリスク
をධՁするためのアϛϊࢎをબ୒している。
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ਤ �ɹң͕Μऀױͷ݂ᕶதΞϛϊࢎϓϩϑΝΠϧ
'JHVSF�� ɹ�"NJOP�BDJE�QSPGJMF�JO�UIF�QMBTNB�PG�QBUJFOUT�

XJUI�HBTUSJD�DBODFS



̑ɽ"*$4ࠪݕͰ෼͔Δ͜ͱ

Ռͷදࣔํ๏ͱϥϯΫผϦεΫ݁ࠪݕ$4*"（�）
AICS ೱ౓をଌఆし、そのࢎは、݂ӷதのアϛϊࠪݕ

バランスのҧいを౷ܭతにղੳすることで、がんである
リスクをධՁするࠪݕである。リスクとは、確཰、可能
性、ݥة性なͲとݺばれているもので、がんであるか൱
かをはっきりと൑அするものではない。AICS 、はࠪݕ
それͧれのがんにͭいて、がんである確཰を ���ʙ����
の数஋（AICS ஋）で報告する。この数஋がߴい΄Ͳ、
がんである確཰がߴくなる。

AICS のղੳର৅となるがんछは、ңがん、ഏがࠪݕ

ん、大௎がん、前ཱથがん、ೕがん、ٶࢠがん・ཛ૥が
んである。ただし、ٶࢠがん・ཛ૥がんは、ٶࢠᰍがん、
ମがん、ཛ૥がんのいͣれかのがんであるリスクにٶࢠ
ͭいてධՁすることができるが、それͧれのがんのリス
クにͭいては区ผできない。

AICS では、特ҟ౓ࠪݕ �� ˋのときのカοτΦϑ஋ 
l���z と、特ҟ౓ �� ˋのときのカοτΦϑ஋ l���z を࢖
い、がんであるリスクを � ͭのランクに分けてදࣔす
る。AICS ஋が ���ʙ��� のൣғをランク A、���ʙ��� の
ൣғをランク #、���ʙ���� のൣғをランク C とし、こ
のॱでがんであるリスクがߴくなる。

֤ランクでの、がんである͓Αその確཰をද � にࣔし
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Ḥ
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ਤ �ɹ͕ΜྖҬͰͷྟচڀݚͷ֓ཁ
'JHVSF�� ɹ0WFSWJFX�PG�DMJOJDBM�SFTFBSDI�JO�PODPMPHZ
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ᵟᵧᵡᵱᵆᏎᵇ         Ṷ Ṷ     Ṷ Ṷ Ṷ   Ṷ       

ᵟᵧᵡᵱᵆᏍᵇ   Ṵ Ṷ   Ṳ         Ṷ   Ṵ Ṳ       

ᵟᵧᵡᵱᵆٻᐂᵇ   Ṳ   Ṳ   Ṷ Ṷ Ṳ         Ṷ       

ᵟᵧᵡᵱᵆЭᇌᐄᵇ     Ṷ   Ṵ           Ṷ Ṵ Ṵ Ṷ     

ᵟᵧᵡᵱᵆʐᐄᵇ Ṵ       Ṵ         Ṷ Ṷ Ṵ   Ṳ     

ᵟᵧᵡᵱᵆܷ܇Ὁҳߺᵇ           Ṷ   Ṵ   Ṷ Ṷ       Ṵ Ṷ 

ද �ɹ֤͕ΜʹରすΔ"*$4ࣜதͷΞϛϊࢎ �
��）
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た。分数でのදهは分ࢠを � とした৔߹の、がんである
リスクをࣔして͓り、̡  ʳ಺は、がんの有ප཰（໿ �ʗ
����）を � とした৔߹の、がんであるリスクのഒ཰を
ࣔしている。

ྫえば、ңがんでは「ランク A」となった৔߹、がん
である確཰は�
���人に�人となり、௨常の有ප཰の���
ഒとなる。Ұํ、「ランク C」は �� 人に � 人となり、
௨常の有ප཰の ���� ഒ、「ランク A」の人とのൺֱでは
໿ �� ഒのリスクになる。

（�）�"*$4 ͷ֤छ͕ΜʹରすΔײ౓ͱಛ௃
AICS の֤छがんにରするײ౓をਤ � にࣔした。特ҟ

౓を �� ˋとした৔߹（ランク C の৔߹）、ңがん、ഏ
がん、大௎がんでは ��ʙ�� ˋ、前ཱથがんでは �� ˋ、
ೕがんで �� ཛ૥がんでは・ٶࢠ、ˋ �� ˋऑという੒
੷であった。

また、ਤ � に͓いて֤がんछのࠨଆの๮グラϑはス
ςージᶘ（またはスςージ #）までのૣظがんױ者に
ରするײ౓だが、全঱ྫのがんױ者（ӈଆの๮グラϑ）
とಉ༷にߴいײ౓をࣔしていることが分かる。そのこと

݂ᕶதΞϛϊࢎϓϩϑΝΠϧʹΑΔ͕ΜϦεΫɾεΫϦʔχϯά法
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ランク分類 ランクA ランクB ランクC

AICS値 0.0～4.9 5.0～7.9 8.0～10.0

胃がん 1/3,200【0.3倍】 1/625【1.6倍】 1/98【10.2倍】

肺がん 1/2,963【0.3倍】 1/536【1.9倍】 1/111【9.0倍】

大腸がん 1/2,000【0.5倍】 1/789【1.3倍】 1/122【8.2倍】

前立腺がん 1/2,222【0.5倍】 1/469【2.1倍】 1/156【6.4倍】

乳がん 1/1,509【0.7倍】 1/556【1.8倍】 1/250【4.0倍】

子宮がん・卵巣がん 1/4,000【0.3倍】 1/682【1.5倍】 1/86【11.6倍】

【　】：一般の方ががんであるリスクを1とした場合の、がんであるリスクの倍率
（一般の方ががんである確率（有病率）を1,000人に1人としました）
䈜Ꮚᐑ䛜䜣䞉༸ᕢ䛜䜣䛿䚸Ꮚᐑ㢕䛜䜣䚸Ꮚᐑయ䛜䜣䚸༸ᕢ䛜䜣䜢 
  ᑐ㇟䛸䛧䛯䛜䜣䛷䛒䜛䝸䝇䜽䜢♧䛧䛶䛔䜎䛩䚹 

ද �ɹ֤ϥϯΫʹ͓͚Δɺ͕ΜͰ͋ΔϦεΫ �
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Ḥ ᵟᵧᵡᵱᵆܷ܇ὉҳߺᵇỊẆᫀܷ܇ầỮẆܷ܇˳ầỮẆҳߺầỮửݣᝋểẲềấụẆ 
  ẟẵủẦỉầỮỂẝẾẺئӳửࣱᨗểẲềẟộẴẇ 

ज़
ࡇ

 

ᵱᶒᵿᶅᶃ ᵧᵊᵧᵧ 
ᵓᵒᵍᵏᵑᵓ  

ᵆᵒᵎᵃᵇ 

μၐ̊ 
ᵏᵎᵎᵍᵏᵗᵕ  
ᵆᵓᵏᵃᵇ 

ᵱᶒᵿᶅᶃ ᵧᵊᵧᵧ 
ᵕk ᵍᵏᵖᵏ 

ᵆᵑᵗᵃᵇ 

μၐ̊ 
ᵏᵒᵔᵍᵑᵐᵕ  
ᵆᵒᵓᵃᵇ 

ᵱᶒᵿᶅᶃ ᵎᵊᵧᵊᵧᵧ 
ᵓᵕᵍᵏᵒᵗ  
ᵆᵑᵖᵃᵇ  

μၐ̊ 
ᵏᵏᵔᵍᵐᵖᵎ  
ᵆᵒᵏᵃᵇ 

ࣱᨗᎍૠᵍၐ̊ૠ 
ᵆज़ࡇᵇ 

ᵟᵧᵡᵱᵆᏎᵇ ᵟᵧᵡᵱᵆᏍᵇ ᵟᵧᵡᵱᵆٻᐂᵇ ᵟᵧᵡᵱᵆЭᇌᐄᵇ ᵟᵧᵡᵱᵆʐᐄᵇ δ ᵧᵡᵱᵆܷ܇ὉҳߺᵇḤ 

ᵱᶒᵿᶅᶃ ᵠ 
ᵑᵏᵍᵏᵎᵑ  
ᵆᵑᵎᵃᵇ  

μၐ̊ 
ᵒᵔᵍᵏᵒᵔ  
ᵆᵑᵐᵃ  b

ᵱᶒᵿᶅᶃ ᵎᵊᵧᵊᵧᵧ 
ᵐᵖᵍᵏᵒᵕ 

ᵆᵏᵗᵃᵇ 

μၐ̊ 
ᵑᵑᵍᵏᵔᵓ  
ᵆᵐᵎᵃᵇ 

ᵱᶒᵿᶅᶃ ᵎᵊᵧᵊᵧᵧ 
ᵏᵒᵓᵍᵐᵕᵑ  

ᵆᵓᵑᵃᵇ 

μၐ̊ 
ᵐᵎᵏᵍᵑᵒᵔ 
ᵆᵓᵖᵃ  b

Ἳὅἁᵡ ᵛ ཎီࡇᵗᵓᵃ 

  

ਤ �ɹ֤͕Μछʹ͓͚ΔϥϯΫ̘Ͱͷײ౓
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から、AICS はスςージᶘ（またはスςージ #）までの
がんでもରԠが可能な、がんリスク・スクリーχンظૣ
グ๏であることがࣔされた。

（�）"*$4ͷ͕Μݕ਍πʔϧͱͯ͠ͷಛ௕
けるओཁなアϓϩーνはը૾਍அでͭݟがんを、ࡏݱ

ある。たとえば、ഏがんにはڳ部 9 ઢࠪݕ、ңがんや
大௎がんには಺ڸࢹと、がんछ͝とにそれͧれのࠪݕを
डけるため、ؒ࣌ࠪݕが௕࣌ؒに౉り、できるだけ؆ศ
なࠪݕでࡁませたいというཁ๬にはԠえられていないঢ়
である。また、9گ ઢにΑる์ࣹઢඃമや಺ࠪݕڸࢹの
ۤ௧なͲ、਎ମにもෛ୲となる্、ٶࢠがん、ཛ૥がん
のݕ਍はஏͣかしいというਫ਼ਆతなෛ୲も大きいであΖ
う。このΑうなෛ୲の大きさが、がんݕ਍ड਍཰の্が
らない理由と考えられている。これにରして AICS は、
� ճ �NM の݂࠾でෳ数のがん（உ性 � छ、ঁ性 � छ）の
リスク・スクリーχングࠪݕができ、ۤ௧やਫ਼ਆతෛ୲
がগないため、がんݕ਍のड਍཰্޲がظ଴できる。

Ұํ、がんが産ੜする෺࣭のଘࡏとその量をଌఆする
「जᙾϚーカーࠪݕ」が޿く行われているが、जᙾϚー
カーはがんがあるఔ౓進行しないとはっきりとしたมԽ
がݟられͣ、やはりૣظがん΁のײ౓は௿くなる。この
点、݂ӷதのアϛϊࢎೱ౓はがん発঱のૣظでもมԽす
ることが知られている �）。このため、AICS は͝くૣظ
のがんも発ݟできる可能性があり、࣏ྍもܰ౓でࡁΉと
いったϝリοτにͭながると考えられている。

このΑうに、AICS は݂࠾だけでできる؆ศなࠪݕであ
り、ૣظがんもࠪݕର৅にしている。また、これまでのが
んݕ਍๏とはҟなり、ෳ数のがんそれͧれにରするがんリ
スクをҰ౓にධՁすることが可能であるので、がんのリス
クを޿く؆୯に、しかもૣظに知ることができるスクリー
χングࠪݕ๏として有用性がߴいと考えられる（ද �）。

ʻߟࢀจݙʼ

 �） 0pJt[
 ┩┸ⓤ┥┰⓲� ┒┥┸┹┶┩ ���� ���ô���（����）
 �）  LaJEMaX SA
 ┩┸ⓤ ┥┰⓲� ┅┱ⓤ┎ⓤ┏┭┨┲┩┽ⓤ┈┭┷┩┥┷┩┷ ��� ��� 

（����）
 �）  ,JNVra 5
 ┩┸ⓤ┥┰⓲� ┇┹┶┶ⓤ┓┴┭┲ⓤ┇┰┭┲ⓤ┒┹┸┶ⓤ┑┩┸┥┦ Care ��� 

��ô��（����）
 �）  NoHVcIJ :
 ┩┸ⓤ ┥┰⓲� ┅┱ⓤ┎ⓤ┇┰┭┲ⓤ┒┹┸┶ ��� ���Sô���S 

（����）
 �） 安東හ඙ɿ ┆┍┓ⓤ┇┰┭┲┭┧┥ ��（�）� ���ô���（����）
 �） .JZaHJ :
 ┩┸ⓤ┥┰⓲�ⓤ└┐┳┗ⓤ┳┲┩ �（�）� e�����（����）
 �） Ԭ本௚޾ɼଞɿ 人ؒυοク ��（�）� ���ô���（����）
（����）���ɼଞɿ 人ؒυοク ��（�）� ���ôࢠ৓ӻٶ （� 
 �） 味の素ࣜג会ࣾڞಉ研究ϓϩジΣクτ 提供データ

ʻँࣙʼ

AICS の։発にあたり͝ྗڠいただいたྟচ研究ࢪ設
は以下のと͓りです。ここにه載しँײの意をදします。
ਆಸ઒ཱݝがんセンター、Ԭࢁ大ֶපӃ、大ࡕ෎ཱ੒人
පセンター、܈അཱݝがんセンター、ઍ༿ݝがんセン
ター、੩Ԭཱݝ੩Ԭがんセンター、ԣ඿ཱࢢ大ֶෟଐࢢ
ຽ総߹ҩྍセンター、ԣ඿ࢢཱࢢຽපӃ、ԣ඿ೆࡁڞප
Ӄ、ԣ඿ཱࢢ大ֶෟଐපӃ、Ѫ知ݝがんセンターதԝප
Ӄ、ܚጯٛक़大ֶපӃ、ࡾ井ه೦පӃ総߹健਍セン
ター、ُ田ϝデΟカルセンターນு、ਆಸ઒ݝ༧๷ҩֶ
会ڠ

���� 年ɹ大ࡕ大ֶ大ֶӃ 理ֶ研究Պम࢜՝ఔɹमྃ

���� 年ɹ味の素ࣜג会ࣾೖࣾ、分ੳ研究ॴにۈ຿

���� 年ɹถ国αンデΟΤΰにཹֶ

���� 年ɹ味の素ࣜג会ࣾライϑαイΤンス研究ॴॴଐ

ɹɹɹɹ（これ以߱、アϛϊࢎインϑΥϚςΟクス研究に従事）

���� 年ɹಉࣾ HI ൝（ϔルスインϑΥϚςΟクス൝）݉຿

���� 年ɹಉࣾ アϛϊインデοクス部ॴଐ

ུྺ
҆౦ɹහ඙（͋ΜͲ͏ɹͱ͠ͻ͜）ཧֶത࢜

݂ᕶதΞϛϊࢎϓϩϑΝΠϧʹΑΔ͕ΜϦεΫɾεΫϦʔχϯά法

Πϧγʔ No.112  (2013.2)  ― ��

ᾀώɟࡇỉ੔ᘉỂẆᙐૠỉầỮử 
 ӷ଺Ệ౨௹ỂẨộẴẇ 
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5IF���UI�*OUFSOBUJPOBM�4ZNQPTJVN�PO�#JPTBGFUZ�PG�
(FOFUJDBMMZ�.PEJGJFE�0SHBOJTNT

「第12回遺伝子組換え生物のバイオセーフティに
関する国際シンポジウム（ISBGMO）」に参加して

ਫޱɹѥथ

෱Ҫཱݝେֶ
ੜ෺ֶݯࢿ෦ɹࢣߨ

ୈ �� ճҨ఻ࢠ૊׵えੜ෺のバイΦセーϑςΟにؔする国際シンϙジ΢Ϝ（IS#(.0）に参加した。ࠓճのシン
ϙジ΢ϜのςーϚは「農業、健康、環境のมԽするχーζにରԠするために、バイΦςクϊϩジーの利用に͓ける
バイΦセーϑςΟにͭいて考える」であった。シンϙジ΢Ϝでは、Ͳんな৔߹でもҰఆのϑϨーϜϫークにԊった
環境リスクධՁを行い、リスクڐ༰水४のઢҾきやϞχタリング、࠶ධՁにͭいてはέース・バイ・έースで行え
ばΑいというٞ࿦がなされた。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
�4VNNBSZ�

0n SepteNCer �����
 ����
 InternatJonaM SZNpoTJVN on #JoTaGetZ oG (enetJcaMMZ .oEJGJeE 0rHanJTNT� IS#(.0 
XaT IeME Jn St� LoVJTɼ .0ɼ 6SA�  5Ie tIeNe Gor tIJT TZNpoTJVN XaT lConTJEerJnH CJoTaGetZ Jn tIe appMJcatJon oG 
CJotecInoMoHZ to Neet tIe cIanHJnH neeET oG aHrJcVMtVreɼ IeaMtIɼ anE tIe enWJronNentz� In tIJT TZNpoTJVNɼ Jt XaT 
HeneraMMZ aHreeE tIat enWJronNentaM rJTL aTTeTTNent oG (.0 TIoVME Ce carrJeE oVt Jn accorEance XJtI tIe aHreeE 
to GraNeXorLɼ anE EecJTJonT on acceptaCMe MeWeMTɼ NonJtorJnH anE re�aTTeTTNent TIoVME Ce Eone on a caTe�CZ�caTeɽ

ཁɹࢫ

",*�.*;6(65*ɼ�%Sɽ
-FDUVSFS

%FQBSUNFOU�PG�#JPTDJFODF
'VLVJ�1SFGFDUVSBM�6OJWFSTJUZ

̍ɽ͸じΊʹ

���� 年 � ݄ ��ʙ�� 日にถ国センτルイスにてҨ఻ࢠ
૊׵えੜ෺のバイΦセーϑςΟにؔする国際シンϙジ΢Ϝ

（InternatJonaM SZNpoTJVN on #JoTaGetZ oG (enetJcaMMZ 
.oEJGJeE 0rHanJTNT� IS#(.0）が։࠵された。この国
際シンϙジ΢Ϝは ���� 年から � 年に � ౓։࠵されて͓
り、ࠓճで �� ճ໨である。ࠓճのシンϙジ΢Ϝには ��
か国から ��� 人が参加し、そのうͪ։࠵国であるถ国
からの参加者は ��� 人であった。また日本からは �� 人
が参加した。ࠓճはൺֱత、్্国からの参加者も多く、

Ҩ఻ࢠ૊׵えੜ෺の利用にؔする్্国のؔ৺のߴさが
うかがえた。

ճのシンϙジ΢Ϝでは「農業、健康、環境のมԽすࠓ
るχーζにରԠするために、バイΦςクϊϩジーの利用
に͓けるバイΦセーϑςΟにͭいて考える（ConTJEerJnH 
CJoTaGetZ Jn tIe appMJcatJon oG CJotecInoMoHZ to Neet tIe 
cIanHJnH neeET oG aHrJcVMtVre
 IeaMtI
 anE tIe 
enWJronNent）」というςーϚが掲げられていた。ஶ者は、
このςーϚを読んでॳめは何だかϞϠοとして何をٞ࿦
したいのかΑくわからないなというҹ৅をडけた。ਖ਼௚
な࿩、シンϙジ΢Ϝに参加したޙもこのҹ৅はあまりม

ʮୈ�� ճҨ఻ࢠ૊͑׵ੜ෺ͷόΠΦηʔϑςΟʹؔ͢Δࡍࠃγϯϙδ΢Ϝʢ*4#(.0ʣʯʹࢀՃͯ͠
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わらなかった。しかし、���� 年 �� ݄ �� 日にஜ೾大ֶ
จ京Ωャンύスで行われた「Ҩ఻ࢠ૊׵え࡞෺の環境安
全性ධՁにؔする国際త動޲（IS#(.0 に͓いて何が
ٞ࿦されたのか）」に参加し、かͭシンϙジ΢Ϝதにه
࿥したࣸਅやϊーτをݟฦしてみて、Αうやくٞ࿦の಺
༰を以下のΑうに理ղした。

ここ数年のうͪにҨ఻ࢠ૊׵えੜ෺は、్্国をؚΉ
Αり多くの国で利用されるΑうになった。また、τ΢Ϟ
ϩίシやμイζ、φタネといったओཁな࡞෺以֎の২෺
にもҨ఻ࢠ૊׵え技ज़がԠ用され、঎඼։発が進んでい
る。 さ ら に、N#5（NeX PMant #reeEJnH 5ecInJRVeT）
と言われる技ज़を利用した新たな࡞෺඼छもੜまれͭͭ
ある。このΑうにバイΦςクϊϩジーを利用する環境が
多༷Խするだけでなく、バイΦςクϊϩジーがੜみग़す
ੜ෺も多༷Խするதで、これらを安全に利用するために
何をͲう考える΂きかʁをٞ࿦しΑうというのが、ࠓճ
のシンϙジ΢ϜのςーϚであったΑうにࢥう。

̎ɽγϯϙδ΢Ϝ֓ཁ

�、ճのシンϙジ΢Ϝではࠓ ͭのϓϨφリーセοシϣ
ンと � ͭのύラϨルシンϙジ΢Ϝ͓Αͼ ��� のϙスター
発දがあった。ϓϨφリーセοシϣンとύラϨルシンϙ
ジ΢Ϝのタイτルを࿨༁とともに以下にهす。

ʲϓϨφϦʔηογϣϯʳ
���(.�DSPQT�JO�DPOUFYU�
（(. （گ෺のঢ়࡞
CIaJrT� R� LaZton
 A� ¥MWare[ .oraMeT

�� 3FHVMBUPSZ�DIBMMFOHFT�
（の՝題্੍ن）
CIaJrT� J� SNJtI
 P� .acEonaME

��   %FGJOJOH�FOWJSPONFOUBM�IBSN��DPODFQUT�BOE�BQQMJDB�
UJPO�GPS�FOWJSPONFOUBM�SJTL�BTTFTTNFOU�BOE�SFHVMBUP�
SZ�EFDJTJPO�NBLJOH�
 （環境にରする l֐z のఆٛɿその֓೦͓Αͼ環境リ
スクධՁと੓ࡦ決ఆ΁のԠ用）
CIaJrT� :� %eWoT
 A� RaZCoVME

�����#JPUFDIOPMPHZ�BOE�DSPQ�JNQSPWFNFOU�JO�EFWFMPQJOH�
DPVOUSJFT��PQQPSUVOJUJFT�BOE�DIBMMFOHFT�
 （్্国に͓けるバイΦςクϊϩジーと࡞෺։発ɿػ

会と՝題）
CIaJrT� H� 2VeNaEa
 I� SJtIoMe�NJanH

�����/FX� BQQMJDBUJPOT� PG�NPEFSO� CJPUFDIOPMPHZ� JO�
BHSJDVMUVSF�BOE�GVUVSF�JNQMJDBUJPOT�
新のバイΦςクϊϩジーの農業త利用のための新࠷） 
たなࢼみ）
CIaJrT� S� .cCaNNon
 ,� HoLanTon

ʲύϥϨϧγϯϙδ΢Ϝ �r�
 �
 � はඇট଴ߨԋ。それ以
֎はট଴ߨԋ。
�����&OWJSPONFOUBM� SJTL�BTTFTTNFOU�PG�(&�DSPQT� JO� MPX�

FYQPTVSF�TDFOBSJPT�
（๫࿐が௿いと想ఆされる (. （෺の環境リスクධՁ࡞
0rHanJ[er� A� RoCertT

���;PP�PS�TBGBSJ �1FSTQFDUJWFT�PO�(.�BOJNBMT�
（動෺ԂそれともαϑΝリʁ (. 動෺のల๬）
0rHanJ[er� C� #eecI

���5BSHFU�BOE�OPOʖUBSHFU�FGGFDUT�PG�JOTFDUJDJEBM�DSPQT�
（ڹ෺のඪత、ඇඪతӨ࡞性߅஬఍֐）
.oEeratorT� P� P� AnEraEe

�����b5SBOTQPSUBCJMJUZ `�PG�DPOGJOFE�GJFME�USJBM�EBUB�BDSPTT�
OBUJPOBM�CPVOEBSJFT�
データを国境をӽえて持ͪӡͿたݧࢼఆతなะ৔ݶ） 
めに）
0rHanJ[erT� .� (arcJaʖAMonTo
 .� .cLean

�����#JPGVFM�DSPQ�SJTL�BTTFTTNFOUʵ3FHVMBUPSZ
�JOEVTUSZ
�
BOE�BDBEFNJD�QFSTQFDUJWFT�
 （バイΦ೩ྉ࡞෺のリスクධՁʵ行੓త、産業త、ֶ
ज़తなల๬）
0rHanJ[erT� S� ,oeIMer
 S� HeHEe
 L� HanEMeZ

�����#JPTBGFUZ� GSBNFXPSLT�BOE�FOWJSPONFOUBM� SJTL�BT�
TFTTNFOU�

（バイΦセーϑςΟのϑϨーϜϫークと環境リスクධՁ）
.oEeratorT� H� (oeneXaME

���5SFOET�JO�CJPTBGFUZ�QPMJDZ�BOE�QSBDUJDF�
（バイΦセーϑςΟのํ਑と実ફに͓ける޲܏）
0rHanJ[er� J� CIaNCerT

�����3/"J�BOE�CJPUFDIOPMPHZʖEFSJWFE�DSPQT��"QQMJDB�
UJPOT���DPOTJEFSBUJPOT�
 （RNAJ とバイΦςクϊϩジーに由来する࡞෺ɿその
（用๏と考慮事߲࢖
0rHanJ[er� #� SJeHGrJeE
 %� CarTon
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���"��/FX�(.�QMBOUT
�#��(FOF�GMPX
（A� 新しい (. ২෺、#� Ҩ఻ࢠ流動）
.oEerator� P� ,eeTe
 ,� HaZter

̏ɽ͓ΘΓʹ

ճのシンϙジ΢Ϝでは総͡て、「ϑϨーϜϫークࠓ
（GraNeXorL）」がΩーϫーυだったΑうにࢥう。さま͟
まな国のߨԋ者が、研究者、行੓୲当者、։発者という
ҟなるཱ৔から、この「ϑϨーϜϫーク」にͭいてड़΂
たが、֓Ͷಉ͡ΑうなܗにམͪணいていたΑうであっ
た。すなわͪ、何が֐（IarN）なのかを特ఆし、ධՁ
Τンυϙインτ（aTTeTTNent enEpoJnt）をఆめ、リスク
Ծઆ（rJTL IZpotIeTeT）をཱてることから環境リスクධ
Ձ（enWJronNentaM rJTL aTTeTTNent� &RA）は始まると
いうこと。そして、実際のௐࠪ研究では、ධՁΤンυϙ
インτにͭながるଌఆ可能なଌఆΤンυϙインτ

（NeaTVreNent enEpoJnt）をఆめ、それをリスクとݟな
してϋβーυ（Ia[arE）の大きさと๫࿐（eYpoTVre）
の量をଌఆしたޙ、リスクを推ఆするというのが環境リ
スクධՁのϑϨーϜϫークである。そのޙ、推ఆしたリ
スクにもとͮいてڐ༰水४のઢҾきを行い、ڐ༰したも
のにͭいては࢖用しながらϞχタリングを続け、ඞཁに
Ԡ͡て࠶ධՁするというのが大ےの考えํである。

これらのϑϨーϜϫークは、ここ数年のؒに࣍々と発
දされているҨ఻ࢠ૊׵え২෺の環境リスクධՁにؔす
るϨビューにৄしくղઆされて͓り、特に໨新しいもの
ではない。また、このΑうなϑϨーϜϫークはҨ఻ࢠ૊
ر、った考えํではなくݶえ২෺の環境リスクධՁに׵
গछのઈ໓リスクධՁや֎来छの৵ೖリスクධՁにも用
いられてきた考えํである。したがって、こうしたϑ
ϨーϜϫークは信པ性のߴい֓೦であると言える。

ճのシンϙジ΢ϜのςーϚ΁の౴えとしては、Ͳの国ࠓ
でも、Ͳのੜ෺छでも、Ͳの技ज़を࢖ったものでも、この
ϑϨーϜϫークにԊって環境リスクをධՁし、ڐ༰水४の
ઢҾきやϞχタリング、࠶ධՁにͭいてはέース・バイɾέー
スで行えばΑいということになるであΖうとஶ者は͡ײた。

ஶ者は ���� 年にχュージーランυの΢Τリンτンで
։࠵されたୈ �� ճ IS#(.0 にも参加した。その࣌、
環境リスクධՁの֓೦や数理Ϟデルを࢖ったධՁํ๏に
ͭいてのߨԋを聞き、「Ҩ఻ࢠ૊׵えੜ෺の環境リスク

ධՁの研究は、ੈքではこんなにも進んでいるのか」と
গなからͣシϣοクをडけた。ؼ国ޙ、シンϙジ΢Ϝで
ग़会ったஶ名なํ々のϨビューや࿦จを読み、これまで
知らなかった֓೦や手๏にײ໏をडけた。また、Ҩ఻ࢠ
૊׵えੜ෺以֎のさま͟まなリスク（ྫえば、農ༀや֎
来ੜ෺なͲ）にؔするධՁの࢓૊みにͭいても情報ऩ集
を行い、ͲのリスクもࣅたΑうなϑϨーϜϫークでධՁ
できるということをֶんだ。そうしたதで、ஶ者らが取
り૊んできたҨ఻ࢠ૊׵え࡞෺の環境リスクධՁにؔす
る研究をৼりฦり、これらの研究をੈք水४にԡし্げ
るためにはͲうすればΑいかをͣっと考えてきた。ࠓճ
のシンϙジ΢Ϝでは、ୈ �� ճシンϙジ΢Ϝの࣌のΑう
な新たなײ動こそಘられなかったものの、この � 年ؒ、
しながら進めてきたධՁ研究がੈք水४に௥いޡࡨ行ࢼ
ͭいたのではないかという手Ԡえを͡ײた。

̐ɽ෇ه

ճこのシンϙジ΢Ϝに参加できたのはࠓ ILSI Japan
のॿ੒にΑるものです。この৔をआりてྱޚਃし্げま
す。また、ILSI Japan のॿ੒に推નしてくださったஜ
೾大ֶの大ᖒྑڭतにँײகします。

センτルイスではຖ൩ຖ൩、ඒ味しいഴञと分厚いス
ςーΩを͓ෲいっͺいいただきました。ถ国の৯จԽに
。しますँײ

���� 年ɹ࡚ٶ大ֶ農ֶ部ɹ農林ੜ産ֶՊɹଔ業

���� 年ɹ࡚ٶ大ֶ大ֶӃ農ֶ研究Պɹ農林ੜ産ֶઐ߈ɹमྃ

���� 年ɹ ࣛ ɹमྃ߈ౡ大ֶ大ֶӃ࿈߹農ֶ研究Պɹੜ෺ੜ産Պֶઐࣇ

���� 年ɹಠཱ行੓๏人ɹ農業ੜ෺資源研究ॴɹ特ผ研究員

���� 年ɹಠཱ行੓๏人ɹ農業環境技ज़研究ॴɹ特ผ研究員

���� 年ɹ農研ߏػɹதԝ農業総߹研究センターɹ特ผ研究員

���� 年ɹ福井ཱݝ大ֶɹੜ෺資源ֶ部ɹࢣߨ

ʦॴଐֶ会ʧ
日本ࡶ૲ֶ会、日本ҭछֶ会、日本૲地ֶ会、日本ੜଶֶ会、

छੜ෺ֶ会

ུྺ
ਫޱɹѥथ（Έ͙ͣͪɹ͖͋）ത （࢜೶ֶ）
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3FQPSU�PG�UIF���UI�4FTTJPO�PG�UIF�
'"0�8)0�$PPSEJOBUJOH�$PNNJUUFF�GPS�"TJB

FAO�WHO 合同食品規格計画

第18回アジア地域調整部会報告

ࢠܙɹ理ాٶ

೶ྛਫ࢈ল
ফඅɾ҆શہফඅɾ҆શ੓ࡦ՝جࡍࠃ४νʔϜ

௕܎ௐ੔ࡍࠃ

ୈ �� ճアジア地域ௐ੔部会（CCASIA）は、�� ݄ � 日（݄）ʙ� 日（ۚ）に東京で։࠵された。アジア地域಺ ��
か国、アジア地域֎ � か国ならͼに � ͭの国際੓෎͓ؒؔػΑͼ N(0 から �� 名が参加した。ओなٞ題の౼ٞ݁
Ռ͓Αͼ݁࿦は以下の௨りであった。
ʵςンϖの地域ݪ֨ن案
ɹ地域ݪ֨ن案を総会にૹ付し、スςοϓ ��� で࠷ऴ࠾୒をࢾることに߹意した。
ʵඇ発߬大౾製඼の地域ݪ֨ن案
ɹ地域ݪ֨ن案を総会にૹ付し、スςοϓ � での࠾୒をࢾることに߹意した。
ʵのり製඼の地域ݪ֨ن案
ɹ ؖ 国をٞ௕、日本をڞಉٞ௕とするి࡞ࢠ業部会を設置し、地域ݪ֨ن案を४備した্で、࣍ճ部会でݕ౼する

こととなった。
ʵ CCASIA 地域ઓུܭը ����ô���� 案
ɹ アジア地域ௐ੔国（日本）をٞ௕とするి࡞ࢠ業部会を設置し、地域ઓུܭը案を࡞੒した্で、࣍ճ部会での

。すことに߹意したࢦ੒を໨׬
ʵアジア地域ௐ੔国のࢦ名
ɹ部会は全会Ұகで日本を࣍ظアジアௐ੔国としてࢦ࠶名することをୈ �� ճ総会にק告することに߹意した。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
�4VNNBSZ�

5Ie ��tI TeTTJon oG tIe 'A0�WH0 CoorEJnatJnH CoNNJttee Gor ASIA （CCASIA） XaT IeME GroN � to � 
NoWeNCer ���� Jn 5oLZo
 Japan� 5Ie TeTTJon XaT attenEeE CZ �� EeMeHateT GroN �� .eNCer coVntrJeT
 � oCTerWer 
coVntrJeT anE � JnternatJonaM orHanJTatJonT�

5Ie TVNNarZ anE concMVTJonT oG tIe NaJn aHenEaT Jn tIe TeTTJon are aT GoMMoXT�
� PropoTeE %raGt ReHJonaM StanEarE Gor 5eNpe

5Ie CoorEJnatJnH CoNNJttee aHreeE to GorXarE tIe propoTeE EraGt reHJonaM TtanEarE to tIe ��tI CoNNJTTJon Gor 
aEoptJon at Step ���
 XJtI tIe recoNNenEatJon to oNJt StepT � anE ��
� PropoTeE %raGt ReHJonaM StanEarE Gor Non�'erNenteE SoZCean ProEVctT

ཁɹࢫ

3*&,0�.*:"5"
*OUFSOBUJPOBM�"GGBJST
�'PPE�4BGFUZ�BOE�

$POTVNFS�1PMJDZ�%JWJTJPO�
'PPE�4BGFUZ�BOE�$POTVNFS�"GGBJST�#VSFBV�

.JOJTUSZ�PG�"HSJDVMUVSF
�'PSFTUSZ�BOE�'JTIFSJFT�
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̍ɽ͸じΊʹ

ୈ �� ճアジア地域ௐ੔部会（CCASIA）は、�� ݄ �
日（݄）ʙ� 日（ۚ）に東京で։࠵された。アジア地域಺
�� か国、アジア地域֎ � か国ならͼに � ͭの国際੓෎
Αͼ͓ؔػؒ N(0 から �� 名が参加した。農林水産省 
ফඅ・安全ہফඅ・安全੓ࡦ՝ ௰ࢁௐࠪ׭がٞ௕を຿
め、日本からの୅දஂとして、農林水産省、厚ੜ࿑ಇ
省、ফඅ者ி͓Αͼςクχカル・アυバイβーの �� 名
がग़੮した。また、本会߹に先ཱͪ、ඇ発߬大౾製඼に
ؔする෺理త࡞業部会（pW(）が �� ݄ � 日（土）に։
。された࠵

̎ɽٞ୊

̍ɿٞ題の࠾୒
̎ɿ ίーデοクス総会ならͼにそのଞの部会͓Αͼ特

ผ部会からの付託事߲
̏ɿ࣍ظίーデοクスઓུܭը ����ô���� 案
̐ɿ 地域にؔするίーデοクス委員会の࡞業をิ׬す

る 'A0�WH0 の活動
̑（a）ɿඇ発߬大౾製඼の地域ݪ֨ن案
ɹ（C）ɿςンϖの地域ݪ֨ن案
ɹ（c）ɿのり製඼の地域ݪ֨ن案
̒ɿ地域にؔ࿈する՝題
̓ɿ ֤ 国の৯඼管理シスςϜ͓Αͼ৯඼ࡦ֨نఆ΁の

ফඅ者の参ը

̔ɿ ֤ 国͓Αͼ地域Ϩϕルに͓けるίーデοクス֨ن
の࢖用

̕ɿ地域に͓ける栄養問題
��（a）ɿ CCASIA 地域ઓུܭը ����ô����の実ࢪঢ়گ
��（C）ɿCCASIA 地域ઓུܭը ����ô���� 案
��ɿΏͣ஡にؔする౼ٞจॻ
��ɿ ৯用ίΦϩΪ͓ΑͼίΦϩΪ製඼にؔする౼ٞจॻ
��ɿ地域ௐ੔国のࢦ名
��ɿそのଞの事߲ならͼに࣍ճ会߹の日ఔ͓Αͼ։࠵地

̏ɽٞ֓ࣄཁ

ٞ୊̍ɽٞ୊ͷ࠾୒
ٞ௕Αり、ٞ題 �「֤国の৯඼管理シスςϜ͓Αͼ৯

඼ࡦ֨نఆ΁のফඅ者の参ը」とٞ題 �「֤国͓Αͼ地
域Ϩϕルに͓けるίーデοクス֨نの࢖用」をҰॹにٞ
࿦すること、͓Αͼٞ題 ��a「CCASIA 地域ઓུܭը
����ô���� の実ࢪঢ়گ」をٞ題 �「地域に͓ける栄養問
題」の前にٞ࿦することが提案され、ྃঝされた。

また、部会は、ٞ題 ��「そのଞの事߲」に͓いて、
インυから提案された࿏্販売৯඼のӴੜ実ൣنࢪにؔ
する౼ٞจॻをݕ౼すること、͓Αͼ I'PRI（国際৯
ྐ੓ࡦ研究ॴ）が従来ܕのҭछにΑって栄養ڧԽされた
。෺にؔする情報提供を行うことにも߹意した࡞

5Ie CoorEJnatJnH CoNNJttee aHreeE to GorXarE tIe propoTeE EraGt reHJonaM TtanEarE to tIe ��tI CoNNJTTJon Gor 
aEoptJon at Step ��
� PropoTeE %raGt ReHJonaM StanEarE Gor LaWer ProEVctT

5Ie CoorEJnatJnH CoNNJttee aHreeE to eTtaCMJTI an eW(
 MeE CZ tIe RepVCMJc oG ,orea anE co�cIaJreE CZ Japan 
to prepare a propoTeE EraGt TtanEarE Gor MaWer proEVctT Gor cJrcVMatJon Gor coNNentT at Step � anE conTJEeratJon 
CZ tIe neYt TeTTJon oG CCASIA� 
� %raGt StrateHJc PMan Gor tIe CCASIA ����ô����

5Ie CoorEJnatJnH CoNNJttee aHreeE to eTtaCMJTI an eW(
 cIaJreE CZ tIe CCASIA CoorEJnator to prepare a 
reWJTeE EraGt StrateHJc PMan Gor tIe CCASIA ����ô���� Gor cJrcVMatJon Gor coNNentT anE GJnaMJ[atJon at tIe neYt 
TeTTJon�
� NoNJnatJon oG tIe CoorEJnator 

5Ie CoorEJnatJnH CoNNJttee VnanJNoVTMZ aHreeE to recoNNenE to tIe ��tI SeTTJon oG tIe CoNNJTTJon tIat 
Japan Ce reappoJnteE Gor a TeconE terN aT CoorEJnator Gor ATJa�

'"0�8)0 ߹ಉ৯඼ܭ֨نըɹୈ�� ճΞδΞ஍Ҭௐ੔෦ձใࠂ

��― Πϧγʔ No.112  (2013.2)



ٞ୊ �ɽ�ίʔσοΫε૯ձͳΒͼʹͦͷଞͷ෦ձ͓Αͼ
ಛผ෦ձ͔Βͷ෇ୗ߲ࣄ

�）ୈ �� ճ総会（CAC）からの付託事߲
ᶃϓϩセスνーζのݪ֨ن案

ϓϩセスνーζ֨نのࡦఆのੋඇにͭいては、
ೕ・ೕ製඼部会͓Αͼ総会に͓いて �� 年以্ݕ
౼されている。ୈ �� ճ総会（���� 年）の決ఆに
Αり、本݅にͭいては֤地域ௐ੔部会のݟղをௌ
取することとなった。前ճのୈ �� ճ CCASIA で
は、֨نԽのඞཁなしという݁࿦にୡした。����
年に։࠵されたୈ �� ճ総会に͓いてݕ࠶౼した
݁Ռ、֨نのࡦఆ࡞業はதࢭされたものの、֤地
域ௐ੔部会に͓いて֨نのඞཁ性͓Αͼ࡞業ൣғ
の特ఆにͭいてߋにݕ౼することとなった。

多छ多༷なϓϩセスνーζがあり、ࡦ֨نఆが༰қ
ではないことから、本֨نのࡦఆは実ݱの可能性がな
いことに߹意した。また、֤地域に͓けるෳ数の地域
こす可能性ىをҾき֐ఆは、国際๵қ্のোࡦの֨ن
があることが言ٴされた。

ᶄ スύイス、๕߳ϋーϒ͓Αͼそれらの製ࡎにؔする
新部会の設ཱ

ୈ �� ճ総会に͓いて、インυΑり新部会の設
ཱが提案され、新部会の設ཱにͭいて֤地域ௐ੔
部会のݟղをௌ取することとなった。

提案国であるインυΑり、かなりの量のスύイス、
๕߳ϋーϒ͓Αͼ製ࡎが国際తに取Ҿされて͓り、そ
のੜ産国͓Αͼফඅ国の多くは։発్্国であるこ
と、多数の֨نがଘࡏし、౷Ұ֨نがଘࡏしないこと
౳のഎܠઆ໌があり、新部会の࡞業ൣғとしては、Ұ
ൠ問題部会がࡦఆする安全性の分໺をカバーする֨ن
は取りѻわͣ、෺理త͓ΑͼԽֶతな特性にؔする඼
Խが֨ن、のઆ໌があった。またࢫఆするࡦを֨ن࣭
ඞཁなスύイスやϋーϒは ��� छ以্にٴͿため、活
動ؒظが੍ݶされる特ผ部会ではなく常設部会の設ཱ
が๬ましいこと、新部会のϗスτをインυが຿めるこ
とが提案された。

製ࡎのதには৯඼ఴ加෺や৯඼とݟなされない製඼
があることから新部会の࡞業ൣғを৻ॏにݕ౼す΂き
とする国があったものの、多数の国は新部会の設ཱを

持した。日本は常設の部会ではなく特ผ部会とす΂ࢧ
きであるࢫをओுした。

本部会は、新部会の設ཱにؔするインυの提案をࢧ
持するとともに、当֘新部会の࡞業ൣғ͓Αͼ付託事
߲にͭいては৻ॏにݕ౼す΂きであることをק告する
こととした。

�）ୈ �� ճ৯඼ఴ加෺部会（CC'A）からの付託事߲

νリソース͓Αͼ発߬大౾ϖースτのアジア地
域֨نの৯඼ఴ加෺৚߲にؔし、CC'A からの
ཁ੥をडけ、Ұ部のఴ加෺にͭいて࠷大ج४஋の
設ఆやグルーϓでのద用のੋඇをٞ࿦することと
なった。

ᶃνリソースの地域֨ن
CC'A がঝೝしなかった � ͭのఴ加෺にͭいては、

以下の௨り߹意した。
－ �CVrcVNJn の ࠷ 大 ೱ ౓ を �
���NH�LH と し た。

PaprJLa oMeoreTJn に ͭ い て は J&C'A（'A0�
WH0 ߹ಉ৯඼ఴ加෺ઐ໳Ո会ٞ）にΑってスύ
イスとしてධՁされて͓り、地域֨نதの「ڐ可
されるそのଞのݪྉ」セクシϣンに͓いてスύイ
スの࢖用がೝめられていることからఴ加෺リスτ
にはؚめないこととした。

また、部会は CC'A からཁ੥されたҰ部の৯඼ఴ加
෺のグルーϓでのద用にͭいて以下の௨り߹意した。
－ �5artarJc acJEɿ5artrateT としてఴ加෺リスτに

ؚめ、࠷大ೱ౓を �
���NH�LH（tartarJc acJE と
して）とする。

ʵ  .etIZM paraIZEroYZCen[oateTɿParaIZEroYZCen�
[oateT としてఴ加෺リスτにؚめ、࠷大ೱ౓を
�
���NH�LH とする。

ʵ  SoEJVN TaccIarJnɿSaccIarJnT としてఴ加෺リス
τにؚめ、࠷大ೱ౓を ���NH�LH とする。

ʵ  SoEJVN poMZpIoTpIateɿίーデοクス৯඼ఴ加෺Ұ
ൠن （֨(S'A）のද � にあるଞの acJEJtZ reHVMator
の࢖用が可能であるため、PIoTpIateT としてで
はなく୯ಠでఴ加෺リスτにؚめることとする。

ᶄ発߬大౾ϖースτの地域֨ن
部会はCC'Aからཁ੥された.onopotaTTJVN tartrate

のグルーϓでのద用にͭいて、5artrateT としてఴ加෺
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リスτにؚめ、࠷大ೱ౓を �
���NH�LH（tartarJc acJE
として）とすることに߹意した。

�）ίーデοクス設ཱ �� प年ه೦行事
ίーデοクス事຿ہΑり、本年։࠵されたୈ �� ճ総

会に͓いて、設ཱ �� प年のॕլを行うことに߹意した
ことが紹介された。地域Ϩϕルのه೦行事にͭいては、
タイΑり ���� 年 � ݄にνΣンϚイに͓いてୈ �� ճ৯
඼༌ग़ೖࠪݕ・ೝূ੍౓部会（CC'ICS）が։࠵され
るとこΖ、設ཱ �� प年をॕլするために 'A0 ͓Αͼ
WH0 とྗڠしたいࢫの発言があった。また、த国Αり、
݄͓̏Αͼ݄̐にそれͧれ։࠵される CC'A ͓Αͼ࢒
ཹ農ༀ部会（CCPR）の会ظதにه೦行事を行う༧ఆで
あることが報告され、ଞ国からのアυバイス౳の提供を
。するとの発言があったܴ׻

ٞ୊ �ɽ࣍ظίʔσοΫεઓུܭը ����ô����Ҋ

ը案にͭいては、ୈܭίーデοクスઓུظ࣍
�� ճ総会でग़されたίϝンτを考慮しͭͭ、֤
地域ௐ੔部会でߋにݕ౼することとなった。

ࣥ行委員会に͓いて設ཱされた、本݅にؔするখ委
員会のٞ௕であるαϛュΤル・ΰデϑϩイࢯ（ίー
デοクス委員会෭ٞ௕）Αりઓུܭը案の֓ཁにͭい
てઆ໌があった。部会は、� ͭのઓུ໨ඪ（ᶃݱଘの
͓Αͼੜͭͭ͡ある問題にରॲする国際৯඼֨نのࡦ
ఆ、ᶄίーデοクスࡦ֨نఆに͓けるリスクアφリシ
スݪଇのద用の確保、ᶅ全てのίーデοクス・ϝン
バーのޮՌతな参ըのଅ進͓ΑͼᶆޮՌత͓Αͼޮ཰
తな࡞業管理シスςϜ͓Αͼ実ફの実ࢪ）をؚΉ全て
のセクシϣンにͭいてݕ౼を行った。

部会は、Ұ部मਖ਼を行ったが、全てのセクシϣンを
。持したࢧ本తにج

ٞ୊ �ɽ�஍ҬʹؔすΔίʔσοΫεҕһձͷۀ࡞をิ׬
すΔ '"0�8)0ͷ׆ಈ

'A0 Αり、ୈ �� ճ CCASIA 以߱に実ࢪされた 'A0
͓Αͼ WH0 の活動にͭいて紹介があった。ϝンバー国
Αり、'A0 と WH0 の活動にରするँײの意がදされ
るとともに、దਖ਼農業ൣن（(AP）、৯඼安全ٸۓରԠ
ϓランχング、৯඼安全ઓུ、リスクの特性、͓Αͼಉ
౳性の分໺に͓ける 'A0 と WH0 からのࡒ੓త͓Αͼ

技ज़తαϙーτがඞཁであることが確ೝされた。日本か
らは、可能なݶりޙࠓも能ྗ։発ϓϩグラϜ΁のࢧԉを
。発言したࢫ続するܧ

ίーデοクス信託ۚجϞχタリング͓ΑͼධՁ࿮૊み
信託ۚجの管理者である WH0 Αり、ࡢ年の年࣍報告

や進௙ঢ়گ報告౳が紹介された。部会は、信託ۚجのα
ϙーτを確ೝするとともに、'A0、WH0 ͓Αͼۚجの
提供国にରしてँײの意をද໌した。

ٞ୊ �ɽεςοϓ �Ͱͷݪ֨نҊͷݕ౼
�（B）ɽඇൃ߬େ౾製඼ͷ஍Ҭݪ֨نҊ

前ճ会߹では、ୈ �� ճࣥ行委員会のק告にج
ͮき、製඼の分ྨやఆٛのࡦఆがࠔ೉なঢ়گを౿
まえ、֨نԽしやすい製඼にର৅をߜるためのݕ
౼を行ったとこΖ、ݱ行案のର৅である � ඼໨

（ᶃ౾ೕ、ᶄ౾෗、ᶅѹॖ౾෗͓Αͼᶆ౬༿）の
全てをର৅とすることが߹意され、࣍ࠓ会߹に͓
いてҾき続きٞ࿦することとなった。

部会の௚前に։࠵された෺理త࡞業部会（pW(）
のٞ௕であるத国Αり、pW( の݁Ռにͭいて報告さ
れた。

த国͓Αͼզが国がڠಉで࡞੒したٞ৔഑෍資ྉ
（CR%� ͓Αͼ ��）をϕースにٞ࿦が行われた。ओな
。Ռは以下の௨り݁౼ݕ

製඼分ྨ（セクシϣン ���ɿCMaTTJGJcatJon）
ᶃѹॖ౾෗

日本Αり、ಠཱしたセクシϣンとしてنఆされてい
る「ѹॖ౾෗」は౾෗から水分をൈいて製造すること
から、「౾෗͓Αͼؔ࿈製඼」の下Ґ分ྨとす΂きで
あるࢫを発言したが、த国がѹॖ౾෗は国಺で多量に
製造・ফඅされて͓り、ফඅ者からは౾෗とはҟなる
製඼としてೝࣝされていることからผの分ྨにす΂き
であるࢫをओுし、߹意がಘられなかったことから、
部会はѹॖ౾෗のセクシϣン൪߸をׅހにೖれ、࣍ճ
部会でݕ౼することに߹意した。

ᶄ౾ೕྨ
ఆٛにͭいて৯෺ણ維のআڈにؔするهड़を໌確Խ

し、日本ではௐ੔౾ೕに֘当する製඼の名শを、
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pW( で提案された「'orNVMateE SoZCean NJML」の名
শத、「GorNVMateE」が JnGant GorNVMa（ೕࣇ用ௐ製คೕ）
౳の名শに࢖用されて͓り、ফඅ者のޡղをটくڪれ
があることから「CoNpoTJte�GMaWoVreE ToZCean NJML（ௐ
੔ʗ߳味付けされた౾ೕ）」にमਖ਼、製඼のྫࣔをఆ
ٛにؚめることに߹意した。さらに、「౾ೕ飲ྉ」の
ఆٛにͭいては、「ௐ੔ʗ߳味付けされた౾ೕ」Αり
௿いたんͺくؚ量を有する製඼であることを໌هした
ఆٛ案に߹意した。

ᶅס૩౬༿
部会は、ੜ౬༿を໌確に本֨نのର৅֎とするため

に pW( に ͓ い て 日 本 が 提 案 し ߹ 意 が ಘ ら れ た、
「%eIZErateE ToZCean NJML GJMN（ס૩౬༿）」΁の名শ
の ม ߋ と、「ToZCean NJML GJMN TtJcL」 が「ToZCean 
NJML GJMN」をさらにס૩させただけの製඼であること
から࡟আし、「ToZCean NJML GJMN」のみを֨نԽする
ことに߹意した。

඼࣭ن४（セクシϣン ���ɿ2VaMJtZ CrJterJa）
部会は、pW( の提案௨り、「౾ೕ」͓Αͼ「ௐ੔ʗ

߳味付けされた౾ೕ」૒ํの࠷খたんͺくؚ有量を ��� 
H とすることをࢧ持した。

また、部会は、pW( に͓いて߹意がಘられなかっ
た੒分ཁ݅をݕ౼、౾ೕ飲ྉ͓Αͼ౾෗の࠷খたんͺ
くؚ有量をそれͧれ ��� H ͓Αͼ ��� H とし、൒ܗݻ
౾෗の࠷খ水分ؚ有量（H����H）を ���� H とするこ
とに߹意した。

৯඼ఴ加෺（セクシϣン �ɿ'ooE AEEJtJWeT）
「ௐ੔ʗ߳味付けされた౾ೕ」と「౾ೕ飲ྉ」に࢖用

する৯඼ఴ加෺を८って、૒ํのఆٛのҧいはたんͺ
くؚ量のみであり、࢖用できる任意ݪྉがಉ͡である
ことから૒ํの製඼にはಉ͡ఴ加෺の࢖用をೝめる΂
きであるとする国と、「ௐ੔ʗ߳味付けされた౾ೕ」΁
のఴ加෺࢖用は技ज़తなਖ਼当性がないとする国の意ݟ
がରཱし߹意がಘられなかったことから、部会は、「ௐ
੔ʗ߳味付けされた౾ೕ」に࢖用するఴ加෺にͭいて
はׅހॻきとし、࣍ճ部会でݕ౼することに߹意した。

また、pH をௐ੔するػ能を持ͭ加޻ॿࡎにͭいて
は、౾෗の͓ݻڽΑͼ౾ೕのநग़に࢖用することが߹
意された。

දࣔ（セクシϣン �ɿLaCeMMJnH）
ফඅ者のޡղをটくڪれがあること、「ೕ製඼の用

ن用にؔするҰൠ࢖のޠ （֨(S6%5）」にద߹してい
ないこと、͓ Αͼ৯඼ఴ加෺にؔするҰൠن （֨(S'A）
の৯඼分ྨ ������（ToZCean�CaTeE CeWeraHeTɿ౾ೕ飲
ྉ）の名শとҰகしていないことを理由に「NJML」の
೦をද໌する国があったが、ίーデοクݒ用にؔし࢖
ス事຿ہΑり、(S6%5 にΑれば「NJML」の用ޠは、
ਖ਼確な性࣭が఻౷తな࢖用にΑり໌らかな製඼には࢖
用できること、͓Αͼ (S'A の৯඼分ྨのఆٛはද
ࣔ໨తを意ਤしたものではないࢫのઆ໌があった。

タイΑり、Ҩ఻ࢠ૊׵え大౾を࢖用する製඼のදࣔ
にͭいて、ଞのίーデοクスจॻとの੔߹性がないこ
とから、「֤国の๏ྩに४ڌする」とنఆされている
することが提案され、Φϒβーバーとし౼ݕ࠶案をݪ
て域֎から参加したถ国からも本݅にؔしては৯඼ද
ࣔ部会（CC'L）で �� 年に౉り౼ٞされた問題であり、
持ࢧఆはద੾ではないことからタイの提案をن案のݪ
するとの発言があった。しかしながら、Φϒβーバー
Αりアジア地域಺のফඅ者にとってはҨ఻ࢠ૊׵えද
ࣔはॏཁでありݪ案をڧくࢧ持するとの発言があった
ことから、部会は、ݪ案のنఆをそのまま࢒すことに
߹意した。

部会は、࣍ճ部会で߹意がಘられなかった問題のղ決
͓Αͼ֨نの総্࢓げを行うため、த国をٞ௕とするి
業部会（eW(）を設置し、ᶃ「ѹॖ౾෗」の分ྨ࡞ࢠ
͓Αͼᶄ「ௐ੔ʗ߳味付けされた౾ೕ」の৯඼ఴ加෺ن
ఆにͭいて౼ٞจॻを࡞੒することに߹意した。また、
࣍ճ部会の௚前にத国をٞ௕とする pW( を։࠵するこ
とにも߹意した。

部会は、地域ݪ֨ن案を総会にૹ付しスςοϓ � での
୒をਤること、͓Αͼ分ੳ・αンϓリング๏部会࠾

（CC.AS）͓Αͼ CC'L にؔ࿈するセクシϣンをૹ付
しঝೝを求めることに߹意した。

�（C）ɽςϯϖͷ஍Ҭݪ֨نҊ

前ճ会߹では、総会に新࡞ن業։始の࠾୒を求
めること、インυネシアをٞ௕とした eW( に͓
いて࡞੒されるݪ֨ن案を࣍ࠓ会߹でݕ౼するこ
ととなった。
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eW( のٞ௕であるインυネシアΑり、࡞業部会の
݁Ռにͭいて報告がなされた。

セクシϣン͝とのٞ࿦の݁Ռ、ඞਢ੒分͓Αͼ඼࣭
ཁ素セクシϣンにଞの地域֨نとの੔߹を取ってܽؕ
඼の分ྨにؔするαϒセクシϣンをૠೖすること、৯඼
ఴ加෺セクシϣンにͭいては、ఴ加෺の࢖用が発߬にඞ
ཁなඍੜ෺の૿৩を཈੍する可能性があることから࢖
用をೝめないこと、͓Αͼ加޻ॿࡎにͭいては、大౾
のਁ௮தにpHをௐ੔する໨తで࢖用すること、分ੳ・
αンϓリング๏セクシϣンにͭいては、ؚ࣭ࢷ有量の分
ੳ๏として A0AC ������ を、たんͺくؚ有量の分ੳ
๏として A0AC ������% を提案することに߹意した。

部会は、地域ݪ֨ن案を総会にૹ付しスςοϓ ���
で࠷ऴ࠾୒をਤること、͓Αͼ CC'A、CC.AS ͓Α
ͼ CC'L にؔ࿈するセクシϣンをૹ付しঝೝを求め
ることに߹意した。

�（D）ɽͷΓ製඼ͷ஍Ҭݪ֨نҊ

前ճ会߹では、ؖ国がアジア地域ࡦ֨نఆにͭ
いて提案したものの、域֎にもかなりの量が༌ग़
されていることから地域֨نではなく、ੈք֨ن
としてࡦఆすることが߹意され、新࡞ن業として
水産製඼部会（CC''P）に提案することを・ྨڕ
ؖ国にରしק告した。CC''P では、ಉ部会の付託
事߲がのり製඼をカバーしていないこと౳から新࡞ن
業に൓ରする意ݟと、ੈ քதで๵қされて͓りॏ
ۚଐ汚染が確ೝされていることから࡞業։始をࢧ
持する意ݟとがग़されࢍ൱が分かれたが、݁Ռత
にੈք֨نとしてࡦఆ࡞業を։始しないことに߹
意し、アジア地域֨نとしてのࡦఆをק告した。

ୈ �� ճࣥ行委員会は、アジア地域֨نとして
告することに߹意し、ୈקఆすることを総会にࡦ
�� ճ総会に͓いてアジア地域֨نとしてࡦఆす
ることがঝೝされた。

ؖ国から、࣍ࠓ部会にݪ֨ن案を提ग़するために日
本、த国、ؖ国のؒでඇެࣜٞڠを行ったが、࣌ؒత
੍໿からݪ案の߹意にࢸらなかったこと、࣍ճ部会で
するために౼ݕ案をݪ֨ن eW( を設ཱすることが提
案された。日本は、ݪ֨ن案のݕ౼に当たっては、汚
染෺࣭にؔするݕ౼もॏཁであることをࢦఠし、ίー
デοクス手続きϚχュアルにある௨り、ݸผ৯඼֨ن

に͓ける汚染෺࣭セクシϣンのݕ౼に際しては、「৯
඼͓Αͼࣂྉதの汚染෺࣭͓Αͼ自然ಟにؔするҰൠ
する」とするҰൠతなύラڌに४（''SC5)）֨ن
グラϑがద当かݕ౼することとされていることから、
のり製඼にͭいて (SC5'' のҾ用でॆ分かͲうかݕ
౼するඞཁがあるとࢦఠした。また、eW( の設置に
当たっては、汚染෺࣭にؔするݕ౼も行うことを付託
事߲にؚめることを求めた。த国は、ւଽの汚染෺࣭
はଞの製඼にൺ΂てෳࡶであり、৻ॏにݕ౼するඞཁ
があること、汚染෺࣭だけでなく、それ以֎の事߲に
ͭいてもݕ౼することがॏཁであるとした。またؖ国
は、汚染෺࣭にͭいてݕ౼するためには多くの࣌ؒを
අやすことにݒ೦があるとした。ٞ࿦の݁Ռ、eW(
の付託事߲として、ᶃݪ֨ن案のݕ౼、͓Αͼᶄ汚染
෺࣭にͭいて (SC5'' のҾ用でॆ分か൱かにͭいて
、し、࣍ճ部会に報告することとされた。な͓౼ݕ
eW( はؖ国をٞ௕とし、日本がڞಉٞ௕を຿めるこ
とが߹意された。

ٞ୊ �ɽ஍Ҭʹؔ࿈すΔ՝୊

前ճ会߹では、ΑりޮՌతな情報ަ׵を行うた
めに、࣍ ௨のؔ৺事߲の特ఆڞௐ੔国（日本）がظ
をଅ進するために࡞業จॻを࡞੒することとされた。

ௐ੔国として日本Αり、֤国から提ग़されたίϝン
τや情報を取りまとめた݁Ռ、ᶃՊֶにͮجくアϓ
ϩーν、ᶄίϝதのヒ素や৯඼தのԖなͲの汚染෺࣭
の࠷大ج४஋、ヒスタϛン管理͓Αͼ農ༀの࠷大ཹ࢒
نผ৯඼ݸ༉、アϘカυ౳のڕ、४஋、ᶅςンϖج
֨、ᶆࡁܦӨڹධՁや国಺৯඼管理シスςϜのূݕの
ためのϝカχζϜをؚΉそのଞの問題という � ͭの問
題が特ఆされて͓り、地域಺で࠷も༏先౓がߴい問題
は、ίϝதのヒ素、࣍いでヒスタϛンと৯඼தのԖで
あることを報告した。

֤国Αり、特にίϝதのヒ素のΑうな汚染෺࣭のج
४ࡦఆにؔ৺があり、本ٞ題を活用して地域಺での࠷
༏先事߲であるヒ素やԖにؔする౼ٞを行うことが有
ӹであること、汚染෺࣭のج४ࡦఆにあたっては、Պ
ֶにͮجくアϓϩーνがॏཁであることがࢦఠされた
が、CCASIA でヒ素やԖにؔする౼ٞを行うことに
ؔしては、問題がઐ໳తであることから汚染෺࣭部会

（CCC'）で行うことがద੾であり、CCASIA では情
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報をڞ有することがΑりద੾であることとされた。ま
た、ヒ素やԖにؔしてϞχタリングௐࠪを行っている
国Αり、地ٿ環境ϞχタリングシスςϜʗ৯඼Ϟχタ
リング͓ΑͼධՁϓϩグラϜ（(&.S�'ooE）΁ফඅ
データを提ग़する༧ఆであることが報告されるととも
に、アジア地域のঢ়گを൓өした J&C'A のק告をಘ
るために、データを提ग़することがॏཁであることが
。ఠされたࢦ

ٞ௕Αり、日本がௐ੔国としてٞ࿦をଅ進し、アジ
ア地域のڞ௨ϙジシϣンをࡦఆするために、֤ίー
デοクス部会の։࠵前に։࠵しているアジアௐ੔会߹
΁のੵۃతな参加が঑励された。

ٞ୊ �ɽ�֤ ఆ΁ࡦ֨نͷ৯඼؅ཧγεςϜ͓Αͼ৯඼ࠃ
ͷফඅऀͷࢀը

ٞ୊ �ɽ�֤ نΑͼ஍ҬϨϕϧʹ͓͚ΔίʔσοΫε͓ࠃ
֨ͷ࢖༻

ٞ題�のݕ౼݁Ռにͮجき、�ٞ題がಉ࣌にٞ࿦された。
部会は、αーΩュラーϨターの࣭問දにରするճ౴を

分ੳし、ᶃ国಺৯඼管理シスςϜのڧԽ、ᶄίーデοク
ス͓֨نΑͼؔ࿈จॻの活用ଅ進、ᶅίϛュχέーシϣ
ン͓ΑͼڠௐのڧԽ、ᶆ܇࿅͓Αͼ能ྗ։発͓Αͼᶇ国
಺に͓けるίーデοクスจॻ͓Αͼؔ࿈จॻの活用にͭ
いて集໿した಺༰に߹意した。

WH0 Αり、ୈ �� ճ๺ถ・ೆ੢ଠฏ༸地域ௐ੔部会
（CCNASWP）に͓いて、αーΩュラーϨターの࣭問に
ରして提ग़された࠷近の֤国の情報と、'A0、WH0 ͓
Αͼଞの国࿈ؔػに報告されている情報を、֤国のϓϩ
ϑΟールを࡞੒ʗߋ新するために࢖用し、࡞੒ޙは地域
ௐ੔国とそのϓϩϑΟールをڞ有することとなったこと
が紹介された。部会は、CCNASWPとಉ༷の手๏を取り、
'A0 と WH0 がアジア地域加ໍ国のϓϩϑΟールを࡞
੒ʗߋ新することに߹意した。また、部会は、'A0 と
WH0 がϓϩϑΟールを࣍ࠓ会߹で報告された情報にج
ͮきߋ新してௐ੔国͓Αͼ加ໍ国とڞ有し、࣍ճ部会で
ٞ࿦することに߹意した。

ٞ୊ �ɽ஍Ҭʹ͓͚Δӫཆ໰୊
部会は、αーΩュラーϨターの࣭問දにରするճ౴を

以下の௨り分ੳし、集໿した಺༰に߹意した。

ʵ 地域಺の多数の国がະだ௿栄養の問題を๊えて͓
り、݁Ռతに鉄ܽ๡性ශ݂、ビタϛン A ܽ๡঱͓
ΑͼϤ΢素ܽ๡性࣬ױとಉ༷に、ංຬ、౶೘ප、ࢷ
࣭ҟ常঱、݂ߴѹなͲのඇײ染性࣬ױをҾきىこし
ている。

ʵ ֤ 国は、栄養にؔ࿈する問題にରॲするため、栄養
ද͓ࣔΑͼ栄養・健康ڧௐදࣔにؔする੍ن、ඍ量
栄養素のڧԽ、ֶ けの多༷なバランスの取れた৯޲ߍ
事にؔするϓϩグラϜなͲのํࡦに取り૊んでいる。

ʵ 加えて、֤国は௕ؒظに౉る栄養ઓུ、国಺の栄養
αーϕイ͓Αͼର৅となる集ஂにରするڭҭϓϩグ
ラϜの࡞੒なͲの活動を௨͡て栄養問題を特ఆ͓Α
ͼղ決するために౒ྗしている。

֤国Αり栄養問題にؔする取૊みが報告され、日本Α
り、ඇײ染性࣬ױにؔ࿈する問題の૿大を考慮して、厚
ੜ࿑ಇ省が健康૿進のための国಺ઓུ「健康日本 �� 

（����ô����）」を改గしたことを情報提供した。
WH0 Αり、฼਌͓Αͼࢠ供の栄養ෆ଍問題のݱঢ়、

���� 年に։࠵された栄養にؔする国際会 （ٞICN）以߱、
΄とんͲの国が栄養にؔする੓ࡦやϓϩグラϜを保有す
るΑうになったこと、本年 � ݄に։࠵されたୈ �� ճ
WH0 総会に͓いて、฼਌͓Αͼೕ༮ࣇの栄養にؔする
แׅతな実行ܭըが࠾୒されたこと౳が報告された。

'A0 からは、���� 年の։࠵以߱ �� 年ͿりにϩーϚ
で։࠵される（���� 年 �� ݄）栄養にؔする国際会ٞ

（ICN���）の紹介があり、本会ٞが �� に͓けるੈلੈ
քの栄養にؔする問題に特Խした࠷ॳのੈքతな੓෎ؒ
会߹であること౳が報告された。

部会は、࣍ ճ部会でのٞ࿦のため、'A0 と WH0 がࠓ
部会でのٞ࿦をϕースにして国のϓϩϑΟールとICN���
の݁Ռをཁ໿した౼ٞจॻを࡞੒することに߹意した。

ٞ୊ ��（B）ɽ�$$"4*" ஍Ҭઓུܭը ����ô���� ͷ࣮
گঢ়ࢪ

ௐ੔国として日本Αり、֤国から提ग़された情報を
ϕースにして取りまとめた地域ઓུܭըの実行ঢ়گを報
告した。

֤国からのճ౴を౿まえ、ௐ੔国からক来తな活動のࡦ
ఆにؔし、以下の分໺のඞཁ性にͭいてࢦఠがなされた。

ʵ 国಺৯඼੍نシスςϜに͓ける能ྗ։発͓Αͼిࢠ
తなίϛュχέーシϣンシスςϜの活用  
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ʵ 能ྗ։発活動のためのܧ続తな人త、ࡁܦత͓Αͼ
技ज़తࢧԉのඞཁ性

ʵ CCASIA のઓུܭը実ࢪのための໌確で実行可能
な࿮૊み͓Αͼ行動ܭը

ʵ CCASIA のઓུܭըの実͓ࢪΑͼ情報ऩ集をϞχ
ターするためのޮ཰తな手๏

地域಺で活用可能なઐ໳Ո͓Αͼؔػのリスτ
ௐ੔国Αり、ઐ໳Ոリスτの࡞੒を有意ٛで有ӹなも

のとするために、ൣғ、ઐ໳Ո͓ΑͼؔػをリスτԽす
るためのن४、໾ׂ͓Αͼリスτの࢖用ํ๏をؚΉ໌確
Խがඞཁなϙインτを特ఆ、リスτのࡦఆ͓Αͼ࢖用の
੒࡞本తなルールを໌確ԽするためのΨイμンス案をج
したことが報告された。また、ϝンバー国が新たなリス
τのࡦఆをظ଴しているのではなく、ίンタクτϙイン
τやݱଘするリスτの活用の可能性のݕ౼をظ଴してい
ることから、以下のΦϓシϣンが提ࣔされた。

Φϓシϣン̍ɿ ϝンバー国からఆظతにઐ໳Ո͓Αͼ
の情報をऩ集するؔػ

Φϓシϣン̎ɿ ֤ 国のίンタクτϙインτにؔする情
報をڞ有する

Φϓシϣン̏ɿ ؔ ࿈する部会の参加者リスτをϕース
にしたઐ໳Ոリスτを࡞੒する

Φϓシϣン̐ɿ そのଞ
ίンタクτϙインτが活動していない国からはΦϓシϣ

ン̍をࢧ持する意ݟがग़されたが、多くの国はߋ新がܧ
続తに可能で維持しやすいこと、ίンタクτϙインτの໾
ׂがڧԽされることからΦϓシϣン̎をࢧ持した。この
ため、部会は地域಺で活用可能なઐ໳Ո͓Αͼؔػのリ
スτのࡦఆをܧ続することに߹意し、ίンタクτϙインτ
が活動していない国΁はௐ੔国がॿ言することとした。

ٞ୊ ��（C）ɽ$$"4*" ஍Ҭઓུܭը ����ô����Ҋ

前ճ会߹では、࣍ظௐ੔国（日本）にରし、新
たなઓུܭըの༧備案を४備することがཁ੥さ
れ、࣍ࠓ会߹に͓いてٞ࿦することとなった。

ௐ੔国として日本Αり、ܭը案の࡞੒に当たっては
੔߹性を確保するために࣍ظίーデοクスઓུܭը
����ô���� 案や๺ถ・ೆ੢ଠฏ༸地域ௐ੔部会なͲଞ
地域のઓུܭը、アジア地域にؔ࿈しそうな新たな活
動の૊みೖれ、ࡏݱの CCASIA ઓུܭըのうͪ、ࠓ

し、取り૊みがऴྃした活࢒も取り૊Ή΂き活動をޙ
動を࡟আすることを考慮にೖれたことが報告された。

֤国はઓུܭը案のߏ造͓Αͼؒظを � 年ؒとする
ことをج本తにはࢧ持したが、ઓུܭըの実行݁Ռද
にؔする付ଐจॻにͭいて、۩ମతな実行ؒظを設ఆ
すること、͓Αͼ実行のଌఆ可能なࢦඪや実行ঢ়گを
௥੻するためのཝを௥加することや、࣍ظίーデοクス
ઓུܭըの໨ඪ（(oaMT）と活動（ActJWJtJeT）にͭいて考
 ը案のಋೖ部分に、�ͭのઓུ໨ඪ（StrateHJcܭし、ઓུ࡯
(oaMT）と � ͭのઓུ໨త（StrateHJc 0CjectJWeT）のؔ܎
にͭいてのઆ໌をؚめることを提案した。

部会はௐ੔国をٞ௕とする eW( を設ཱし、࣍ظ
ίーデοクスઓུܭըや࣍ࠓ会߹でग़された意ݟを౿
まえて改గした CCASIA ઓུܭը案を࡞੒し、࣍ճ
部会での׬੒を໨ࢦすことに߹意した。また、部会は、
࣍ճ会߹の௚前にௐ੔国をٞ௕とする pW( を։࠵し、
ઓུܭըの実行ঢ়͓گΑͼ本部会΁のק告をݕ౼する
ことにも߹意した。

ٞ୊ ��ɽΏͣ஡ʹؔすΔ౼ٞจॻ

前ճ会߹では、ؖ国が地域ࡦ֨نఆを提案した
がೝめられͣ、࣍ࠓ会߹でのݕ౼に޲け、ؖ国を
ٞ௕とする eW( を設置し、地域ࡦ֨نఆのため
の౼ٞจॻの改గ࡞業を行うこととされた。

eW( のٞ௕であるؖ国Αり、eW( ΁の参加国がগ
なく౼ٞจॻを改గするためのࡐྉが集まらなかった
ことから、部会に౼ٞจॻ案を提ग़できなかったこと
が報告された。

部会は、Ώͣ஡ࡦ֨نఆにؔするϝンバー国のؔ৺
が௿いことから、当分のؒ、ݕ౼をதࢭし、ক来తに
ඞཁなデータや情報が活用可能になった際に࠶౓ݕ౼
することに߹意した。

ٞ୊ ��ɽ�৯༻ίΦϩΪ͓ΑͼίΦϩΪ製඼ʹؔすΔ౼
ٞจॻ

前ճ会߹では、ラΦスが地域ࡦ֨نఆを提案し
たがೝめられͣ、࣍ࠓ会߹でのݕ౼に޲け、ラΦ
スをٞ௕とする eW( を設置し、地域ࡦ֨نఆの
ための౼ٞจॻの改గ࡞業を行うこととされた。

eW( のٞ௕であるラΦスΑり、eW( の݁Ռ、ফඅ
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データを多গ、ೖ手できたものの、๵қにؔする情報
にͭいてはೖ手できなかったことが報告された。

'A0 Αり、ラΦスで ���� 年 � ݄に։始された技ज़
తなܭྗڠըである「栄養の্޲、৯ྉ安全保োの޲
্͓Αͼੈଳऩೖの૑ग़のための持続可能なࠛ஬のࣂ
ҭ・࠾集」のためのௐࠪがऴྃしたこと、৯用ࠛ஬の
৯඼安全にؔ࿈するจॻを࡞੒していること౳が紹介
された。

ラΦスは、データऩ集にؔして 'A0 のࢧԉをཁ੥
するとともに、౼ٞจॻをさらに改గするために
eW( を設ཱすることを提案した。ϝンバー国からも
ίΦϩΪやଞのࠛ஬を৯用としてফඅして͓り、デー
タを提ग़するࢫのਃしग़があった。

部会は、本ٞ題をҾき続きݕ౼すること͓ΑͼラΦ
スをٞ௕とする eW( を設ཱし、౼ٞจॻの改గを行
うことに߹意した。

ٞ୊ ��ɽ஍Ҭௐ੔ࠃͷ໊ࢦ
����ɿظアジア地域ௐ੔国（任ظ࣍ 年݄̓ʙ���� 年

݄̓）として、インυネシアから日本が推બされ、タイ、
インυ、ϑΟリϐン、カンϘジア、ؖ国、த国、バング
ラデシュ、ύΩスタン、ラΦス、ϒータン、シンΨϙー
ル、Ϟンΰル、ネύール、スリランカ、アϑΨχスタン
のࢧ持発言をಘて、部会は全会Ұகでզが国をௐ੔国と
してࢦ࠶名することをୈ �� ճ総会にק告することに߹
意した。

ٞ୊ ��ɽ�ͦ ͷଞͷ߲ࣄͳΒͼʹ࣍ճձ߹ͷ日ఔ͓Αͼ
։࠵஍

࿏্販売৯඼のӴੜ実ൣنࢪのࡦఆにؔする౼ٞจॻ
インυΑり౼ٞจॻの಺༰、࿏্販売৯඼のॏཁ性͓

ΑͼӴੜ実ൣنࢪのඞཁ性にͭいてઆ໌がなされた。
多数の国は、࿏্販売৯඼のӴੜ問題にରॲするため

のϞデルになること、࿏্販売৯඼が地域ࡁܦにݙߩし
ていること、CCASIA のઓུܭը案の໨తにద߹して
いることを理由に提案をࢧ持した。த国からは、本࡞業
にͭいてはࢧ持しͭͭもଞの地域でࡦఆされたΨイυラ
インと౷߹してੈք֨نにできるのではないかという意
。がग़されたݟ

部会は、実ൣنࢪのൣғを࠷もॏཁな問題であるӴੜ
分໺にߜりͭͭ、ୈ �� ճ総会に新࡞ن業としてのঝೝ
を求めることに߹意した。また、総会でのঝೝを前提と

して、インυをٞ௕とする eW( を設ཱし、࣍ճ会߹で
のݕ౼のため、Ӵੜ実ݪൣنࢪ案を࡞੒することに߹意
した。

従来ܕのҭछにΑって栄養ڧԽされた࡞෺にؔする情報
I'PRI Αり従来ܕのҭछにΑって栄養ڧԽされた࡞

෺にؔして発දがあった。さらに、ࡏݱ、栄養ڧԽされ
た࡞෺にؔするίーデοクス֨نはଘࡏしないこと、
���� 年 � ݄に։࠵されたୈ �� ճ CC'L に͓いて、࣍
ճ会߹に޲けて౼ٞจॻを࡞੒することが決ఆされたこ
と͓Αͼ本年 �� ݄に։࠵されるୈ �� ճ栄養・特घ用
్৯඼部会（CCN'S%6）に͓いてݕ౼されるࢫの情
報提供がなされた。

࣍ճ会߹の日ఔ͓Αͼ։࠵地
࣍ճୈ �� ճ部会は໿ � 年ޙに։࠵されること、ৄࡉ

にͭいては、ୈ �� ճ総会でのௐ੔国のࢦ名ޙに֤国に
ରし఻ୡされることが情報提供された。

���� 年ɹ農林水産省ɹೖ省

���� 年ɹ農林水産省ফඅ・安全ہফඅ・安全੓ࡦ՝国際分ੳ܎௕ 

���� 年ɹࡏカルΨリー総ྖ事館ɹྖ事

ུྺ
（Έ΍ͨɹΓ͑͜）ࢠܙɹཧాٶ
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ୈ � ճ #eSe5o 会ٞは ���� 年 � ݄ � 日から � 日にかけて、ソ΢ルで։࠵された。ࠓճは、行੓ؔ܎者のΦϒβー
バーটᡈが実ݱし、それͧれの国の੓෎ؔ܎者がಉ੮された。会ٞは従来Ͳ͓り֤地域の情報ަ׵とڞಉ࡞業にؔ
するݕ౼のೋ本ཱてで行われた。情報ަ׵として֤地域から৯の安全・リスクアセスϝンτにؔわるτϐοクが紹
介された΄か、ڞ௨の࿩題として栄養੒分දࣔにؔする報告が行われた。また、͓ۃࡾΑͼ東ೆアジア地域のڞಉ
年౓の੒Ռがࡢ業である農林水産省のϓϩジΣクτの࡞ ILSI Japan Αり報告され、本ϓϩジΣクτをܧ続してい
くことがྃঝされた。ࠓ年౓はインυなͲにௐࠪ地域を֦大して行われ、研究੒Ռにͭいては、報告会が ���� 年
� ͼΦϒ࠶者に܎されることが決ఆされ、行੓ؔ࠵東京で行われる༧ఆとなっている。࣍ճの会ٞはத国で։ࠒ݄
βーバーとして参加いただけるΑう、֤ڌ点で౒ྗすることとされた。

またࠓճ ILSI ,orea は、会ٞに先ཱͭ � 日のޕ前に、ؖ国৯඼ҩༀ඼安全ி（,'%A）との࠵ڞで「アジア地
域に͓ける৯඼ఴ加෺のඪ४と੔߹Խ」と題するセϛφーを࠵し、͓ۃࡾΑͼ東ೆアジアの੓෎ؔ܎者にΑるߨԋ
がӳؖのಉ࣌௨༁にて行われた。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
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ILSI ,orea
 ILSI 'ocaM PoJnt Jn CIJna
 anE ILSI Japan IeME tIe �tI #eSe5o NeetJnH Jn SeoVM on tIe �tI anE 
�tI oG SepteNCer
 ����� It XaT tIe GJrTt opportVnJtZ Gor tIJT NeetJnH to IaWe oCTerWerT GroN reMateE HoWernNent 
aVtIorJtJeT Jn eacI coVntrZ� 5Ie aHenEa conTJTteE oG an eYcIanHe oG JnGorNatJon anE EJTcVTTJonT on GVtVre 
cooperatJon�

AT part oG tIe eYcIanHe oG JnGorNatJon
 eacI CrancI reporteE on topJcT reMateE to GooE TaGetZ anE rJTL 
aTTeTTNent
 anE HaWe a report on nVtrJtJon MaCeMJnH reHVMatJon Jn tIat reHJon� In tIe EJTcVTTJonT on cooperatJon
 tIe 
oVtcoNe oG tIJT Zear`T .A'' TponToreE project XaT preTenteE CZ ILSI Japan
 anE tIe partJcJpantT aHreeE XJtI JtT 
contJnVatJon� 5IJT Zear`T project eYpanEeE to coWer InEJa anE neJHICorJnH coVntrJeT
 anE tIe oVtcoNe XJMM Ce 
preTenteE at a 5oLZo TeNJnar neYt 'eCrVarZ� 5Ie neYt NeetJnH XJMM Ce IeME Jn CIJna
 anE Jt XaT EecJEeE to Eo tIe 
CeTt to aHaJn JnWJte oCTerWerT GroN reMateE HoWernNent aVtIorJtJeT Jn eacI coVntrZ�

5IJT Zear
 ILSI ,orea IeME a TeNJnar naNeE l'ooE AEEJtJWe StanEarET anE HarNonJ[atJon Jn ATJa ReHJonz Jn coM�
MaCoratJon XJtI ,'%A� It XaT IeME VTJnH ,orean�&nHMJTI TJNVMtaneoVT JnterpretatJon anE HoWernNentaM repreTentatJWeT 
GroN eacI coVntrZ anE tIe AS&AN reHJon Xere JnWJteE TpeaLerT� 5Ie EetaJMT oG tIJT TeNJnar Xere CrJeGMZ reporteE�

ཁɹࢫ
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ILSIの仲間たち

第4回 ILSI BeSeTo 会議報告
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#eSe5o 会ٞは、ؖ国・த国・日本の֤ ILSI ϒラン
νが৯の安全にؔする情報のڞ有とڞಉ࡞業にΑる発ల
を໨తとして始まった取り૊みである。� 地域のट౎の
಄จࣈをとって #eSe5o とݺんで͓り、会ٞは年 � ճ、
� 地域の持ͪまわりで։࠵されている（ࡏݱ、ILSI 東
ೆアジアもΦϒβーバーとして参加த）。

։࠵地がҰ८してؖ国に໭り、ୈ � ճの会ٞは ����
年 � ݄ � 日ޙޕʙ� 日ޕ前にソ΢ルࢢϓϨスセンター
ϗールで։࠵された。ࠓճの大きな特௃のͻとͭは、行
੓ؔ܎者のΦϒβーバーটᡈが実ݱしたことである。த
国はӴੜ部（.oH）、ؖ国は ,'%A からそれͧれ୲当
者が、また東ೆアジアを୅දしてインυネシアからも੓
෎ؔ܎者がಉ੮された。日本からは、国ཱҩༀ඼৯඼Ӵ
ੜ研究ॴ ৯඼ఴ加෺部のѰࢁ部௕͓Αͼফඅ者ி ৯඼
දࣔ՝のถ૔Ӵੜௐࠪ׭の � 名に参加いただいた。また
ࠓ ճ ILSI ,orea は、 会 ٞ に 先 ཱ ͭ � 日 の ޕ 前 に、
,'%A との࠵ڞで「アジア地域に͓ける৯඼ఴ加෺の
ඪ४と੔߹Խ」と題するセϛφーを࠵し、͓ۃࡾΑͼ東
ೆアジアの੓෎ؔ܎者にΑるߨԋがӳؖのಉ࣌௨༁にて
行われた。#eSe5o の会ٞがこうした࠵しとಉ࣌に։࠵
されたことも、֤国の੓෎ؔ܎者ಉ੮の実ݱに大きくߩ
していると考えられる。以下に会ٞの֓ཁを報告するݙ
΄か、本セϛφーにؔしても؆୯に৮れる。

̎ɽୈ �ճ #F4F5P ձٞ：

（�）૯ׅ
会ٞは従来Ͳ͓り֤地域の情報ަ׵とڞಉ࡞業にؔす

るݕ౼のೋ本ཱてで行われた。
情報ަ׵として֤地域から৯の安全・リスクアセスϝ

ンτにؔわるτϐοクが紹介された΄か、ڞ௨の࿩題と
して栄養੒分දࣔにؔする報告が行われた。また、ۃࡾ
͓Αͼ東ೆアジア地域のڞಉ࡞業である農林水産省のϓ
ϩジΣクτ（東アジア৯඼産業ւ֎ల։ࢧԉ事業）の �
年໨となるࡢ年౓のௐࠪ（東アジアの৯඼౳のج֨ن४、
৯඼ఴ加෺のௐࠪと݁Ռのڞ有Խ）の੒Ռが ILSI Japan
Αり報告された。

続しܧ業としては農林水産省のϓϩジΣクτを࡞ಉڞ
ていくことがྃঝされ、ࠓ年౓はインυなͲ΁のௐࠪ地
域のߋなる֦大と、情報のデータϕースԽをςーϚとす
ることとし、ޙࠓこれまでの੒Ռのアοϓデーτも行っ
ていくことなͲがྃঝされた（な͓ࠓ年౓の研究੒Ռに
ͭいては、インυの๏੍نをத৺とした報告会が ����
年 � ݄に東京で行われる༧ఆとなっている）。またࠓճ
新たなௐࠪςーϚとして ILSI ,orea Αり「ఴ加෺੍ن
の੔߹Խݕ౼」「栄養දࣔの੔߹Խݕ౼」という � ͭが
提案された。これらにͭいてはま֤ͣ地域でその಺༰に
ͭいてݕ౼し、実ݱの可能性にͭいて、来年の ILSI 本
部総会にあわせて設ఆされる会ٞの৔でさらに࿩し߹う
こととなった。

࣍ճの会ٞはத国で։࠵されることが決ఆされ、行੓
、ͼΦϒβーバーとして参加いただけるΑう࠶者に܎ؔ
。点で౒ྗすることとされたڌ֤

（�）֓ཁ
（以֤߱ϒランνのུশをத国�IC、日本�IJ、ؖ 国�I,、
東ೆアジア�S&A とする）
�） 農林水産省ϓϩジΣクτ੒Ռ報告 �（৯඼ఴ加෺ن

੍のௐࠪ）（IJɿࡉ໺ࢯ（αンτリー））
֤ϒランν΁の࣭問දにΑる問߹せ݁Ռ͓Αͼ ILSI 

Japan 国際ྗڠ委員会委員のௐࠪ݁Ռを取りまとめたと
こΖ、ίーデοクスをج४とした৔߹に、日・த・ؖそ
れͧれに͓ける৯඼ఴ加෺੍نは東ೆアジア地域のそれ
とൺֱしてִたりが大きい޲܏にあることがࣔされた。
ϓϨθンςーシϣンではίーデοクスをத৺とした৔߹
の日・த・ؖのෆ੔߹の౓߹いがଠཅܥを໛したਤで提
ࣔされ޷ධをതした（ਤ �）。

1  ຊプϩδΣΫτ成ՌにؔすΔৄࡉは ILSI δϟύϯ 8&# αイτのڠࡍࠃ力ҕһ会のϖーδをࢀরください。  
ʢIUUp���XXX�JMTJKapan�PSH�ILSIJapan�$0.�$PN�8�pIpʣ

日本ࢀՃऀ
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�）AS&AN 地域のఴ加෺੍نの੔߹Խの取り૊み
 （S&AɿCIan （ࢯ

これまで ILSI S&A が行ってきた取り૊みが報告さ
れた。ILSI のルーτを௨͡て֤国の情報のऩ集にあた
り、ಘられた݁ՌをデータϕースԽして AS&AN の੓
෎ؔػにΑるϫーΩンググルーϓ（W(）のݕ౼にྗڠ
してきたこと、さらに࠷近、Αりૢ࡞性を্げたバー
ジϣンを࡞੒したことが報告された �。
�）֤国の৯඼安全にؔわるτϐοク
ᶃத国

J）৯඼汚染・ِ࿨・࢖用ج४ҧ൓౳（ICɿ(ao （ࢯ
 ɹ可઼ࡎϑタルࢎΤスςルྨのࠞೖ問題をは͡めとし
て、Lean Neat poXEer（ラクτύϛン౳のༀࡎのෆਖ਼
用）、(Vtter oJM（ഇ༉を৯用༉としてϨスτランに࢖
販売）、߳ྉにΑるِ࿨（ビーϑ・ϑϨーバーを࢖い、
ಲ೑をڇ೑として販売）、৭素の࢖用ج४ҧ൓（෺࣭
はఴ加෺としてはೝ可されているが、࢖用ର৅৯඼に
ٿがあった）、Ϊϣ΢βの汚染事݅（ԫ৭ϒυ΢ݶ੍
౓量を໌確にしていݶग़ݕのඪ४ではࡏݱ。ग़ݕのە
るが、ফඅ者は「ෆݕग़」ではないことで੍ޚがෆॆ
分なのではないかとݒ೦）、஡のཹ࢒農ༀ（ࢢຽஂମ
から大手ا業の஡にཹ࢒農ༀݕग़との発ද。੓෎ؔػ
が࠶分ੳしたൣғではݕग़されなかった）、なͲ。த
国でもຽऺは৯඼の安全性にහײになってきている
が、その֮ײとத国の৯඼安全の実ଶにはまだ大きな

Ϊャοϓがあり、また্ड़の஡の問題のΑうな඄ᨱத
ইతな事݅もىきている。リスクίϛュχέーシϣン
の取り૊みがॏཁである。
JJ）৯඼安全ඪ४にؔする � 年ϓラン（ICɿLJ （ࢯ
 ɹ৯඼安全行੓に͓ける国Ոඪ४（(#）のありかた
にؔするݱঢ়の問題点として、いくͭかのॏཁな分໺

（分ੳ๏、แ૷ࡐྉ౳）に (# がগなく、(# を設ఆ
するためのՊֶతかͭ実用తなํ๏がෆ଍しているこ
と、また (# にؔするܒ発活動がॆ分でないことなͲ
がڍげられる。これをղফするため � 年ؒのϓランが
੍ఆされた。(# 設ఆの理೦として、ヒτの健康保ޢ
のために๏੍نとしてඪ४を設ఆすること、Պֶతな
リスクධՁの݁Ռをద用すること、国際తなඪ४を参
রしͭͭ国಺のݱঢ়をೝࣝすること、ಁ໌性を確保す
ることなͲがڍげられる。ϓランでは、���� 年まで
にطଘの (# をݟ௚してໃ६やॏෳを省き、(# にΑ
る管理を推進するҰํで、(# にؔするؔؔػ܎΁の
。発活動を行っていくこととしているܒ

ᶄ日本
J） Ҩ఻ࢠ૊׵え技ज़を用いたఴ加෺（IJɿ߳ଜࢯ（味

の素））
 ɹ日本ではҨ఻ࢠ૊׵え技ज़を用いた৯඼と৯඼ఴ加
෺は安全性ධՁがٛ຿付けられている。ඇ૊׵え඼と
ಉ౳とみなされればධՁはෆཁだが、その൑அは安全
性ධՁؔػで行われ、ا業౳がউ手に൑அすることは
できない。ࠓճのҰ࿈の販売ఀࢭ・ճऩા置は、安全
性にݒ೦があったΏえのものではなく、あくまでもॴఆ
の手続きをଵったίンϓライアンスҧ൓΁のରԠである

（݁Ռとして問題になった製඼は΄とんͲがඇ૊׵え඼
とಉ౳とみなされ、問題なしと݁࿦付けられている）。
JJ）ඇ加೤೑と৯தಟ（IJɿۚࢯࢠ（日本ίカ・ίーラ））
 ɹ ���� 年の報告಺༰のߋ新。厚ੜ࿑ಇ省・ফඅ者ி
でݕ౼していたੜ৯೑取りѻい・ੜ৯用೑のදࣔや஫
意ىשにؔするΨイυラインがਖ਼ࣜ൛となり、΢シの
؊ଁをੜで৯すること、ੜ৯のために提供することが
。されたࢭې
JJJ）ίνχール৭素 （IJɿۚࢯࢠ（日本ίカ・ίーラ））
 ɹίνχール৭素をؚΉ飲ྉを飲んだফඅ者がٸ性の
アϨルΪー൓Ԡをىこしたという࿈བྷがফඅ者ிに
ೖったことから஫意ىשが行われたが、Ұ部あいまい

/"&S"、ࡏݱ  2 ੓෎ؔ܎者のΈΞΫセεՄೳとのこと
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な点もあり、ফඅ者・৯඼業քにいっときࠞཚがੜ͡
た。ίνχール৭素にΑるアϨルΪーは以前からւ֎
でも報告はあるものの、そのݪҼはෆ७෺のタンύク
にΑるとされて͓り、タンύクのؚ有量のগない製඼
もੈのதにはすでに流௨している。アϨルΪーの発঱
報告数もࡏݱදࣔର৅となっている෺࣭とൺֱすると
めてগないことがわかっている。アルϛχ΢ϜϨーۃ
ΩであるカルϛンはߚޱなͲのԽহ඼にも࢖用されて
͓り、この࢖用にΑるӨڹも考えられることから厚ੜ
࿑ಇ省ではༀ事ؔ࿈分໺΁も஫意ىשを行った。

ᶅؖ国
J） ৯඼தの �ô.I（ϝνルイϛμκール）（I,ɿ,JN （ࢯ
 ɹ �ô.I にͭいては、ถ国環境保ޢி（6S &PA）に
Αる ���� 年の発がん性にؔする報告ॻが発୺となり、
カリϑΥルχアभでの Prop�� ΁の௥加、ถ国の研究
΁のカラϝ（6S '%A）ہにΑるถ国৯඼ҩༀ඼ؔػ
ル৭素（製๏にΑりෆ७෺として �ô.I がඍ量ੜ੒す
る可能性がある）の࢖用ࢭېਃ੥なͲで問題になった
が、௥ってԤभ৯඼安全ؔػ（&'SA）からは &PA
のݧࢼにͭいてᮢ஋設ఆが可能であり࠷大無ಟ性量

（N0A&L）設ఆが可能とのݟղが発දされ、国際が
ん研究ؔػ（IARC）でも �#（poTTJCMZ carcJnoHenJc 
to IVNanT� ヒτにରして発がん性のڪれがある）と൑
ఆ。ؖ国では ,'%A がϞχタリングௐࠪを行った݁
Ռ、ίーラதの �ô.I は問題の無いϨϕルであったと
発දがあり௜੩Խのํޙࠓ。޲は、৯඼தのカラϝル
৭素͓Αͼ �ô.I の安全性にͭいての知ࣝをਖ਼しく఻
えるために、ফඅ者とのద੾なίϛュχέーシϣンの
とりํをֶͿҰํで、৯඼加޻தの �ô.I のํݮ࡟๏
をݕ౼するඞཁがある。
 ɹՊֶの発లは安全な৯඼の供給とެऺの健康安全に
大きくد༩してきたが、分ੳ技ज़の発లにΑりඍ量の
੒分のݕग़も可能となったことで、このΑうに、これ
まで何の問題も無く流௨していた৯඼にಟ性のݒ೦の
ある෺࣭が࢒ଘする可能性のあることが൑໌すること
もある。このΑうな事ଶがいったん൑໌すると、ফඅ
者はج४設ఆではなくθϩ・τϨランスを求めてくる
といった問題もىこる。このΑうにطଘの෺࣭に新た
な問題が持্ͪがった৔߹には、まͣ事৅をਖ਼しくݟ
めリスクをਖ਼しく理ղすることがඞཁであり、分ੳۃ
技ज़の໘からは、信པ౓の௿いํ๏や技ज़にΑりಘら
れたޡった݁Ռが、ࡁܦతにμϝージを༩えるΑうな

ことのないΑう৺がけなければならない。
JJ）φτリ΢Ϝઁ取ݮগ΁の取り૊み（I,ɿJanH （ࢯ
 ɹ ���� 年から取り૊みが始まってきた。まͣはঢ়گ
を೺Ѳし、φτリ΢Ϝの栄養参র量（NR7）を௿ݮし、
දࣔٛ຿Խのର৅にも加えた。またֶߍ・Ոఉ΁のܒ
発活動もੵۃతに行っている。しかしながら、� 日の
৯Ԙઁ取量は ���� 年から ���� 年にかけてඍ૿して
͓り、ੈք保健ؔػ（WH0）の推঑ઁ取ݶ౓のഒ以
্の஋をΩーϓしている。ݮԘにΑるҩༀ඼ίスτの
はݮ࡟ ��� ԯถυル相当と推ࢉされ、ݮԘはすでにݸ
人の健康保ޢにとͲまらないࣾ会ࡁܦతな՝題でもあ
る。,'%A ではϨスτランの自ओతなݮԘを推঑し、
業քでもݮԘに取り૊んでいる。また ,'%A はݮԘ
ϝχューのϨシϐをެ։・഑෍するなͲしてܒ発にも
取り૊んでいる。

�）リスクධՁにؔわる情報
ᶃத国ɿ৯඼安全とリスクධՁの進ల（ICɿCIen （ࢯ

���� 年 �� ݄に国Ո৯඼安全リスクධՁセンター
（CS'A）が設ཱされた。すでにผ్設ཱされている国
Ո৯඼安全リスクධՁઐ໳Ո委員会の事຿ہとしてリス
ク分ੳの実຿を୲っている。委員会にΑる確ೝ݁Ռをධ
Ձॻにまとめ、.oH に提ग़して .oH のリスクϚネジϝ
ンτをαϙーτする΄か、৯඼安全国Ոج४のݕ౼委員
会の事຿ہも຿めている。これまで、Ϥ΢素、カυϛ΢
Ϝ、アルϛχ΢Ϝ౳々の๫࿐ௐࠪ、ܲ೑のە汚染にؔす
るఆ量తリスクධՁ、౳を手がけている。アルϛχ΢Ϝ
のྫでは、アルϛχ΢Ϝをؚ有するఴ加෺の࢖用Ϩϕル
を੍ޚし、用్をڱめてෆཁなものはリスτから࡟আす
ることなͲがק告された。このק告にͮجき、.oH で
は �� ඼໨のఴ加෺の࢖用Ϩϕルと࢖用ൣғの੍ݶをఆ
めた。
ᶄ日本ɿ55C ֓೦にͭいて（IJɿࢯޱࢁ）

ILSI、特に ILSI &Vrope ではこの֓೦の研究を௕年
続けて͓り、日本でもこの問題にͭいては৯඼リスク研
究部会でݕ౼を行っている。���� 年に国際シンϙジ΢
Ϝを։࠵した΄か、���� 年 �� ݄に日本ༀֶ会ओ࠵で行
われたؔ࿈シンϙジ΢Ϝにもࢍڠしている。ւ֎では
ίーデοクスの汚染෺࣭部会で 55C にͭいてٞ࿦され
て͓り、この֓೦にͭいて「৯඼தにඍ量にؚまれるಟ
性ະ知な෺࣭のධՁを行うためのツールとして։発され
てきたこと、そのԠ用にはԽֶߏ造にؔする知ࣝと、ਖ਼
確な๫࿐量の೺Ѳがඞཁであること」なͲとղઆするจ
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અを、リスク管理のબ୒ࢶにؔするΨイμンスにؚめる
こととした。ถ国では実用తなリスク管理のツールの �
ͭとして提言されて͓り、&'SA でも ���� 年 � ݄にΨ
イμンスを࡞੒している。
ᶅؖ国ɿヒτ・バイΦϞχタリングにΑる๫࿐ධՁ
 （I,ɿCIaJ （ࢯ

ؖ国では、���� 年から数々の研究を௨͡本݅をݕ౼
してきた。έーススタデΟとしてμイΦΩシン、ϑタル
。げられるڍΤスςルྨ、アクリルアϛυなͲのྫがࢎ
くリスクධՁ手๏を։ͮجはバイΦϞχタリングにޙࠓ
発し、データϕースをリスクධՁに活用することが考え
られている。
�）栄養දࣔ
ᶃ  ήスτߨԋɿ「日本の৯඼දࣔʵ栄養දࣔٛ຿Խの動

׭をத৺に」 ফඅ者ிɹถ૔Ӵੜௐࠪ޲
日本の৯඼දࣔは৯඼Ӵੜ๏・JAS ๏・健康૿進๏

（͓Αͼܠද๏౳）でఆめられている。栄養දࣔは健康
૿進๏のୈ �� ৚、�� ৚、�� ৚の � なͲでݸ々の߲໨
がఆめられている。ফඅ者ிでは、ফඅ者の健康にؔす
る意ࣝのߴまりなͲから栄養දࣔのٛ຿Խを໨ࢦし、こ
れまでݕ౼を続けてきている。
ᶄ֤国のঢ়گ

�ɽத国（ICɿLJ （ࢯ
ɹ ɹ ���� 年 �� ݄に栄養දࣔج४がެ෍され、����

年 � ݄Αりద用となる。แ૷ࡁみ加޻৯඼にద用さ
れるが、αϓリϝンτ౳はؚまれない。ٛ຿දࣔの
ର৅事߲は೤量͓Αͼ、タンύク࣭、࣭ࢷ、୸水Խ
෺、φτリ΢Ϝのؚ有量と NR7�、ڧௐදࣔされ
ている栄養素のؚ有量と NR7�、ߗԽ༉࢖用࣌の
τランスࢷ๱ؚࢎ有量（5'A Ϩϕル）なͲ。推঑

දࣔのର৅事߲は、そのଞの栄養素のؚ有量と
NR7ˋなͲである。

�ɽؖ国（I,ɿLJN （ࢯ
ɹ ɹ ���� 年Αり実ࢪされている栄養੒分දࣔは、ද

ࣔをٛ຿とする৯඼分ྨや栄養੒分をঃ々に֦大し
ている。ࡏݱ、栄養දࣔがٛ຿Խされている৯඼分
ྨは �� あり（Ϩτルτύ΢ν৯඼、՛ࢠ（スφοク・
ビスέοτ・ΩャンデΟにݶる）、ύンとᰴ಄、νϣί
Ϩーτ、ジャϜ、৯用༉ࢷ、໙ྨ、飲ྉ、特ఆ栄養৯
඼、ڕ ग़来߹い৯඼（Ω、（೑ソーセージのみڕྨ）
ンバϒ（日本のଠרきにあたる）、ϋンバーΨー、α
ンυイον））、දࣔٛ຿のある੒分は、೤量、୸水
Խ෺と౶分、タンύク量、ࢷ๱と๞࿨ࢷ๱ࢎ・τラ
ンスࢷ๱ࢎ、ίϨスςϩール、φτリ΢Ϝ、そのଞؚ
まれていることをએ఻した栄養੒分となっている。

ɹ ɹ近年はࢠ供の޷Ή৯඼ྨ΁の栄養੒分දࣔにॏ点
が置かれていたが、���� 年にはϨスτランのϝ
χューにも栄養੒分දࣔがಋೖされた。���� 年に
は栄養੒分૊੒にΑり৭やܗをมえた栄養දࣔがಋ
ೖされた。৭やܗをมえた栄養੒分දࣔํ๏は、ࢠ
供にも理ղしやすいことを໨తとしてಋೖされた
が、ٯにޡղをੜ͡るといった意ݟもあり、そのํ๏
が本当にޮՌతかͲうか、ߋなるݕ౼がඞཁである。

̏ɽ�γϯϙδ΢ϜʮΞδΞ஍Ҭʹ͓͚Δ৯඼ఴ
Ճ෺ͷඪ४ͱ੔߹Խʯ֓ཁ

（�）தࠃ（%S��9VEPOH�;IBOH
�.P)）
�）���� 年、৯඼行੓を改ֵ、� ͭのؔػ（� ͭは以前

#F4F5P ձٞࢀՃऀू߹ࣸਅ
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からある省ி）が৯඼安全行੓にܞわって͓り、これが
ෳࡶさを͡ײさせるݪҼとなっている。国຿Ӄ৯඼安全
委 員 会（CoNNJttee oG 'ooE TaGetZ oG State CoVncJMɿ
'SC）͓Αͼその事຿ہは৯඼安全๏ࢪ行ޙ新たに設
ཱされたؔػで、৯඼安全にؔわる問題にͭいて情報提
供と全ମのίーデΟネーシϣンを行っている .oH は、
以前は 'SC の໾ׂも୲っていたが、ࡏݱは৯඼ج४の
設ఆ、リスクධՁやリスクϚネジϝンτを୲当し、ϙリ
シー・ϝーカーとしてػ能している（த国の৯඼安全๏
ではリスクධՁは .oH の୲当となって͓り、���� 年に
CS'A を設ཱしてリスクධՁを行っている）。そのଞ農
຿省（.oA）は農産෺の৯඼安全、国Ո࣭量؂ಜࠪݕ
製造にؔわ޻は৯඼の༌ग़ೖと加（A2SI2）ہӸ総ݕ
る案݅、国Ո޻঎行੓管理総ہ（SAIC）は৯඼の流௨、
国Ո৯඼ༀ඼؂ಜ管理ہ（S'%A）はର໘販売や֎৯産
業を୲当管理している。
�）ఴ加෺にؔする取り૊み
ᶃج४設ఆ・新ࢦنఆ・ফআは .oH、製造ڐ可・ఆظ
は࡯ࠪ A2SI2、ࢢ৔ௐࠪは SAIC、Ϩスτラン౳での
ఴ加෺੍نは S'%A と、それͧれの໾ׂにԠ͡分୲。
ᶄఴ加෺は、৯඼ఴ加෺・加޻ॿࡎ・৯඼߳ྉ、νュー
イングΨϜࡐجに分ྨされる。৯඼ఴ加෺্੍ن、栄養
�����#)、も৯඼ఴ加෺のҰछとみなされࡎԽڧ には、
栄養ڧԽに用いられる෺࣭と࢖用ൣғ、࢖用Ϩϕルがن
ఆされる。
ᶅ新ࢦنఆ

新نのࢦఆや࢖用ൣғの֦大なͲにؔしては、まͣ
.oH にؔ܎ॻྨを提ग़する。ॻྨには、技ज़తඞཁ性
や安全性、安ఆ性なͲの情報がؚまれる。技ज़తཁ݅に
ؔするॻྨはެ։されてίϝンτཁ੥が行われ、そのଞ
のॻྨはઐ໳ՈύネルがϨビューを行う。問題なしとな
れば .oH にΑりೝ可され、告ࣔされる。この告ࣔは
(#���� とಉ͡ॏみを持ͭ。

（�）�日本（%S��Ѱߒࢁɺཱࠃҩༀ඼৯඼Ӵੜڀݚॴ�৯඼
ఴՃ෺෦）

�）৯඼੍نのج本ɿ৯඼安全ج本๏、৯඼Ӵੜ๏
�）ఴ加෺੍ن
ᶃࢦఆ੍。新たな඼໨にͭいてはࢦఆཁ੥がඞཁ。
ᶄ֨ن設ఆɿ設ఆされた֨نは告ࣔެޙఆॻに掲載される。
ᶅ๫࿐量ௐࠪɿϚーέοτバスέοτ๏で行われる。


S��%POH�TVM�,JN%）ࠃؖ（�）�,'%"）
�）ؖ国の৯඼ఴ加෺੍֓نཁ
ᶃ日本の৯඼Ӵੜ๏を手本として設ఆされた。ୈ � ৚に
৯඼ఴ加෺のఆٛがه載されている。ୈ � ৚には৯඼ఴ
加෺のೝ可手ॱがه載されている。
ᶄୈ � ৚は、特ఆの৔߹（ఴ加෺としてೝ可された৔߹
౳）をআいての、Խֶ෺࣭のఴ加෺࢖用のࢭې。
ᶅ৯඼ఴ加෺はදࣔのための �� のػ能があるが、ఴ加
෺の֨نや࢖用ج४を掲載する৯඼ఴ加෺ެయは特にカ
ςΰリーผになっているわけではない。ެయには、ݸ々
のఴ加෺にͭいて、ఆٛ、ମࡋ、ಉఆํ๏が掲載されて
いる΄か、࢖用ج४（ఴ加෺Ұൠと特ఆのఴ加෺޲けが
ある）も掲載されている。
�）ίϛュχέーシϣン
ᶃফඅ者は৯඼ఴ加෺にͭいてݒ೦を๊いて͓り、৯΂
る΂きではないという意ࣝがある。৯඼ఴ加෺はその用
్に͓いて੓෎にೝめられた安全なものであり、ਖ਼しい
。発を行いたいܒ
ᶄ情報提供は֤年ྸ૚（ࢠ供、੒人）޲けのখࢠ࡭の΄
か、XeC 、のҰ環として「利ݖ知る」。由でも行っているܦ
用実ଶなͲ࢖४、安全性データ、දࣔ、ւ֎でのج用࢖
を報告し、なͥ৯඼ఴ加෺はඞཁかʁといった 2�A も
設ఆしている。

（�）�"4&"/（%S��3PZ�4QBSSJOHB
�/"�%'$（#�10.）
�
*OEPOFTJB）

گ֓（�
���� 年୅はԤถがؔ༩する๵қがѹ౗తに多かった

が、やがて ���� 年୅には日本とؖ国が東アジアの๵қ
をリーυするΑうになり、�� 年୅にೖると、AS&AN
がܗ੒されて、�� 年୅には東Ԥ―AS&AN ؒの๵қが、
東Ԥ―Ԥถؒの๵қΑりも大きくなっていった。ࡏݱ、
AS&AN の (%P はੈք全ମの �� ˋऑを઎めるまでに
੒௕している。
�）৯඼安全の੔߹Խにؔする取り૊み

AS&AN ではج४と඼࣭にؔしݕ౼する委員会を発଍
し、ج४の౷ҰԽに౒めてきた。ର৅として HS ൪߸
��ô��（加޻৯඼で LoX rJTL のもの）をୈҰ༏先にબ୒、
৯඼ఴ加෺とॏۚଐؚ有量にͭいて੔߹Խの可能性をݕ
౼。その࡞業を௨͡て੔߹Խݕ౼に用いることのできる
൑அथを։発し、データϕースを࡞੒した。全ମとして
は੔߹Խのํ޲にあるが、ৄࡉ部分の֤国๏ن΁のམと
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しࠐみにはࠔ೉を൐って͓り、ݕ౼はܧ続தである。

（�）�ϦεΫड༰ͱϦεΫίϛϡχέʔγϣϯ（1SPG��-ZOO�
'SFXFS
�/FXDBTUMF�6OJW�
�6,）

�）リスクड༰
ফඅ者のײ情として、まͣ自分で੍ޚできないこと、

೦が大ݒతな݁Ռとなる可能性をൿめている෺事にہഁ
きくなる。また、自然քにଘࡏしないものにରしてもݒ
೦が大きくなる޲܏がある。
�）ద੾なリスクίϛュχέーシϣン

誰にରして行うかを໌確Խし、情報をडけるଆがͲう
いった಺༰を求めているか（情報提供ଆが何をίϛュχ
έーτしたいかではなく）を໌確Խする。もし利ӹがあ
るならば、それも໌確にࣔす΂きである。また、ক来、
૪となりそうな点、リスクがੜ͡そうな案݅、新たな܎
知ݟがग़てきたときなͲのίϛュχέーシϣンはϓϩア
クςΟϒにࣥり行う΂きであり、ػةతঢ়گがىこって
からのίϛュχέーシϣンはできるだけ଎やかに、ᐆດ
さは省いて఻えることがඞཁである。
�）݁࿦
ᶃ৯඼安全にؔするリスク―ϕネϑΟοτのίϛュχ
έーシϣンはফඅ者・ࢢຽのݒ೦を考慮して行われる΂
きである。そのର৅が、ヒτ・動෺・環境にٴ΅す技ज़
తなӨڹだけでなく、ࣾ会త・ࡁܦతなӨڹにؔするア
セスϝンτの݁Ռにも৮れてίϛュχέーシϣンす΂き
である。
ᶄ৯඼ఴ加෺にؔしては、もしফඅ者がその安全性、利
ӹ、ศ利さ౳を知֮するのであれば、ೝ༰できるものと
なっていくかもしれない。
ᶅίϛュχέーシϣンはϓϩアクςΟϒにಁ໌性をもっ
て行われる΂きである。

̐ɽ͓ΘΓʹ

� ճ໨の #eSe5o 会ٞは、ओ࠵者である ILSI ,orea
のੵۃతなӡӦにΑりࠓճも੒ޭཫにऴྃした。ࡏݱは、
情報໢の発ୡにΑり日本にډながらにして֤国の情報を
ಘることも以前Αり༰қになってきてはいるが、ݱ地の
ํ々、それも、その࿩題に௨͡たํ々にઆ໌をडけてॳ
めてঢ়گが೺Ѳできるέースもまだ多い。Αって、ݱঢ়、
年 � ճ（総会࣌もೖれると年 � ճ）の։࠵とはいえ、

情報ڞ有の৔としての #eSe5o 会ٞの持ͭ意味はまだ
まだ大きいと考える。また、ࠓճ実ݱした行੓ؔ܎者の
Φϒβーバー参加は、当然のことながら会ٞでのٞ࿦に
ͭいての੓෎からのݟղや ILSI の活動΁のྗڠをද໌
するためのものではないが、ILSI の国際తなྗڠମ੍
とその活動ঢ়گを行੓αイυに知ってもらうにはいいػ
会であり、ޙࠓもҾき続き参加いただけるΑうಇきかけ
をしていくことがॏཁと考えられる。

こうした取り૊みをいいܗでܧ続していくには、֤ڌ
点のੵۃతな࢟ྗڠ੎がܽかせない。その意味では、ࠓ
ճॳめて ILSI ,orea からもڞಉ࡞業のςーϚが提案さ
れたことは๬ましいํ޲であるといえる。農林水産省の
ϓϩジΣクτに୺を発するڞಉ࡞業もର৅地域やௐࠪର
৅を֦大しながら発లతにܧ続して͓り、日・த・ؖ �
国にとͲまらない、ILSI アジア地域全ମのίϛュχέー
シϣンとྗڠମ੍のߏஙならͼにそのܧ続に大きくݙߩ
していくと考えられる。ޙࠓもこれらの活動を௨͡てւ
֎とのྗڠମ੍を維持発లさせるҰํで、ILSI Japan
のଞの委員会や研究部会ともྗڠして、アジア地域での
ILSI としての活動が ILSI Japan 全ମの取り૊みとして
も、Αり発లしていけることをظ଴している。

���� 年ɹ東京大ֶ農ֶ部ɹଔ業

���� 年ɹ߳࠭ߴྉ޻業ࣜג会ࣾɹೖࣾ、総߹研究ॴۈ຿

���� 年ɹಉɹ඼࣭保ূ部ۈ຿

日本߳ྉ޻業会 I0'I（国際߳ྉ޻業ڠ会）特໋委員

ུྺ
ؔ୩ɹ࢙ࢠ（͖ͤ΍ɹ;Έ͜）
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ʻ 'SJFOET�JO�*-4* ʼ
3FQPSU�PG�*-4*�&VSPQF�8PSLTIPQ�PO�
l'PPE�"MMFSHZ��'SPN�5ISFTIPMET�UP�"DUJPO�-FWFMT z

小࿏ɹਖ਼ത

ॴڀݚձࣾ৿ӬੜՊֶࣜג
ৗ຿औక໾

৯෺アϨルΪーがॏ大な健康問題であることがੈքతに知られͭͭあるத、ւ֎では৻ॏな行੓の考えํから、
৯෺アϨルήンの੍ن஋が決められていない。しかし有ࣝ者をத৺に、ݱ実తな৯෺アϨルΪーのリスク管理のた
めに何らかのج४がඞཁであることがೝࣝされͭͭある。そこで ILSI &Vrope が৯෺アϨルΪーの 5IreTIoME（ᮢ
஋）から、৯෺アϨルήン管理のためのରجࡦ४、ActJon MeWeM に焦点を当てたϫークシϣοϓを ���� 年 � ݄ ��
ʙ�� 日、 ӳ国の ReaEJnH でओ࠵し、ถ国 5Ie 'ooE AMMerHZ ReTearcI � ReToVrce ProHraN（'ARRP）、カφμ保
健省৯඼ہ、ILSI NortI ANerJca、ネϒラスカ大ֶとともに ILSI Japan がこれに࠵ڞした。ϫークシϣοϓでは
ઐ໳ՈにΑる࠷新の৯෺アϨルήンのᮢ஋確ཱのための活動報告や研究੒Ռが紹介され、さらに৯෺アϨルΪーを
持ͭ人のグルーϓからの意ݟがग़された。スςークϗルμーの意ݟ集໿がϫークシϣοϓの໨తとしてあったが、
৯෺アϨルΪーを持ͭ人のグルーϓはج४設ఆにはࢍ੒であるものの、θϩリスクを求めるҰ部の人々の੠がڧ
く、۩ମతな ActJon MeWeM 設ఆまでにはࢸらなかった。このΑうなঢ়گ下、これまで �� 年にわたり「���H アϨル
ήンタンύク࣭ʗH ৯඼」の੍ن஋をӡ用してきた日本のݧܦはوॏであり、ւ֎のରࡦϨϕル設ఆの行き٧まり
のղ決にݙߩできるのではと͡ײた。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
�4VNNBSZ�

%Ve to GooE aMMerHZ JT reHarEeE aT a HMoCaM pVCMJc IeaMtI JTTVe
 eacI reHVMatorZ CoEZ IaT enGorceE GooE aMMerHen 
MaCeMJnH MJHJTMatJon� HoXeWer
 no reHVMatorZ MJNJt oG GooE aMMerHen IaT Ceen Tet on
 eYcept Japan
 tIoVHI tIe eYpertT 
reaMJ[eE tIat TVcI reHVMatorZ MJNJt JT eTTentJaM Gor tIe TVCTtantJaM GooE aMMerHen rJTL NanaHeNent� AccorEJnHMZ
 
ILSI &Vrope orHanJ[eE tIe XorLTIop GocVTJnH on GooE aMMerHen tIreTIoMET to actJon MeWeMT
 XIJcI GacJMJtate tIe GooE 
aMMerHen rJTL NanaHeNent
 on SepteNCer ��ô�� Jn ReaEJnH
 6,
 Jn coMMaCoratJon XJtI 6S 5Ie 'ooE AMMerHZ 
ReTearcI � ReToVrce ProHraN （'ARRP）
 HeaMtI CanaEa 'ooE %Jrectorate
 ILSI NortI ANerJca
 5Ie 6nJWerTJtZ 
oG NeCraTLa anE ILSI Japan�

In tIe XorLTIop
 tIe MateTt reTVMtT on eTtaCMJTIJnH GooE aMMerHen tIreTIoME aT XeMM aT tIe opJnJonT oG GooE aMMerHJc 
JnEJWJEVaM HroVpT Xere preTenteE� 5Ie XorLTIop JntenEeE to JnteHrate tIe opJnJonT oG tIe TtaLeIoMEerT Gor TteppJnH 
GorXarE to Tet Vp ActJon MeWeM Gor GooE aMMerHen rJTL NanaHeNent� AMtIoVHI tIe GooE aMMerHJc JnEJWJEVaM HroVpT 
aHreeE to eTtaCMJTI ReGerence EoTe
 ToNe HroVpT JnTJTteE ;ero rJTL� ConceRVentMZ
 tIe JnteHratJon Gor EJrectJnH to 
eTtaCMJTI tIe practJcaM ActJon MeWeM XaT not acIeWeE� 6nEer tIJT TJtVatJon
 JapaneTe �� ZearT eYperJence NanaHJnH 
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ILSIの仲間たち

ILSI Europe主催
Food Allergy: From Thresholds to Action Levels
ワークショップに参加して
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৯෺アϨルΪー問題にͭいて、���� 年の国際࿈߹৯
ྐ農業ػ （ؔ'A0（ϩーϚ））の৯෺アϨルήン技ज़ௐࠪ、
これをडけての ���� 年の CoEeY 委員会「༰ثแ૷され
た৯඼のදࣔج४」改గ、Ԥभ࿈߹（&6）に͓ける৯
෺アϨルήンදࣔٛ຿Խの %JrectJWe 発෍と、Ԥभはੵ
తに取り૊んできた。さらにۃ InternatJonaM ATTocJa�
tJon Gor .onJtorJnH anE 2VaMJtZ ATTVrance Jn tIe 5otaM 

'ooE SVppMZ CIaJn（.onJ2A）、5Ie preWaMence coTt 
anE CaTJT oG GooE aMMerHZ Jn &Vrope（&VroPreWaMM）といっ
た৯෺アϨルΪー研究ϓϩジΣクτにも &6 はϑΝンυ
をग़し、ܧ続తに৯෺アϨルΪー問題を取り্げてい
る。ILSI &Vrope ͓Αͼそのϝンバーはこの &6 ϓϩ
ジΣクτに͓いて、研究、ௐࠪ、ٞڠのத৺తな໾ׂを
Ռたして͓り、ࠓճのϫークシϣοϓでもそのいくͭか
の಺༰が報告されている。

以下ϫークシϣοϓの಺༰を報告する。

GooE aMMerHen CZ ReHVMatorZ MJNJtT
 ���H GooE aMMerHen proteJn�H GooE
 JT eYtreNeMZ NeanJnHGVM
 anE can contrJCVte 
to CeaL tIroVHI tIe TtanETtJMM oG preTent contraWerTZ Gor eTtaCMJTIJnH ReGerence EoTe Gor ActJon MeWeM�
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（�）�4FTTJPO����&WPMVUJPO�PG� SJTL�BTTFTTNFOU� GPS� GPPE�
BMMFSHFO

ɹ（৯෺ΞϨϧήϯʹରすΔϦεΫධՁͷల։）
�）WeMcoNe anE openJnH oG tIe XorLTIop� %� #ÂnÂtJ
�）0CjectJWeT oG tIe XorLTIop� R� CreWeM

ILSI &Vrope 事຿ہ௕から、৯඼にؔする問題のத
で、Պֶతにղ決す΂きॏཁな案݅として、ඍੜ෺汚
染、有֐෺࣭汚染に加え৯෺アϨルΪーを考えて͓り、
ফඅ者の安全をͲのΑうにकるか、そのためのදࣔをͲ
うするかといったٞ࿦をֶք、ا業、行੓がྗڠするܗ
で進めていきたいとのѫࡰがあった。

ILSI &Vrope は、ILSI のதでも৯෺アϨルΪーにؔ
して࠷も活発に活動しているࢧ部で、ا業とԤभ委員会
からࡒ੓తαϙーτをडけている。研究活動は、�� か
国のֶքから ���ʙ��� 名のՊֶ者の参加をडけ、�� の
5aTL 'orce（5'）が活動している。৯෺アϨルΪー5'
は、���� 年 � ݄に活動を։始し、࠷近も lAMMerHenJcJtZ 
anE ProceTTJnHz という新しいઐ໳Ոグルーϓも্ཱͪ
がっている。ઐ໳Ոグルーϓは、行੓׭、ྟচҩ、৯෺
アϨルΪーを持ͭ人の୅ද、৯඼ا業の୅දからߏ੒さ
れて͓り、ᶃೖ手可能なデータとその手ஈのݕ౼、ᶄ৯
෺アϨルΪーを管理する্でその෺࣭のᮢ஋をಋきग़す
ために、データ・手ஈをͲのΑうに࢖うか、提言するこ
とをその໾ׂとしている。本ϫークシϣοϓはこれまでの
ٞ࿦とそこからの提言を紹介し、੒Ռとしてϫークシϣο
ϓの౼ٞ݁ՌをՊֶࢽࡶに౤ߘすることを໨ࢦしている。
�） ApproacIeT to rJTL aTTeTTNent Gor GooE aMMerHenT� C� 

.aETen
৯෺アϨルΪーのリスクධՁํ๏に焦点を当てた � ͭ

のアϓϩーνが紹介された。それは、
ᶃ ɹ 無 ಟ 性 量（No 0CTerWeE AEWerTe &GGect LeWeM� 

N0A&L）、࠷খಟ性量（LoXeTt 0CTerWeE AEWerTe 
&GGect LeWeM� L0A&L）、ෆ確ఆ性Ҽࢠを用いた安
全性ධՁ

ᶄ ɹϕンνϚーク・υーζ（#encINarL %oTe）と๫
࿐Ϛージン（.arHJn oG &YpoTVre� .0&）の考えํ
にͮجいたリスクධՁ

ᶅ ɹ確཰Ϟデル（ProCaCMJTtJc NoEeMJnH）にΑるリス
クධՁ

である。

۩ମతに、スύイスϛοクスதのදࣔされていないখ
ഴคと、ϨϞネーυதの߳ྉに࢖われたϐーφοツ・タ
ンύク࣭をྫに取り、্هの֤アϓϩーν๏の௕ॴ、୹
ॴをൺֱした。そしてا業、行੓にとってこの � ͭのத
で、Ͳのํ๏が࠷も実際తか問題提ىを行った。
（࣭໰）行੓のリスクアセスϝンτの考えํにͭいて࣭
問があり、ถ国 '%A のϫーΩンググルーϓではఆ量త
なリスクධՁを行うことが推঑されていること、またݱ
ؔػリスクධՁのϨビューを行っているԤभ৯඼安全ࡏ

（&Vropean 'ooE SaGetZ AVtIorJtZ� &'SA）はྟচデー
タをもצ案した、ఆ量తなリスクධՁを໨ࢦしているこ
とがճ౴された。
�）PractJcaM appMJcatJonT� 7I5AL 7���� ,� (rJnter

Φースτラリアの৯඼ا業がߏ੒しているAMMerHen #VreaV 
の報告があった。

7oMVntarZ IncJEentaM 5race AMMerHen LaCeMJnH（7I5AL）
は、Պֶతূڌにͮجいた৯඼ا業が自ओతに行うリス
ク管理のための༧๷ા置తな（PrecaVtJonarZ）ද੍ࣔ౓
である。����年のถ国 '%A 5IreTIoME WorLJnH (roVp 
Report の L0A&L 情報をجに、৯඼ �H தの৯෺アϨル
ήンタンύク࣭量（NH）にΑり༧๷ા置తなදࣔを行った。
しかしݱ実తにఆணしなかったため、7I5AL ScJentJGJc 
&Ypert PaneM（7S&P）を্ཱͪげ、Պֶతなݕ࠶౼を行っ
た。その݁Ռ、7S&P は֤৯෺アϨルήンの参考ઁ取量

（ReGerence EoTe）をࣔすとともに、αービングαイζ（Ұ
৯量）もצ案することを新たに加え、ࡏݱ 7I5AL � とし
てల։している。
（࣭໰）Φースτラリア੓෎はAMMerHen #VreaVの7I5AL
に参加しないのかとの࣭問があった。Φースτラリア੓෎
のཱ৔は 7I5AL を推঑はするが、参加はしないとのこ
と。また、৯෺アϨルΪーを持ͭ人から、7I5AL ಋೖ
に当たってا業のଆで༧๷ા置తなදࣔにͭいて、੔理
౷Ұをしてཉしいとのཁ๬があった。
�）2VeTtJonT�%JTcVTTJon oG SeTTJon �
⿠ ৯෺アϨルήンの参考ઁ取量にͭいては、その意味

と、参考ઁ取量の設ఆにࢸった理由が৯෺アϨルΪー
を持ͭ人にॆ分఻わるΑうにしなければならない。

⿠ 本セοシϣンでは、θϩリスクの考えํは実際తでは
ないこと、৯඼ا業ؒに͓いて༧๷ા置తなදࣔのҰ
؏性とಁ໌性がඞཁであることにͭいて、৯෺アϨル
Ϊーを持ͭ人の大部分の理ղがಘられた。

⿠ ৯඼やݪྉに࢒ଘする৯෺アϨルήンの分ੳはリスク
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ධՁに͓いてॏཁな意味を持ͭのに、֤国の行੓は分
ੳ๏のバリデーシϣンを行わない。それはなͥかとの
ٙ問がఄされた。これにରして、多くの国では๏཯で
分ੳ๏のバリデーシϣンをنఆして͓らͣ、またバリ
デーシϣンにֻかる༧ࢉがないのがݱ実であるとճ౴
があった。

（�）�4FTTJPO����$IBSBDUFSJTJOH� UIF� SJTL��EBUB�TPVSDFT�
BOE�JOUFHSBUJPO

ɹ（ϦεΫͷධՁ：σʔλιʔεͱ౷߹）
�） %oTe�EJTtrJCVtJon NoEeMMJnH anE EerJWatJon oG 

reGerence EoTeT� J� #aVNert
近年、௿い౤༩量に͓けるೋॏ໡ݕ৯෺ෛՙݧࢼ

（%oVCMe�#MJnE PMaceCo�ControMMeE 'ooE CIaMMenHe� 
%#PC'C）ݧࢼにΑるデータが集ੵされ、ݸ人の
N0A&L
 L0A&L が決まり、৯෺アϨルΪーを持ͭ人
のᮢ஋設ఆに࢖用されるΑうになってきた。�� の৯෺
アϨルήンにͭいてᮢ஋データが'ooE AMMerHZ ReTearcI 
� ReToVrce ProHraN（'ARRP）、Φランμ 5N0 Ԡ用
Պֶ研究ߏػ（NeEerManETe 0rHanJTatJe Woor toeHepaTt�
natVVrXetenTcIappeMJjL onEer[oeL� 5N0）のྗڠでطに
集ੵされている。このྟচݧࢼデータをもとにઐ໳Ոグ
ルーϓは、ॆ分な࣭、量のྟচ౤༩ݧࢼデータがある৔
߹、&%��（৯෺アϨルΪーを持ͭ人のগなくとも�� ˋを
アϨルΪー঱ঢ়からकれる量）を参考ઁ取量（ReGerence 
EoTe）とした。また、&%�� を࢖用するにはྟচデータの
量、࣭がෆॆ分である৔߹には、&%��（৯෺アϨルΪー
を持ͭ人のগなくとも ��� をアϨルΪー঱ঢ়からकれ
る量）を参考ઁ取量に用いることとした。これにΑり৯
෺アϨルήンをୈ � ϐーφοツ、ϛルク、ཛ、ϔー）܈
θルφοツ）では、ϐーφοツとϛルクでは &%�� を、ཛ
とϔーθルφοツは &%�� と &%�� の両ํを用いる、ୈ �
μイζ、খഴ、カシューφοツ、Ϛスターυ、ϋ΢νϫ）܈
Ϛϝ、ΰϚछ、ւ࿝）ではす΂て&%�� を用いる、ୈ � ܈

（セϩリ、ڕ）は「データෆॆ分」にグルーϓ分けした。
（࣭໰）
⿠ ݸ人のᮢ஋は年ྸとともにมԽするかʁ
ɹˠ ɹཛ・ڇೕでは年ྸとともにᮢ஋がߴくなること

（いわΏるグϩーア΢τ）がΑく知られている。Ұํ、
ϐーφοツではᮢ஋のมԽはكである。

⿠ ࡏݱ、φοツではϔーθルφοツとカシューφοツしか
ᮢ஋のデータがないが、ଞのφοツྨはͲう考えてい

るの かʁɹ ϔ ー θ ル ナοπ と Χ シϡーナοπの
5IreTIoME もҟなっているのでφοツྨとしての参考
ઁ取量΁のԠ用は可能なのかʁɹΦースτラリアの
7I5AL ではͲのΑうに参考ઁ取量を設ఆしたのかʁ

ɹˠ ɹϔーθルφοツとカシューφοツのᮢ஋のࠩにͭ
いては、カシューφοツのデータをग़したクリχο
クがҰࢪ設のみなのでデータΪャοϓがある。Φー
スτラリアの 7I5AL ではリスクも考え、φοツྨ
の参考ઁ取量として（ϔーθルφοツの）���NH を
用した。な͓この౼ٞのதで৻ॏな考えํをとる࠾
ཱ৔からカシューφοツの参考ઁ取量も ���NH に
する΂きとの݁࿦にࢸった。

⿠ ফඅ者として参考ઁ取量を考える࣌に、Ұ日ઁ取量で
考える΂きなのか、Ұ৯ઁ取量で考える΂きなのかʁ

ɹˠ ɹセリアοクපのΑうに஗Ԇ性タイϓの৯෺աහ঱
の৔߹はҰ日ઁ取量で考え、৯෺アϨルΪーのΑう
に IH& ґଘܕ৯෺աහ঱（௨常 � ࣌ؒを໨安とし
て発঱）はҰ৯ઁ取量で考える΂きである。

⿠ 参考ઁ取量がҰൠతとなった৔߹、৯඼ا業にはͲの
ΑうなӨڹがあるかʁ

ɹˠ ɹ理࿦తには৯඼தの৯෺アϨルήン量が参考ઁ取
量Αりগなければ৯෺アϨルήンのදࣔはෆཁとなる。

�） 6TJnH JntaLe anE contaNJnatJon Eata� C� .aETen anE 
Joe #aVNert

๫࿐ධՁに͓いては、ᶃ৯඼ઁ取（量とස౓）、ᶄ৯
඼தのෆ७෺のϨϕル（ස౓）の � ͭのཁ素があり、両
ํとも৯෺アϨルΪーのリスクධՁでצ案されている。
ਖ਼確な๫࿐ධՁを行うことはリスクධՁのॏཁなཁ素で
ある。Ұํ、৯඼தの৯෺アϨルήンの࢒ଘ量を決ఆす
るため、৯෺アϨルήンの分ੳが行われるが、その際の
分ੳ๏のҧいにͭいてॆ分に理ղされる΂きである。さ
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ද �ɹᮢ஋͔ڀݚΒͷઁߟࢀऔ஋
5BCMF�� ɹ3FGFSFODF�EPTF�GSPN�UISFTIPME�TUVEZ

"MMFSHFO 1SPUFJO�-FWFM
（NH） "MMFSHFO 1SPUFJO�-FWFM
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らに、ಘられた「๫࿐量」と提案されている参考ઁ取量
とのରൺも、分ੳ๏を౿まえ、஫意深くݕ౼するඞཁが
ある。
（࣭໰）
⿠ ৯඼にؚまれた৯෺アϨルήンの࢒ଘ量は、Αりա大

にੵݟもられるのではないかʁɹまたこれにΑりリス
クධՁのݕ౼に͓いて、Αり৻ॏなධՁになるのでは
ないかʁ

ɹˠ ɹ確かにఆ量తなリスクධՁに͓いては、ઁ取量も
খに཈えるཱ৔࠷ଘ৯෺アϨルήン量もリスクを࢒
から、Αり৻ॏなධՁとなる。

⿠ ৯෺アϨルήンઁ取に͓いて、ઁ取前ޙに৯΂る৯෺
のӨڹにͭいての知ݟはあるかʁɹྫえば৯෺アϨル
ήンをϚスクするΑうな৯඼にΑり৯෺アϨルήンを
৯΂てもそのӨڹがग़ないΑうになることはないかʁ

ɹˠɹࡏݱそのΑうな知ݟはಘられていない。
�）2VeTtJonT � %JTcVTTJon oG SeTTJon �
⿠ ౼ٞに͓いては৯෺アϨルήンのۉҰなࠞೖが࿩のத

৺であったが、ෆۉҰなࠞೖもありಘるのではない
かʁ

ɹˠ ɹ確཰࿦తリスクධՁとして、ྫえば৯෺アϨルή
ンのཻࢠαイζを新たなϑΝクターとしてצ案した
Ϟデルもݕ౼のՁ஋がある。

⿠ 製඼のۉҰ性をࣔす理想తなαンϓル数はいくͭかʁ
ɹˠ ɹ৯෺アϨルήンのࠞೖ事ނはඞͣしも製඼のۉҰ

性を推ఆすることとはҟなるため、Ұ֓には言えない。
⿠ 誰がओମとなってリスクϨϕルを決めるのかʁ
ɹˠ ɹ理想తにはスςークϗルμーが集まり、ಘられる

ՊֶతূڌにΑりリスクϨϕルを決ఆすることがྑ
い。ࡏݱ行われている 7I5AL と ILSI &Vrope のઐ
໳Ոグルーϓの活動がこのྑいྫである。行੓はՊ
ֶతূڌとスςークϗルμーの意ݟにͮجき、提案
されたリスクϨϕルにΑりリスクධՁとリスク管理
を決ఆする。

⿠ ࡏݱडけೖれられているリスクの考えํはͲうなって
いるかʁ

ɹˠ ɹࡏݱはθϩリスクである。ক来తにදࣔෆྑにΑ
る製඼બ୒のޡりにىҼするফඅ者事ނをௐࠪする
ことでリスクの実ଶ೺Ѳを進める。とは言え、事ނ
ௐࠪはϨτϩスϖクςΟϒなௐࠪになりがͪであ
る。そこでΦランμではফඅ者事ނにؔするϓϩス
ϖクςΟϒなௐࠪが行われͭͭある。

⿠ ৯෺アϨルΪーを持ͭ人のリスク管理を໨తとした৯
඼ௐࠪに͓いて、Ұൠফඅ者のௐࠪデータを࢖用する
ことはଥ当かʁ

ɹˠ ɹ確かに৯෺アϨルΪーを持ͭ人の৯඼ফඅはҰൠ
ফඅ者とΪャοϓがある。ただし大࿮で言えば量త
な意味では参考になる。

⿠ ৯෺アϨルΪーの୤࡞ײのため、ඍ量のアϨルήンを
࡞ײ続ઁ取する໔Ӹྍ๏の研究が進んでいるが、୤ܧ
をظ଴して৯෺アϨルήンの l.aZ contaJnz දࣔの
ある৯඼を৯΂ることは大ৎ෉かʁ

ɹˠ ɹ໔Ӹྍ๏はまだ研究ஈ֊であり、さらにҩ者の؍
下で行われている。l.aZ ContaJnz࡯ දࣔ৯඼は、
΄とんͲの৔߹、当֘৯෺アϨルήンをؚんでいな
いが、࣌としてߴいࠞೖの৔߹もあり、ෆ確ఆであ
る。そこで、৯෺アϨルΪーを持ͭ人は༧๷ા置త
なදࣔのある৯඼はආける΂きである。

⿠ 集められたデータをݟるに、発঱にࢸるઁ取量で � ഒ以
্のࠩがあるのは問題で、特にཛに͓いてݦஶである。

ɹˠ ɹ౷ֶܭతに信པ性を૿すため多数のデータを集ܭ
している。ೝࣝしている問題として、࢖われている
アϨルήンのछྨにҧいがある。あるௐࠪではੜཛ
を࢖い、ผのௐࠪではס૩ཛ、ཛനを࢖っていると
いうΑうに౤༩アϨルήンの࣭がҟなる৔߹があ
る。զ々のݧܦでも、ੜཛは発঱にࢸるઁ取量が௿
い݁Ռがग़て͓り、また、মいたཛはੜཛΑり໔Ӹ
༰がಘられやすいことも分かっている。このΑう׮
にಉ͡৯෺アϨルήンでもそのঢ়ଶにΑりࠩがある。
しかしཛで � ͭの参考ઁ取量を設ఆする༁にもいか
ない。さらに実際తには৯඼޻業では΄とんͲੜཛ
を࢖わないため、ੜཛで参考ઁ取量を設ఆすること
も問題かもしれない。ともかく、ࡏݱのアϓϩーν
は࠷ѱを考えた৻ॏなシφリΦで進めている。

（�）�4FTTJPO����5SBOTMBUJPO�UP�SJTL�NBOBHFNFOU
� （ϦεΫ؅ཧͷղऍ）
�）%eGJnJnH tIe rJTL NanaHeNent oCjectJWeT� R� CreWeM

৯඼にରするアϨルΪー൓Ԡは、アϨルΪーを持ͭ人
がᮢ஋を௒える量のアϨルήンをઁ取したときにىこ
る。これは、ݪྉや CroTT contaNJnatJon（ަࠩ汚染）
を௨͡た৯෺アϨルήンのࠞೖ、৯෺アϨルήンදࣔの
。こるىり౳にΑりޡ

৯෺アϨルΪーに͓けるリスク管理の໨తは、৯඼ا

ʻ *-4* ͷ஥ؒͨͪʼɹ*-4* &VSPQF ओ࠵ɹ'PPE "MMFSHZ� 'SPN 5ISFTIPMET UP "DUJPO -FWFMT ϫʔΫγϣοϓʹࢀՃͯ͠

��― Πϧγʔ No.112  (2013.2)



業がָになることでも、Պֶత興味にΑる௅ઓでもな
い。໨తは৯෺アϨルΪーを持ͭ人の安全をकることで
ある。৯඼のアϨルήン情報をਖ਼しくアϨルΪーを持ͭ
人に提供し、安全な৯඼のબ୒（ॏ঱౓や、ආける΂き
か൱かの൑அ）を可能にすることである。

総߹తに৯෺アϨルΪーのリスク管理を考えたとき、
ᶃθϩリスクは実際問題、ෆ可能である、ᶄ༧๷ા置త
なදࣔは、Ձ஋あるରࡦであるが、いΖいΖな੍ݶ৚݅
があることをೝࣝして͓くඞཁがある。

そこで、
⿠ リスク管理の໨తの໌確なఆٛがඞཁである。
⿠ ৯෺アϨルήンの管理に͓いて、৯෺アϨルήンの׬

全なഉআはඇ常に೉しく、ϑーυ・αϓライνΣーン
で৯෺アϨルήンのࠞೖを࠷খԽすることでさえ、な
かなか೉しい。

⿠ ৯෺アϨルήンの意ਤせ͟るࠞೖを࠷খԽすることが
リスク管理の໨తである。そこで ActJon MeWeM（ରࡦ
Ϩϕル）を੍ఆするための参考ઁ取量を設ఆし、ରࡦ
ϨϕルにԠ͡たリスク管理の࿮૊みをߏஙすることに
ͭいて、全てのスςークϗルμーのίンセンαスをಘ
ることがॏཁである。

（࣭໰）
⿠ ৯෺アϨルΪーを持ͭ人全ମを考えたリスク管理をͲ

のΑうにして৯෺アϨルΪーを持֤ͭݸ人のੜ活の࣭
の্޲のためのリスク管理に݁ͼͭけるのかʁ
ˠɹこの点はこれからݕ౼す΂き՝題である。

�） InteHratJnH TeWerJtZ Jnto tIe rJTL aTTeTTNent� C� 
.JMMT

⿠ リスクධՁの際、৯෺アϨルΪーのॏಞ౓にؔしてݕ
౼するඞཁ性にͭいて報告された。৯෺アϨルΪーର
の発ੜである。ӳނ๢事ࢮに͓いて決ఆతなࣦഊはࡦ
国の৯෺アϨルΪーにΑるகࢮ事ނの �� ˋ以্が ��
ʙ�� 。の年ྸ૚で઎められているࡀ

⿠ ৯෺アϨルΪーの঱ঢ়として気管ࢧᙲᏀ͓Αͼ݂ѹのٸ
ܹなมԽのೋͭの঱ঢ়のみがఆ量తݕ౼がされている。

⿠ ৯෺アϨルΪーを持ͭ人の実ଶを೺Ѳするため、
%#PC'C を 用 い た、&VroPreWaMM CoIort 研 究 が、
#JrtI CoIort（,JrTten #eZer
 #erMJn）、CoNNVnJtZ 
SVrWeZT（Peter #VrneZ）、0VtpatJent CMJnJc StVEZ

（.ontTerrat 'ernanEe[�RJWaT）で行われ、下هの༷
な౤༩量から N0A&L、L0A&L を求め、ᮢ஋にؔす
るデータϕースを࡞੒した。

ද �ɹ$PIPSU Ͱͷ౤༩ྔͷϓϩτίʔϧڀݚ
5BCMF�� ɹ�$IBMMFOHJOH�EPTF�QSPUPDPM�GPS�B�DPIPSU�TUVEZ

%PTF�/P� ૯ྔ λϯύΫ࣭ྔ ྦྷੵ౤༩ྔ
� ��H ��H ��H
� ���H ���H ���H
� ����H ����H ����H
� �NH �NH ����NH
� ��NH ��NH �����NH
� ����H ���NH �����H
� ���H ���H �����H
� ���H ���H �����H
� �H �H ������H

ද � ɹ&VSP1SFWBMM ͷᮢ஋σʔλϕʔε
5BCMF�� ɹ�&VSP1SFWBMM�5ISFTIPME�%BUBCBTF

'PPE 5PUBM 3FBDUJWF 5PMFSBOU 1MBDFCP�3FBDUPST ��3FBDUJWF
1FBOVU ��� �� �� �� �����
)B[FMOVU ��� �� �� �� �����
'JTI �� �� �� � ���
4ISJNQ �� �� �� � �����
$FMFSZ �� �� �� � �����
"QQMF �� �� �� �� �����
1FBDI �� �� �� � �����
.JML ��� ��� ��� �� �����
&HH ��� ��� ��� �� �����

（࣭໰）
⿠ ࢮ๢事ނを๷͙にはͲのΑうにす΂きかʁɹॏ大な事

ଶの&arMZ XarnJnH TJHn（ૣܯظ告αイン）はないのかʁ
ɹˠ ɹこの点はΑり研究がඞཁである。そのΑうなૣظ

。われるࢥ告αインはඇ常に有ޮとܯ
�）AnaMZtJcaM conTJEeratJonT� S� 'ManaHan

৯෺アϨルήンの分ੳํ๏にͭいて紹介した。ӷମク
ϩϚτグラϑΟーʵ࣭量分ੳ๏（LJRVJE CIroNatoHrapIZ�
.aTT SpectroNetorZ （LCô.S
 LCô.Sô.S））、&LISA
๏（&n[ZNe LJnLeE INNVno SoMWent ATTaZ）、RapJE 
LateraM 'MoX %eWJceT（RL'%T）、RecoNCJnant %NA 
5ecInJRVeT（Ҩ఻ࢠ૊׵え技ज़）を利用したϙリϝラー
θ࿈࠯൓Ԡ๏（PCR ๏）にͭいて、アϨルήン分ੳに
͓ける௕ॴ、୹ॴ、そして՝題が紹介された。ࡏݱ、分
ੳ๏にͭいてはඪ४Խを໨ࢦし、�� の研究ࣨで � छྨ
のΩοτのݕ౼が੒されているが、ଌఆର৅が໌ࣔされ
ていなかったり、ଌఆର৅がࠞ߹෺であったり、まͪま
ͪであったりする。そのため、Ωοτのൺֱをਖ਼確に行
うには、Ωοτの情報։ࣔがඞཁである。
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�） 'ooE aMMerHen MaCeMJnH reHVMatJon anE JtT JNpMeNen�
tatJon Jn Japan� .� SIojJ anE H� ALJZaNa

ɹ以下にͭいて紹介した。
⿠  日本に͓ける৯෺アϨルΪーのྺ࢙、国ϨϕルでのӸ

ֶௐࠪ
⿠ ৯෺アϨルΪーදࣔ๏、৯෺アϨルΪーの੍ن஋の設ఆ
⿠ 特ఆࡐݪྉදࣔ๏のಋೖϓϩセス、製඼の؂ࠪシスς

Ϝ、൑அथの考えํ
⿠ ݕ知๏（ఆ量を持った &LISA ๏）の։発、加޻৯඼

ଌఆに͓けるِӄ性問題ղ決（ෆ༹性タンύク࣭の可
༹Խ）

（࣭໰）
⿠ ੍ن஋である ���H�H にͭいてアϨルΪー発঱ස౓と

のؔ܎を確ೝしたデータは日本にあるのかʁ
ɹˠ ɹ࢒೦ながらそのΑうなྟচデータはެࣜには提供

されていない。
�）5Ie JnEVTtrZ perTpectJWe� S� RonTNanT
⿠ Ԥभに͓ける৯඼安全ؔ࿈๏ྩの࿮૊み、৯෺アϨル

Ϊーにؔする๏ྩが紹介された。
⿠ ֤ 国（ถ国、カφμ、Ԥभ、Φースτラリア、日本、

ؖ国、ϒラジル、ϚϨーシア）で設ఆされている৯෺
アϨルήン੍نのൺֱを行い、ಉ࣌に国際తなϑーυ
αϓライ・νΣーンに͓けるアϨルήン管理の೉しさ
にͭいてड़΂た。

⿠ 7I5AL 7� � のアϓϩーν΁のίンセンαスが提案さ
れた。7I5AL 7� � ΁の多数の৯඼ا業の参加は、国
際తなϑーυαϓライ・νΣーンに͓いて、Αりྑい
アϨルήン管理が行え、৯෺アϨルΪーを持ͭফඅ者
に安全な製඼をಧけることができる。ซせて৯඼બ୒
の෯も޿げることができ、さらに、ෆඞཁな l.aZ 
contaJnz දࣔをݮらすことができる。

�）5Ie reHVMatorT` perTpectJWe� S� HatterTMeZ
行੓として、ӳ国৯඼ج४ி（'ooE StanEarET AHen�

cZ� 'SA）の取り૊みにͭいて紹介された。
⿠ ৯෺アϨルήンの意ਤせ͟る汚染リスクにͭいて、Ͳ

のఔ౓ならڐ༰されるか。近年の「リスク」にͭいて
の考えํの行き٧まりは、ا業、৯෺アϨルΪーを持
ͭফඅ者ならͼに行੓にとって有ӹではない。θϩリ
スクが当໘、ୡ੒ෆ可能であれば、ࣾ会としてͲのఔ
౓のリスクをڐ༰できるのか考える΂きである。無࿦
リスクڐ༰౓はそのӨڹのॏಞ౓やස౓をؑみ、その
決ఆの際にスςークϗルμーのίンセンαスがඞཁで

ある。
⿠ ӳ国に͓ける৯෺アϨルΪー事ނにͭいて

ද �ɹ৯෺ΞϨϧΪʔނࣄ௨஌ͷ਺
5BCMF�� ɹ/VNCFS�PG�GPPE�BMMFSHZ�JODJEFOUT�OPUJGJFE

���� ೥ ���� ೥ ���� ೥ ���� ೥ ���� ೥ ���� ೥
�� �� �� �� �� ���

ද � ɹ৯෺ΞϨϧΪʔྩൃࠂܯ਺
5BCMF�� ɹ/VNCFS�PG�GPPE�BMMFSHZ�BMFSUT�JTTVFE

���� ೥ ���� ೥ ���� ೥ ���� ೥
�� �� �� ��

ද � ɹ ������೥ʹ໰୊͕ൃੜͨ͠৯෺ΞϨϧήϯ（4VMQIJUFT
をؚΉ）

5BCMF�� ɹ�'PPE�BMMFSHFO�（JODMVEJOH�TVMQIJUFT）FMJDJUFE�
BDDJEFOUT�JO�����

ΞϨϧήϯ ਺
.JMLʗ-BDUPTF ��
4VMQIJUFT ��
(MVUFO ��
.VMUJQMF ��
/VUT �
4PZB �
&HHT �
1FBOVU �
0UIFST ��

⿠事ނのݪҼにͭいて
㾎ɹ৯඼แ૷のޡදࣔ
㾎ɹ֎૷・಺૷දࣔと製඼಺༰のෆҰக
㾎ɹݕग़が可能な量の意ਤせ͟る汚染
㾎 ɹ'ree GroN（আڈ）දࣔでありながらݕग़が可能

な量の当֘৯෺アϨルήンのଘࡏ
⿠ ৯෺アϨルήンにΑる意ਤせ͟る汚染にͭいてのリス

クධՁで考慮す΂き事߲
㾎 ɹ報告されたアϨルήン量（全৯෺アϨルήンタン

ύク࣭、全タンύク࣭、%NA）
㾎ɹ৯඼のタイϓ（特ผ৯、༮ࣇ用）
㾎ɹแ૷αイζ
㾎ɹࠞೖ৯෺アϨルήンのछྨ
㾎ɹࠞೖのӨڹをडけたϩοτの製造量
㾎ɹࠞೖ඼の൦෍Τリア

（ҙݟ）
⿠ ৯෺アϨルΪーを持ͭ人にとって໾ཱͭ、౷Ұしたア
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ϨルΪーදࣔの確ཱのため、行੓、৯඼製造者、৯඼
販売者はٞڠす΂きである。

ɹˠ ɹରࡦϨϕルが設ఆされれば、දࣔにؔして &6 
ReHVMatJon ��������� on tIe proWJTJon oG GooE 
JnGorNatJon to conTVNerT ୈ �� ৚が໾ཱͭ。

�）5Ie IeaMtI practJtJonerT ` perTpectJWe� C� 7enter
（ҙݟ・࣭໰）
⿠ ৯෺アϨルΪーを持ͭ人全ମのதで、ͲれҐの人が提

案されている参考ઁ取量で保ޢされるのかʁɹ提案さ
れている参考ઁ取量の &%�� 、&%�� のఆٛから、それ
ͧれ実際に、৯෺アϨルΪーを持ͭ人の �� ˋ͓Αͼ
�� ˋをアϨルΪー঱ঢ়からकれる量と考えてྑいの
かʁ

ɹˠ ɹج本తにはそうであるが、աහな৯෺アϨルΪー
の人もいることを考えると、参考ઁ取量のݶքもೝ
ࣝして͓くことがॏཁである。

⿠ ྟ চҩは৯෺アϨルΪーを持ͭ人΁໌確なアυバイス
を行うために、৯෺アϨルήンの取ѻいを始めとし
て、す΂てのこと（発঱量、৯඼加ํ޻๏、๏཯౳）
にͭいて、それͧれのઐ໳Ոに໌確な౴えを求める
が、৯෺アϨルΪーはまだॆ分分かっていない部分が
ある。৯෺アϨルήンදࣔがփ৭の部分をؚんだදࣔ
ルールとなら͟るをಘない。そのため৯෺アϨルΪー
を持ͭ人も知ࣝを持ͪ、自らをकることがඞཁである
ことが࣍ୈに分かりͭͭある。

⿠ ৯෺アϨルΪーを持ͭ人はリスク管理されていない、
もしくは৯඼બ୒の༨地がないঢ়گでのθϩリスクΑ
り、ڐ༰できるリスク下で確実にリスク管理されてい
る৯඼の提供を๬んでいる。

�）5Ie aMMerHJc patJentT` perTpectJWe� '� 5JNNerNanT
（ҙݟ・࣭໰）
⿠ ରࡦϨϕルが決まると、গ量の৯෺アϨルήンにࡽさ

れる可能性が૿えるため、හײな৯෺アϨルΪーの人は
Τϐϖン஫ࣹにཔら͟るをಘなくなるのではないかʁ

⿠ ༧๷ા置తなදࣔの࠷ऴ໨తはアϨルΪーױ者の৯඼
બ୒を૿やすことと、ෆཁな༧๷ા置తなදࣔ自ମを
。らすことであるݮ

⿠ アϨルΪーױ者は༧๷ા置తなදࣔをした৯඼がͲれ
だけద੾にリスクධՁされているのか分からない。す
なわͪ༧๷ા置తなදࣔがない৯඼は安全なのか、そ
れとも୯に৯෺アϨルήンの管理がなされていないだ
けなのかさえ分からない。

⿠ ৯඼ا業は意ਤせ͟る汚染のม動ൣғをできるだけ཈
え、参考ઁ取量を௒えないΑうに౒ྗす΂きである。

�）2VeTtJonT � %JTcVTTJon SeTTJon �
⿠ このセοシϣンで参考ઁ取量とリスク管理にͭいて、

スςークϗルμーが集まり౼ٞするඞཁ性が໌らかと
なった。Ұํ、多くのྟচҩが（Өྗڹの多গはผと
して）いΖいΖな৔ॴでҩֶతアυバイスを৯෺アϨ
ルΪーを持ͭ人に行っている。しかしこのΑうなྟচ
ҩは本ϫークシϣοϓには参加していない。このΑう
なྟচҩをզ々の活動にͲのΑうにרきࠐんでいくか
考える΂きである。

（�）�4FTTJPO����.PWJOH�GPSXBSE��BMMFSHFO�NBOBHFNFOU�
JO�UIF���TU�$FOUVSZ

� （ͯͬ޲ʹͷΞϨϧήϯ؅ཧلੈ��）
�） 5Ie eGGect oG NoEeM cIoJce anE Eata ToVrce on 

tIreTIoME EoTe eTtJNatJon� &� ,XeHZJr�AGGVM
ถ国৯඼ҩༀ඼ہʗ৯඼安全・Ԡ用栄養センター

（'%A�C'SAN）から、ᮢ஋設ఆのためのϞデリングに
ͭいて発දがあった。
⿠ ᮢ ஋のධՁに͓いて、ͲんなϞデルとするか、Ϟデル

のύラϝーターやデータソース、฼集ஂとして何をબ
୒するかは、ۃ୺に௿い౤༩量でᮢ஋をಋきग़す際、
特にӨڹがある。

⿠ ฼集ஂにͮجいてアϨルΪー࠷௿༠ಋ量（.JnJNVN 
&MJcJtJnH %oTe� .&%）を決めることになるため、฼
集ஂのタイϓやى源はデータの実用性をࠨӈするॏཁ
な考慮事߲である。

⿠ ެ දされたデータは、࠷もײड性のߴい฼集ஂを୅ද
していないかもしれない。全てのೖ手可能なデータを
求めるඞཁがあるが、アϨルήンにରしてաහな൓Ԡ
やॏಞな൓Ԡをࣔす฼集ஂのデータ取ಘには大きなࠔ
೉がある。

⿠ ਖ਼確な.&% データ஋は、௿い౤༩量のリスクධՁに
͓いて໾ཱͭ。

�） WIat Eata Eo Xe IaWe aMreaEZ anE XIere are tIe 
HapT � S� 5aZMor

'ARRP の 5aZMor ࠓঢ়の総ׅならͼにݱ、तからڭ
にそΖっているط。の進めํにͭいてઆ໌があったޙ
7I5AL データとして、以下の � ͭがある。

ᶃ ɹ�� छྨの৯෺アϨルήンにରするݸ人ؒのᮢ஋
分෍にؔするデータ
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ᶄ ɹこれらの৯඼にରする推঑参考ઁ取量
ᶅ ɹ౷ֶܭతϞデルԽ๏
ᶆ ɹN0A&L、L0A&L を用いた手ஈとしてのInterWaM 

CenToreE SVrWJWaM AnaMZTJT
ᶇ ɹఆ量తリスクධՁ๏

ɹ集ੵしたこれらのデータのதにもデータΪャοϓがଘ
、している。それにはࡏ
⿠ ໔Ӹྍ๏やᮢ஋ݧࢼに͓けるඃݧ者のબ୒でײड性の

。い人にバイアスがあるߴ
⿠ ݧࢼϓϩτίールのҧいにΑるデータΪャοϓ
⿠ ྟ চݧࢼでの৯඼にΑる集ੵデータ数のҧい

㾎 ɹϐーφοツ、ϛルク、ཛ、ϔーθルφοツは多く
のデータがある。

㾎ɹϛルクとཛにରする੒人のデータはগない。
㾎 ɹ大౾、খഴ、カシューφοツ、Ϛスターυ、ϋ΢

νϫϚϝ、ΰϚछࢠ、ւ࿝、セϩリ、ڕはগない。
㾎ɹカシューφοツの੒人のデータは無い。
㾎ɹւ࿝のࢠ供のデータも無い。
㾎 ɹଞのφοツྨ（くるみ、アーϞンυ౳）やೈମ動

෺の֋ྨのデータは無い。
㾎 ɹセϩリやڕのطଘデータでは、Ϟデリングするに

はෆॆ分である。
事߲としてʀ౼ݕの進めํのޙࠓ
㾎 ɹ0ne TIot eYperJNent（&%�� の౤༩量で本当に � ˋ

の人が൓Ԡするのか）
㾎ɹ৯඼加޻のӨڹのҧい（ཛやμイζ）
㾎 ɹ৯඼のछྨにΑるҧい（ྨ֪ߕ、ྨڕ、ೈମ動෺

֋ྨ）
㾎 ɹࢠ供と大人のデータ（౷ֶܭతൺֱを可能にする

データ量）
ఆ量తリスクධՁのΪャοϓにͭいて
㾎 ɹᮢ஋分෍にؔするデータは集ੵが進み、信པでき

るものになってきたが、ߋなるデータの஝ੵには国
Ϩϕルでのデータ取ಘがඞཁ。Ԥभでは多くの国の
データが無い。

㾎 ɹ意ਤせ͟る汚染と、これにରする༧๷ા置తなද
ࣔはॏཁな問題である。৯෺アϨルΪー事࣌ނ、事
実として参考ઁ取量を௒える৯෺アϨルήンがؚま
れていたのかはௐࠪがඞཁである。

㾎 ɹ౤༩量と発঱ॏಞ౓にͭいて、Αりਖ਼しい理ղが
ඞཁである。

（࣭໰）
⿠ ౷ֶܭతϞデルにΑる参考ઁ取量が࠾用されたとする

と、৯෺アϨルΪーを持ͭ人の ��ʙ�� ˋが保ޢされ
ると考えてྑいかʁ

ɹˠ ɹ参考ઁ取量が࠾用されると৯෺アϨルΪーを持ͭ
人の ��ʙ�� ˋが保ޢされることがظ଴できる。

⿠ ৯඼ا業、特に技ज़もリソースもないதখا業（SNaMM 
anE .eEJMVN TJ[e &nterprJTe � S.&）ではରࡦϨϕル
でリスク管理することにͭいてফۃతではないかʁ

ɹˠ ɹରࡦϨϕルのҰൠԽに͓いて S.& に技ज़తな
Ϊャοϓがあることは理ղしている。そのҰํでର
ϨϕルがҰൠԽし、ফඅ者のબ୒の参考になるこࡦ
とにΑって、S.& もରԠを考え͟るをಘなくなる
ことがظ଴できる。

�）A WJTJon Gor aMMerHen NanaHeNent� R� WarE
�）%JTcVTTJon anE 0WeraMM concMVTJon
ɹ下ه � ͭの՝題にͭいて、ίンセンαスがಘられるか
にͭいてٞ࿦した。これまでのٞ࿦からํ޲性は確ೝさ
れたが、ݸ々のٞ࿦はਚきないঢ়گであった。

ᶃ ɹҰ؏して͓り、໌確な参考ઁ取量（ରࡦϨϕルの
根ڌとなる）設ఆはج本తに๬ましいと、スςーク
ϗルμーはಉ意できるかʁ

ɹˠɹ参加者はಉ意した。
ᶄ ɹ৯෺アϨルήンの౤༩ݧࢼのデータは、ରࡦϨϕ

ルをಋきग़すのに;さわしい根ڌとなりうるかʁɹも
し、N0 であるならば、Ͳんなタイϓのデータならྑ
いかʁ

ɹˠ ɹզ々のࡏݱಘているデータはྑ࠷と考える。こ
のデータをさらに分ੳすること（ジΣンμー、年
ྸ、౤༩৯඼のঢ়گ౳）にΑり、さらにྑい知ݟ
がಘられるかもしれない。

ᶅ ɹ報告で特ఆされている৯෺アϨルήンにͭいて、
৯෺アϨルΪーを持ͭ人のリスクධՁを実ࢪするの
にॆ分なデータがಘられているかʁ

ɹˠ ɹ参考ઁ取量に͓いて、හײな৯෺アϨルΪーױ
者が発঱するデータがඞཁだが、取ಘし೉い（ア
ϨルΪーױ者で誰がහײか分からない）。

ɹˠ ɹϔルスέア・アυバイβーにとって、ࡏݱまで
に༩えられたデータにΑり৯෺アϨルΪーを持ͭ
ফඅ者にアυバイスすることは೉しい。৯෺アϨ
ルΪーを持ͭ人の � ˋに発঱のڪれがある৯෺ア
Ϩルήンઁ取量にΑりアυバイスを行った݁Ռ、
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アϨルΪー事ނがىこることがॆ分考えられる。
この࣌アυバイβーも責任を問われるڪれがあ
る。ϔルスέア・アυバイβーと৯෺アϨルΪー
を持ͭফඅ者とのؒでデータのݶքにͭいてॆ分
௨ೝࣝを持った্、アυバイスすることしかでڞ
きない。な͓この࣌、参考ઁ取量はॏಞ౓とはඞ
ͣしもҰகしないことも๨れてはならない。

ɹˠ ɹ参考ઁ取量にΑるアϓϩーνは、աහな人は参
考ઁ取量以下でも発঱することもॆ分考慮してݕ
౼される΂きである。৯෺アϨルΪーを持ͭফඅ
者は、本来、׬全に安全な৯඼を࢖いたいがそれ
がࠔ೉なため、ݱঢ়Αり࢖用できる৯඼を૿やす
໨తで、リスクが有ることを༧๷తにࣔしている
৯඼を࢖うことをडけೖれるのである。このこと
をا業ଆはॆ分理ղして、༧๷ા置తなදࣔを行
うにあたっては৯෺アϨルήン管理を確実に行う
ことがඞཁである。

ɹˠ ɹこの数年でスςークϗルμーの多くが「θϩリ
スクは೉しい。もしくはୡ੒できない」とのೝࣝ
になってきた。

ɹˠ ɹ分ੳ๏もݕ౼される΂きである。すなわͪ、α
ンϓリングܭը、αンϓルௐ製、分ੳํ๏ؒのࠩ
౳にͭいてݕ౼するඞཁがある。分ੳ用Ωοτに
ͭいてはバリデーシϣンを行う΂きである。

ɹˠ ɹリスクとදࣔのؔ܎にͭいてもっと知らしめる
΂きである。これにΑりফඅ者はදࣔをもっと信
པするΑうになり、自らのアϨルήン管理にදࣔ
を活用できるΑうになる。

ᶆ ɹもしॆ分なデータがあるならば、提ࣔした参考ઁ
取量は、৯෺アϨルΪーを持ͭ人が৯඼のબ୒をす
る際に、リスクを࠷খݶにする߹理తな手ॿけとな
りうるかʁ

ɹˠ ɹ参加者は参考ઁ取量が࠷ॳの手がかりになると
考えていた。参考ઁ取量のૅجデータはఆظతに
アοϓデーτして、ରࡦϨϕルに൓өするΑうに
しなければならない。

ɹˠ ɹ参考ઁ取量設ఆの࿦ٞが੝んだが、理想తには
数஋ج४・੍ن஋は行੓のؔわりのもとに࡞られ
る΂きである。৯඼ا業が自ݾ責任で৯෺アϨル
ήンの数஋ج४を決め、Ռてはそのج४にΑる事
まで保ূしなければならないということであるނ
とا業の責任がॏす͗、ا業としてはରԠしきれ

ない。行੓にΑりެతにཪ付けられた੍ن஋がॏ
ཁである。

ɹˠ ɹ行੓にΑるঝೝはඇ常に࣌ؒがかかる。�
 � 年
も଴たされれば人は何事にも興味をࣦうものだ
が、行੓での৯෺アϨルΪー੍نの進行はࠓでも
ஈ֊で、৯෺アϨルΪー（のظॳ）のΑうなࡏݱ
。ঢ়であるݱ者は଴たされたままというのがױ
もっと行੓ଆはੵۃతに進めるΑうにしないと、
Ұ൪ॏཁなスςークϗルμーである、৯෺アϨル
Ϊーを持ͭ人の興味がなくなる。

ɹˠ ɹถ国৯඼アϨルΪー・アφϑΟラΩシー・ネο
τϫーク（'ooE AMMerHZ � AnapIZMaYJT NetXorL� 
'AAN）としては参考ઁ取量は༧๷ા置తなදࣔ
の໾にཱͪ、৯෺アϨルΪーを持ͭ人のੜ活改善
に໾ཱͭと考えている。

̏ɽޙ࠷ʹ

日本では ���� 年から特ఆࡐݪྉをؚΉ৯඼のදࣔが
ٛ຿付けられ、数஋੍نにΑる৯෺アϨルήンදࣔがػ
能していることから、৯෺アϨルήン問題はҰ区੾りͭ
いている。ࠓճ、ILSI &Vrope のϫークシϣοϓに参加
し、Ԥभをத৺としたւ֎の৯෺アϨルΪーରࡦの動޲
に৮れることで、日本とւ֎の৯෺アϨルΪーにରする
意ࣝのԹ౓ࠩを͡ײた。ւ֎では৯෺アϨルΪーのリス
ク管理のため、৯෺アϨルήンの数஋ج४にͭいてઐ໳
Ոグルーϓがத৺となりՊֶత研究をੵみॏͶͭͭ、ス
ςークϗルμーをٞ࿦にרきࠐみ、数஋ج४を決めてい
こうとしている。実際スςークϗルμーで行੓ݖのある、
Ԥभ、アϝリカ、カφμ、Φースτラリア౳の行੓୅ද
もϫークシϣοϓにग़੮、࿦ٞにもੵۃతに参加して͓
り、これらの࿦ٞを௨͡て߹意されていく数஋ج४は֤
国のみならͣ、࠷ऴతには国際తにϋーϞφイζされた
、られた。そのҰํ͡ײいとߴ४となる可能性がඇ常にج
৯෺アϨルήン問題は日本国಺では΄΅ยがͭいている
্、ࠩしഭったඞཁ性もないため日本は国際త࿦ٞの৔
に加わって͓らͣ、このままでは国際తな৯෺アϨルή
ン数஋ج४に日本の意ݟが൓өされないのではとのݥة
性を͡ײた。࠷ѱの৔߹、日本の৯඼ا業が製඼をւ֎
に༌ग़する৔߹、国಺の੍ن஋とはҟなる国際తな੍ن
஋の९कを求められ、製඼製造をμϒルスタンμーυで
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行わ͟るをಘなくなることが༧想される。
そこで、日本としてࡏݱの日本の੍ن஋のଥ当性をւ

֎に発信していく΂きと考える。日本は ���� 年に৯෺
アϨルήンදࣔを੍౓Խし、৯෺アϨルήンタンύク࣭
が੍ن஋の ���HʗH ৯඼という஋を௒えてؚまれる৯
඼には、当֘৯෺アϨルήンをදࣔすることと決め、ア
Ϩルήン管理をطに �� 年ӡ用している。特චす΂きこ
ととして、ද੍ࣔ౓ࢪ行以߱、この੍ن஋自ମを༳るが
せるΑうなॏ大事ނの発ੜ報告がないことがある。ࠓճ
のϫークシϣοϓで、ઐ໳Ոグルーϓと৯෺アϨルΪー
を持ͭ人たͪとのؒで܁り޿げられた数஋ج४࿦૪で
は、数஋ج४のૅجとなるデータのՊֶతଥ当性が৯෺
アϨルΪーを持ͭ人をઆಘするにॆ分ではなかったた
め、݁࿦にࢸらなかった。もし日本に͓ける �� 年ؒの
஋のଥ当性が੍ن、஋ӡ用実੷がՊֶతにධՁされ੍ن
実ূされれば、日本の੍ن஋は国際తな数஋ج४設ఆの
ためのوॏなたたき୆となり、国際తな数஋ج४࿦૪を
ऩଋさせるޱࢳとなりಘる。したがって、৯෺アϨルή
ンද੍ࣔ౓ࢪ行ޙの৯෺アϨルΪー事ނの௥੻ௐࠪを行
い、「���H ৯෺アϨルήンタンύク࣭ʗH ৯඼」という
஋のଥ当性を確ೝし、これをもって৯෺アϨルήン੍ن
管理の数஋ج४としてੈքに提案することにΑり、日本
が৯෺アϨルΪー問題にରし国際తにݙߩできるのでは
と考える。

���� 年ɹ京౎大ֶ農ֶ研究Պത࢜՝ఔ前ظɹमྃɹम࢜߸取ಘ

���� 年ɹ৿Ӭ製՛ࣜג会ࣾɹೖࣾ

���� 年ɹࣜג会ࣾ৿ӬੜՊֶ研究ॴɹग़޲

���� 年ɹ۝भ大ֶ農ֶ研究Պത࢜՝ఔظޙɹमྃɹത࢜߸取ಘ

���� 年ɹ৿Ӭ製՛ࣜג会ࣾ健康事業部ɹ։発اը୲当Ϛネージャー

���� 年ɹ  ৿Ӭ製՛ࣜג会ࣾ研究ॴ R�% イϊϕーシϣンセンターɹ

センター௕

���� 年ɹࣜג会ࣾ৿ӬੜՊֶ研究ॴɹग़޲ɹ取క໾Ӧ業部௕

���� 年ɹ常຿取క໾

ུྺ
খ࿏ɹਖ਼ത（͠ΐ͏じɹま͞ͻΖ）ത （࢜೶ֶ）

ʻ *-4* ͷ஥ؒͨͪʼɹ*-4* &VSPQF ओ࠵ɹ'PPE "MMFSHZ� 'SPN 5ISFTIPMET UP "DUJPO -FWFMT ϫʔΫγϣοϓʹࢀՃͯ͠
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フラッシュ・リポート

ILSI IFBiC ワークショップ
“Safety of GM Crops: Compositional Analysis” 出席報告

東京農޻大ֶ大ֶӃ
能Պֶ部໳ػ研究Ӄੜֶ໋޻

খؔɹྑ޺

���� 年 � ݄ �� 日から �� 日までの � 日ؒ、ถ国ϫシンτン %�C� にて、Ҩ఻ࢠ૊׵え（(.）農࡞෺の安全性ධ
Ձに͓ける੒分分ੳをத৺とした ILSI の I'#JC ϫークシϣοϓが、�� か国から �� 名の参加者をಘて։࠵された。
ϓϩグラϜは以下の௨りであった。
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





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

��� 8]1
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N


´µ�2

 


*






 

 09(


 *
0*
1



J
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ϑϥογϡɾϦϙʔτ

��― Πϧγʔ No.112  (2013.2)



いわΏるୈҰੈ୅の (. 農࡞෺である、֐஬఍߅性、΢イルス఍߅性やআ૲ࡎ଱性という࣭ܗを付༩した (.
農࡞෺にରして、ࡏݱではΰールデンライスやߴΦϨインࢎμイζなͲのΑうに、栄養付加・改มを行った (.
農࡞෺、さらには環境଱性なͲの࣭ܗを付༩した (. 農࡞෺がొ৔している。特にこれらのୈೋੈ୅の (. ෺࡞
に͓いては、ಋೖしたҨ఻ࢠから߹੒されるタンύク࣭がͲのΑうな࡞用ϝカχζϜにΑってこれらの࣭ܗを発ݱ
しているのか、その࡞用ϙインτがわからない৔߹、すなわͪ lNoEe oG actJonz がෆ໌な ෺に͓いて、安࡞ .)
全性ධՁを行うにあたり、栄養੒分ならͼに有֐ੜ理活性෺࣭の੒分分ੳのҐ置ͮけはͲのΑうになされる΂きで

 

 









TM 
















 


  

 


 






 



 








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
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あるかを໌らかにするඞཁがある。そこで、本ϫークシϣοϓでは、全ମతな流れとしてୈ � 日໨๯಄に、֤セο
シϣンに͓いて参加者全ମが౷Ұした理ղをڞ有するためにݱঢ়೺Ѳを行った。それを౿まえて � 日໨、� 日໨に
はセοシϣンのଞに � ͭの roVnE taCMe EJTcVTTJon を։いて、問題点の೺Ѳとରॲにͭいてのٞ࿦がަわされた。

ୈ � 日໨の๯಄、pMenarZ MectVre として SIerrZ 'MJnt�(arcJa ത࢜がߨԋをされた。২෺の進Խにͭいて、২
෺に͓いてͲのΑうなಥ然มҟや染৭ମมҟがىこるかにͭいて、さらにτランスϙκンのసҠなͲにΑってή
ϊϜߏ造がมԽして進Խがىこり、そこでੜ͡たมҟମが、それがੜまれた環境に͓いて有利であれば、その土
地のݻ有छとしてੜଘし、その݁Ռとして多छ多༷な໺ੜछが஀ੜしてきたことにͭいて、τ΢Ϟϩίシをྫに
とってઆ໌がなされた。そのޙ、セοシϣン �� ConWentJonaM %eWeMopNent oG NeX Crop 7arJetJeT では、まͣ l���� 
5raEJtJonaM � .oEern #reeEJnH .etIoETz に͓いて、Ҩ఻ࢠ૊׵え手๏を用いない自然ಥ然มҟと、さま͟まな
有用࣭ܗを有した໺ੜछからのબൈとその࣭ܗをಋೖするためのަࡶにΑる従来ҭछ๏、さらにはҰา進めてҨ఻
ҭछ๏にͭいての総࿦がઆ໌された。これまで人ྨは、言うまでもなく、໺ੜछかࡶ新のަ࠷Ϛーカーを用いたࢠ
らのҨ఻資源を利用してަࡶし、બൈする従来ҭछ๏にΑってさま͟まな඼छをੜみग़してきた。そうすること
にΑってヒτの健康をΑり૿進する栄養੒分に෋み、かͭ有֐ੜ理活性෺࣭のؚ量のগない඼छ、さらにはѱ環境
に͓いてऩ量のݮগしない、多ऩ量性や଱ס૩性、଱פ性なͲの࣭ܗを備えた඼छを確ཱしてきた。その։発のྺ
࢙に͓いて、栄養੒分や有֐ੜ理活性෺࣭がՊֶతにղੳされるΑうになったのはۃめて近年のことであり、そ
れまではす΂て৯ݧܦを௨して人ྨは有用な඼छをબൈしてきたことが࿩された。࣍の l��� � 5JTTVe CVMtVre anE 
7arJetaM %eWeMopNentz に͓いては、২෺をഓ養することにΑってήϊϜに༩えられるインύクτをϝインςーϚ
にղઆがなされた。言うまでもなく (. 農࡞෺の࡞ग़に͓いては、ඞͣഓ養技ज़が用いられている。Ҩ఻ࢠ૊׵
えを行わない৔߹であっても、ഓ養するだけで২෺ήϊϜにインύクτが༩えられ、ソϚクϩーφルมҟがੜ͡る
のはप知の事実である。しかし、さま͟まな২෺छに͓いて、২෺૊৫ഓ養๏を用いたഓ養බにΑるੜ産が行わ
れているが、それらからಘられる農࡞෺の安全性は৯ݧܦの্からも問題となったことはない。ύイφοϓルに͓
いては有用࣭ܗを有した � 本のഓ養බから �
��� ສ本୯Ґでഓ養බがੜ産され、有用࣭ܗを有したۉҰ඼छのύイ
φοϓルੜ産がなされている。Ұํで、ソϚクϩーφルมҟをੵۃతに利用して新たな඼छの確ཱもなされてき
た。২෺ഓ養ܥをܦることにΑって、Ҩ఻ࢠ૊׵えを行わͣともมҟが༠ಋされ、しかもそのมҟମにͭいては੒
分分ੳ౳にΑる安全性ධՁはなされることなくडけೖれられてきた事実をೝࣝす΂きであるとの࿩であった。l���� 
CIanHeT %VrJnH %oNeTtJcatJon anE INproWeNent oG CropTz に͓いてはҰసして、২෺੒分のதでも特に鉄とѥԖ
にͭいてॏ点తなղઆが行われた。ੈք֤国に͓ける農࡞෺࠿ഓとそこからઁ取される栄養੒分は、֤国の࠿ഓ農
す΂きである。ྫえばέχア౳に͓いては鉄とѥԖのઁ取ࢹ෺とその環境にΑって大きくҟなっていることに஫࡞
がෆ଍して͓り、鉄とѥԖのؚ量がߴめられたμイζ඼छの։発とその࠿ഓ、ઁ取が求められて͓り、このΑうな
֤国の栄養事情をೝࣝした্での඼छ改ྑと࠿ഓがඞཁであることが࿩された。l���� NatVraM 7arJaCJMJtZ Jn Crop 
CoNpoTJtJonz に͓いては、ओにখഴを題ࡐとして、ϝタϘϩーϜղੳにΑる栄養੒分分ੳの݁Ռがࣔされ、ఱ然に͓
いて඼छ͝とにその੒分が大きくҟなっていることが࿩された。また(.μイζとඇ(.μイζに͓けるϝタϘϩーϜղ
ੳの実際のデータがࣔされ、ϝタϘϩーϜղੳ݁Ռの্からは両者のؒに有意なҧいはݟられなかったことがࣔされた。

ୈ � 日໨のセοシϣン �� %eWeMopNent oG CropT 6TJnH .oEern #JotecInoMoHZ、l���� &GGectT oG .oEern #JotecI�
noMoHZ on Crop (enetJcTzに͓いては、(. τ΢Ϟϩίシをத৺にした։発の۩ମྫとそのํ޲性が࿩された。ࡏݱ、
Ҩ఻ࢠಋೖに͓いてはҰ౓のಋೖイϕンτでෳ数のҨ఻ࢠをಋೖするのではなく、୯ҰのҨ఻ࢠをಋೖし、それが
২෺ήϊϜのҰかॴにૠೖされているものをબൈし、それが安ఆにҨ఻していくݸମをબൈするํ๏がओ流である
ことがࣔされた。これにΑってಋೖҨ఻ࢠのリアϨンジϝンτやαイϨンシングを๷͙ことがظ଴できる。さらに、
Ҩ఻ࢠがҰかॴにૠೖされているので、そのಋೖ%NAがૠೖされた近๣ྖ域のԘج഑ྻղੳをすることにΑって、
॓ओのҨ఻ࢠをഁյしていないかͲうかが໌確にわかる。このΑうにしてಘられた඼छのதから࣭ܗの༏れたΤ
リーτラインをબൈし、これを従来඼छと໭しަ഑することにΑって、安ఆな༏れた࣭ܗを有した (. 農࡞෺が
ग़されている実ྫがࣔされた。さらに l���� #rJnHJnH a 5ranTHenJc Crop to .arLetz࡞ に͓いては、(. 農࡞෺が
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։発されてからࢢ৔に流௨するまでのաఔが۩ମతに࿩された。��� で࿩された (. 農࡞෺が � ඼छ確ཱされるま
でに、(. ২෺当୅としてはສを௒える (. ২෺ݸମからબൈにબൈが܁りฦされること、さらにબൈされた � ඼
छにͭき、環境ӨڹධՁと健康ӨڹධՁが行われ、ॳめて࠿ഓされてࢢ৔にग़されることが࿩された。特に栄養੒
分分ੳにͭいては、ะ৔Ұかॴ、୯年౓のみのධՁではなく、ෳ数の環境のҟなるะ৔でෳ数年౓にわたって࠿ഓ
され、そのධՁがなされているݱঢ়が࿩された。l���� AWaJMaCJMJtZ anE 6tJMJtZ oG Crop CoNpoTJtJon %ataz に͓い
ては日本からの།Ұのスϐーカーであるಠཱ行੓๏人 農業・৯඼産業技ज़総߹研究ߏػ ৯඼総߹研究ॴの٦田࿨
ඒ先ੜが、日本に͓いて࡞੒されているίϝとμイζの栄養੒分データϕースにͭいて͓࿩しされた。この栄養੒
分分ੳに͓いては、࠿ഓะ৔から௚઀ಘたαンϓルではなく、ࢢ৔に流௨しているίϝとμイζをߪೖして࡞੒し
ていることが、ILSI の栄養੒分データϕース（ILSIôCC%#）とはҟなっている。ILSIôCC%# は࠿ഓะ৔から࠿
ഓ௚ޙにその৔でαンϓリングされたものにͭいての分ੳ݁Ռであり、データはଗいやすいとظ଴される。これに
ରして、٦田先ੜらがߏஙされたデータϕースの৔߹には、ࢢ৔からߪೖしたものにͭいての分ੳ݁Ռであり、貯
ଂݿで保管されているؒやτラοクなͲでళฮに流௨されるաఔにىこる੒分มԽのために、データがଗいにくい
と想ఆされるが、Ұํでは、զ々が実際にޱにするのは、このաఔをܦたものであるから、このαンϓルのํがΑ
り実࣭తであると考えられる。

ன৯をઁりながらのୈ � ճ໨の roVnE taCMe EJTcVTTJon は � ͭのグルーϓに分かれてٞ࿦がなされたが、両者に
͓いてڞ௨していたのは、Ռたして栄養੒分分ੳが安全性を୲保する্で本当に໾ཱͭのかʁɹというج本తなこ
とにͭいてのٞ࿦が行われた点である。A グルーϓに͓いては、従来ҭछに利用されているήϊϜಥ然มҟや২෺
ഓ養にΑるήϊϜ΁のインύクτにΑってҾきىこされるมҟからҭछされた農࡞෺඼छと、Ҩ఻ࢠ૊׵えという
イϕンτにΑってੜまれた農࡞෺඼छとのؒにͲのΑうなҧいがあるのか、特に両者に͓ける「ඇ意ਤత」なӨڹ
のҧいは何か、また、両者の安全性ධՁをする্で栄養੒分分ੳの݁ՌはͲの͙らい໾にཱͪ、ධՁ݁ՌにͲのఔ
౓のҧいがあるのかがٞ࿦された。Ұํで # グルーϓでは、さま͟まなޙ୅ަ഑඼छؒに͓ける栄養੒分のҧい、
特に඼छؒมҟだけでなく、ੜҭ環境のҧいにΑってੜ͡る栄養੒分のҧいを分ੳすることが、安全性ධՁの্で
Ͳの͙らい໾にཱͭのかがٞ࿦された。そもそも農࡞෺の栄養੒分というのは、඼छのҧいはもとΑり、ಉҰ඼छ
に͓いてもੜҭ環境にΑって大きくҟなるのが当たり前である。それはҨ఻ࢠ૊׵えにΑってੜ͡るӨڹΑりも、
はるかに大きいのであるから、૊׵えମとඇ૊׵えମとのؒで栄養੒分をൺֱすること自ମ、意味がないのではな
いかというաܹな意ݟもग़された。݁࿦として、栄養੒分分ੳは意味がないというとこΖまではࢸらなかったが、
(. 農࡞෺とඇ (. 農࡞෺とのؒで౷ֶܭతに栄養੒分がҟなるということと、৯඼としての安全性ධՁとのؒに
は大きなဃ離があるということがίンセンαスであったΑうにࢥう。

� 日໨ޙޕのセοシϣンに͓いて l���� %eWeMopNent oG tIe 0&C% ConTenTVT %ocVNentTz では 0&C% coNpoTJ�
tJon conTenTVT EocVNentT の࡞੒に深くؔわった 6S '%A の ,atIMeen JoneT がߨԋを行った。この EocVNentT ࡞
੒のܦҢからこれまでのことが࿩されたが、Ұ൪問題ࢹされたのは、これがҰ౓࡞੒されたޙに、μイζをআい
ては改గがなされていないこと、ओཁࠄ෺のみにݶられていることであった。特にアϑリカの参加者からその国の
ओཁ২෺であるΩャοαバにͭいて取り্げてཉしいというر๬がग़された。l���� HoX CoNpoTJtJon .etIoET are 
%eWeMopeE anE 7aMJEateEz に͓いては、栄養੒分分ੳに͓けるํ๏࿦とともに、そのਖ਼確性とূݕをͲうす΂きか
の࿩題提供がなされ、ݕग़ݶքの問題とఆ量ݶքの問題にͭいて、ͲのΑうに考えていく΂きかがॏཁであるとい
うࢦఠがなされた。l���� IncMVTJon oG AMMerHenT� WIZ anE HoX  zでは、ੈքで࠷も޿く利用されているアϨルήン・
データϕースのߏங・ӡ用者である RJcIarE (ooENan がそのデータϕースにͭいての紹介をし、さらに IH& ݁߹
アοセイにΑるアϨルήン性ղੳ手๏のॏཁ性を提ࣔした。ࡏݱ、(. 農࡞෺に͓いて࠷もॏࢹされているのは、
栄養੒分とともに、ಋೖしたҨ఻ࢠ由来のタンύク࣭のアϨルήン性であり、このアϨルήン・データϕースのさ
らなるॆ実とߋ新がੈքதから求められている。

ୈ � 日໨の l���� 'ooE SaGetZ� INportance oG CoNpoTJtJonz に͓いては、栄養੒分分ੳのྺ࢙から始まって৯඼
としての安全性の࿩題にͭいて、Ωャοαバをྫにして࿩題提供がなされた。その有֐ੜ理活性෺࣭である੨ࢎ
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഑౶ମのআڈにͭいて、఻౷తなํ๏では׬全にはআڈできないために健康に大きなඃ֐がग़ているのがݱঢ়で
ある。この問題をղ決するには、そのআڈにඞཁな૷置をߪೖできるかというࡁܦతかͭ੓࣏తな問題が大きい
ことがࢦఠされた。l���� #JoMoHJcaM WT� StatJTtJcaM SJHnJGJcancez に͓いては、栄養੒分をଌఆした݁Ռにͭいて、
౷ܭత手๏はͲのΑうな໾ׂをՌたすのか、٫غ཰ � ˋのᮢ஋にΑる有ҝࠩݕఆが有ҝであったとしても、それ
がヒτの健康にͲれ΄ͲのӨڹを༩えるのかにͭいて問題提ىがなされた。l���� ReHVMatorZ PerTpectJWeT on HoX 
CoNpoTJtJon %ata are InterpreteE� 'ooEz ͓ Α ͼ l���� ReHVMatorZ PerTpectJWeT on HoX CoNpoTJtJon %ata are 
InterpreteE� 'eeEz に͓いては、৯඼とࣂྉにͭいて、その安全性の管理の্から何がඞཁであるのかにͭいて࿩
題提供がなされた。HeaMtI CanaEa では۩ମతにͲのΑうな栄養੒分͓Αͼ有֐ੜ理活性෺࣭、ۚଐイΦンやアϨ
ルήンのղੳデータに஫໨しているのかが紹介された。そこに͓いても、これらのデータにؔして、(. 農࡞෺と
ඇ (. 農࡞෺とのؒの量తなҧいにͭいて౷ܭతにൺֱして有ҝࠩを問題ࢹするΑりも、自然քに͓けるこれら
੒分のඇ常に大きな量తなࠩҟを໢ཏしたデータϕースのデータとのൺֱを行っていくことのํがॏཁではないか
とड़΂られた。またࣂྉにͭいての安全性管理もج本తには৯඼とಉ͡考えํをし、ಉ͡管理ϙインτを設けてい
ることや、Ͳの動෺छにؔして栄養੒分にաෆ଍がੜ͡ているかが国͝とにҟなる点に஫意す΂きであるというࢦ
ఠがなされた。

ୈ � ճ໨の roVnE taCMe EJTcVTTJon の C グルーϓでは、੒分分ੳに͓いて何をൺֱର৅としてબͿ΂きかにͭい
てのٞ࿦がなされた。ൺֱର৅とす΂きものはඇ (. 農࡞෺であることはؒҧいなく、しかしそのൺֱに͓いて
実際に (. 農࡞෺とඇ (. 農࡞෺とを࠿ഓしてಘられた栄養੒分分ੳデータに౷ܭత有ҝࠩがあったとしても、
そのࠩがデータϕースにある自然ք಺での੒分量のൣғ಺にあるものかͲうかを確ೝす΂きであΖうということ
になった。また % グルーϓに͓いては、栄養੒分のΨイυラインとして 0&C% coNpoTJtJon conTenTVT EocVNentT
を用いることはଥ当であるが、しかしそれが VpEate されていないことをؑみると、常にߋ新されている ILSIô
CC%# を用いることが޷ましいという݁࿦にࢸった。

以্のセοシϣンと roVnE taCMe EJTcVTTJon に͓けるٞ࿦をもってこの会ٞはऴྃした。
しかし、この会ٞのؒ、ᅤかれていたのは、࠷も参加者の多かったアϝリカに͓けるカリϑΥルχアभの (. ৯

඼のදࣔの問題であった。もͪΖんਖ਼ࣜなٞ題としては取り্げられなかったが、当࣌の࣌点（���� 年 � ݄）に
͓いては、දࣔにࢍ੒する意ݟが多く、これにରして֤ا業はදࣔを行うことになると、そのためのίスτを֤৯
඼に加ࢉせͶばならなくなり、৯඼Ձ֨の্ঢがىこることをもってੈ࿦にૌえているとのことであった。そのද
ࣔをするかしないかにͭいて、アϝリカ大౷ྖબڍに͓いてカリϑΥルχアभຽ౤ථがಉ࣌に行われるとのことで
あった。これはͪΐうͲ日本に͓いて、ऺٞӃબڍの౤ථശのԣに、東京౎のબڍ区に͓いては (. ৯඼をදࣔ
するかしないかの౤ථശが置かれているঢ়ଶである。想૾してもらうとわかるΑうにҟ常な事ଶである。実際にこ
の౤ථは行われた。大౷ྖબڍの։ථとಉ࣌に (. ৯඼のදࣔにͭいてのभຽ౤ථが �� ݄ � 日に։ථされ、දࣔ
にࢍ੒が ���� ˋ、൓ରが ���� ˋとなり、ࠩۇでදࣔを行わないことが決ఆした。これは໌らかにアϝリカ全ମに
͓ける (. ৯඼にͭいてのリスクίϛュχέーシϣンがࣦഊしていることをࣔしている。アϝリカに͓いてカリ
ϑΥルχアभはؒҧいなく農業が੝んなभであるが、そのओྗ農産෺はϒυ΢、アーϞンυ、ΦϨンジなͲのԂܳ
෺である。このために࡞ (. 農࡞෺のओྗであるτ΢ϞϩίシやμイζなͲの঎業ੜ産にはؔわって͓らͣ、イ
リϊイ、アイΦϫ、インデΟアφ、ΦϋイΦ、ϛζーリのいわΏる঎業తࠞ߹農業を行っているίーンϕルτ地ଳ
のभのτ΢Ϟϩίシやμイζ࠿ഓ実情を理ղしていないためにこのΑうな事ଶが発ੜしたと考えられる。いくらア
ϝリカがभ୯Ґのಠཱ性をߴく維持してきたとはいえ、アϝリカという国に͓いて意ݟの౷Ұがਤられていないこ
とが໌確となった「事݅」であるとଊえられる。日本に͓いても、(. ২෺の໺֎ݧࢼなͲにͭいて、国୯Ґでは
なく、ݝの৚ྫ୯Ґでこれを੍نしているのがݱঢ়であり、私たͪが行っている研究Ϩϕルでの (. ২෺の໺֎
がある。アϝリカのみならͣ、日本に͓いても地ಓなリスクίϛュχέーシϣンを行っݝ೉になっているࠔഓが࠿
ていかなければ、ますますこの޲܏がڧまることがݒ೦される。

ϑϥογϡɾϦϙʔτ
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˔会　報˔

事務局からのお知らせ

ʲᨁ報ʳ
かつて ILSI Japan の理事を務められた、奈良県立医科大学名誉教授 小西陽一先生が、平成 24 年 12 月 21 日に

亡くなられました。小西先生には第 1 、第 2 シリーズ合わせて 17 年間開催された「ILSI 奈良毒性病理セミナー」
の主催者としてもご尽力いただきました。

ここに改めまして感謝の意を表しますと共に、謹んでご冥福をお祈り致します。

ʲ事຿ہ人事ʳ
平成 24 年 9 月末日付で篠原久実氏が当機構を退職し、日清オイリオグループ株式会社に復職されました。
また、平成 24 年 11 月末日付で末木一夫氏が当機構を退職しました。

Ⅰ．会員の異動（ܟশུ）

ධ ٞ һ ͷ ަ ୅

ަ୅年݄ ࣾɹ名 新 چ

���������� ΩリンϗールデΟングス᷂ 技ज़ઓུ部
ɹɹੴ田ɹོത

技ज़ઓུ部
ɹɹ名取ɹҖ℄

���������� Ϣχリーバ・ジャύン・αービス᷂ シχア R�% Ϛネジャー ༀ事・੍ن
ɹɹઙ田ɹ由ඒ

研究։発センター
ɹɹໜ໦ɹ健Ұ

�������� ネスϨ日本᷂ ੜ産本部৯඼๏ن部部௕
ɹɹ౉ลɹ׮

ੜ産本部ネスϨリαーν東京ֶज़՝
ɹɹொ田ɹઍࢠܙ

��������� ৿Ӭೕ業᷂ 栄養Պֶ研究ॴ 栄養ػ能研究部
ɹɹؠ本ɹ༸

取క໾ɹ研究։発୲当
ɹɹߴ੉ɹޫ℄

��������� 大௩製ༀ᷂ 大௡栄養製඼研究ॴ
ɹɹ戸Ӌɹਖ਼ಓ

χューτラシューςΟカルζ事業部
ɹɹ্໺ɹ裕จ

�������� Ωリン᷂ R�% 本部 技ज़౷ׅ部
ɹɹҏ౻ɹ༐ೋ

R�% 本部 技ज़౷ׅ部
ɹɹੴ田ɹོത

ୀ ɹ ձ

ୀ会年݄ ࣾɹ名

���������� アイ・Τϑ・Τϑ日本᷂

���������� 大ਖ਼製ༀ᷂

���������� 日本ϑΟルϝχοヒ᷂

ձɹใ
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Ⅱ．ILSI Japanの主な動き（2012 年 10 月～2012 年 12 月）

ˎ 特هない৔߹の会৔は ILSI Japan 会ٞࣨ

10 月 2 日	 情報委員会：「イルシー」誌編集進捗確認
10 月 2 日	 大府市保健センター主催　大府介護予防事業『健康長寿塾』（講師：木村美佳）	 （愛知県大府市）
10 月 3 ～ 4日	震災被災地支援：いしのまきテイクテン	 （石巻市北上地区仮設にっこりサンパーク団地集会所）
10 月 8 ～18日	SWAN：プロジェクト評価を目的とした水処理施設全 16 箇所の視察	 （ハノイ、ナムディン）
10 月 16 日	 国際協力委員会（第 8回）：①インド訪問報告、②東アジアプロジェクト（第 IV期対応）
10 月 18 日	 バイオテクノロジー研究部会：① ISBGMO参加報告、② IFBiC 報告、③ ERA調査報告書作成準備
10 月 27 日　	 	世田谷区制 80 周年『8020 歯っぴい＆健康フェスタ世田谷』講演「テイクテンでいつまでも元気」	 	

（世田谷区・世田谷区歯科医師会共催）　　　　	 （三軒茶屋キャロットタワー）
＊CHP　「すみだテイクテン」第 8期講習会（初心者対象：10/2,	5,	9,	10,	11,	12,	16,	23,	24,	25,	26,	30）（墨田区 5会場）
＊CHP　「すみだテイクテン」第 8期フォローアップ教室（10/2,	4,	9,	17,	19,	25）	 （墨田区 6会場）
＊フィリピン	ザンバレス州　鉄強化米商業化による貧血症改善プロジェクト　最終報告書　完成

11 月 2 日	 食品リスク研究部会：安全性試験分科会
11 月 6 日	 大府市保健センター主催　大府介護予防事業『健康長寿塾』	 （愛知県大府市）
11 月 9 日	 	茶情報分科会：①今年度総括、来年度計画、②データベース公開に関する討議、③ ICOS	2013 準備打

合せ
11 月 12 日	 部会長会議：①研究部会活動の機軸、②部会活動の進め方について議論
11 月 12 日	 国際協力委員会（第 9回）：①東アジアプロジェクト（I-III 期 update、IV 期対応）、②CCAia 報告
11 月 13 日	 情報委員会：「イルシー」誌編集進捗確認
11 月 13 日	 世田谷区主催介護予防教室　　　　　　　（世田谷区上祖師谷グループホームかたらい）
11 月 14 日	 食品微生物研究部会：MALDI-TOF/MS分科会
11 月 14 日	 震災被災地支援：いしのまきテイクテン	 （石巻市北上地区仮設にっこりサンパーク団地集会所）
11 月 14～15日	SWAN：プロジェクトサイト間で経験・知見を共有するためのワークショップ	 （ハノイ、ナムディン）
11 月 15 日	 	バイオテクノロジー研究部会主催「第 12 回 ISBGMO（International	Symposium	on	Biosafety	of	Ge-

netically	Modified	Organisms）」報告会	 （筑波大学文京キャンパス）
11 月 16 日	 	食品リスク研究部会：①各活動進捗報告、②次回勉強会打合せ、③今年度総括、来年度計画、④勉強会

「Codex 入門」
11 月 19 日	 「食品安全フォーラム」：食品中微量成分のリスク評価手法の最近の進歩と展開	 （長井記念ホール）
11 月 20 日	 	食品微生物研究部会：①MALDI-TOF/MS 分科会報告、②微生物試験の世界動向に関する情報発信に

ついて議論
11 月 21 日	 「栄養学レビュー編集委員会」：第 21-3（80 号）編集会議
11 月 19～21日	益田市シルバー人材センター主催「介護予防リーダー養成講習」	 （島根県益田市）
11 月 22 日	 	＜ BOPビジネスセミナー＞　栄養・食品分野におけるBOPビジネス　～鍵はパートナーシップにあり～

（GAINとの連携事例紹介：戸上貴司）	 （ジェトロ本部）
11 月 30 日	 	食品アレルギー研究部会：① ILSI 欧州シンポジウム報告、②食品アレルギーへの取組み紹介、③食品

アレルギーに関する海外情報紹介
＊CHP　「すみだテイクテン」第 8期講習会（初心者対象：11/6,	7,	8	13,	16,	27）	 （墨田区 5会場）
＊CHP　「すみだテイクテン」第 8期フォローアップ教室（11/5,	6,	15,	21,	22,	30）	 （墨田区 6会場）

12 月 3 ～ 5日	震災被災地支援：いしのまきテイクテン	（石巻市北上地区仮設にっこりサンパーク団地集会所、小滝公民館）
12 月 6 日	 SWAN：ワーキングチーム・サポートチームとの会議		 （ハノイ）
12 月 10 日	 栄養研究部会：メタボと認知機能障害ワーキンググループ
12 月 10～14日	Vietnam	TAKE10 ! の進捗状況視察		 （Thaibinh・ベトナム）
12 月 11 日	 	国際協力委員会（第 10 回）：CCNFSDU報告、②東アジアプロジェクト（IV期対応、2/22 に国際会議

開催決定）
12 月 11 日　	 バイオテクノロジー研究部会「IFBiC	Washington	DC	on	Composition	Data	Base	Workshop 報告会」
　	 	 	 	 　　	 （フクラシア東京ステーション）
12 月 11 日	 情報委員会：「イルシー」誌編集進捗確認

ձɹใ
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12 月 17～19日	益田市シルバー人材センター主催「介護予防リーダー養成講習」	 （島根県益田市）
12 月 18 日	 	バイオテクノロジー研究部会：① IFBiC 報告会総括、② ISBGMO報告会総括、③ ERA調査報告書作

成準備
12 月 18 日	 理事会
12 月 21 日	 インドにおける鉄・リジン強化米に関するプロジェクト会議　
＊CHP　「すみだテイクテン」第 8期フォローアップ教室（12/4,	6,	11,	19,	20,	21）	 （墨田区 6会場）
＊ベトナム　鉄・亜鉛強化米のマーケットトライアル　プロトコール完成、実施基金決定

˗ �����*-4*�+BQBO ૯ձ

日࣌ɿ���� 年 � ݄ �� 日
৔ॴɿあすか会ٞࣨ（東京౎தԝ区ീॏऱ）

̍ɽฏ੒ �� 年౓ ILSI Japan 総会（ޕ前 �� ࣌ʙ）
̎ɽ東京大ֶ ILSI Japan ޙޕ）けて޲にظୈᶙ࠲ߨෟد � ࣌ʙ）
̏ɽILSI Japan 研究部会の進めํにͭいての౼ٞ（ޙޕ � ࣌ �� 分ʙ）

γϯϙδ΢Ϝࡍࠃ˗
ʮΠϯυɺόϯάϥσγϡɺωύʔϧɺεϦϥϯΧʹ͓͚Δ৯඼ٴͼ৯඼ఴՃ෺ͷ๏త࿮૊Έͱڀݚྫࣄʯ

日࣌ɿ���� 年 � ݄ �� 日ɹ ��ɿ��ô��ɿ��
৔ॴɿւӡクラϒ � ֊（東京౎ઍ୅田区ฏՏொ �ô�-�）Ittp���LaJVncMVC�orH
ओ࠵ɿ特ఆඇӦ利活動๏人ɹ国際ੜ໋Պֶ研究ߏػ（ILSI Japan）

ϓϩグラϜ（案）ɿ
ɹ ��ɿ��ô��ɿ�� ɹ։会のѫࡰ ੢ࢁɹప（ILSI Japan 理事௕）
ɹSeTTJon �ɿ
ɹ ��ɿ��ô��ɿ�� ɹ農林水産省͝ѫࡰ 農林水産省（ະఆ）
ɹ ��ɿ��ô��ɿ�� ɹجௐߨԋ インυ৯඼安全ج४ہ（ະఆ）
 （'ooE SaGetZ anE StanEarET AVtIorJtZ
 (oWernNent oG InEJa）
ɹ ��ɿ��ô��ɿ�� ɹ農林水産省東アジア৯඼産業ւ֎ల։ࢧԉ事業ٴͼ ILSI の紹介
 ඿໺߂ত、ོ࢘ޱࢁ（ILSI Japan）
ɹ ��ɿ��ô��ɿ�� ɹனɹ৯
ɹSeTTJon �ɿ
ɹ ��ɿ��ô��ɿ�� ɹインυ͓ける৯඼ٴͼ৯඼ఴ加෺の๏త࿮૊み
  ߳ ଜਖ਼ಙ（味の素᷂）
ɹ ��ɿ��ô��ɿ�� ɹバングラデシュ、ネύール、スリランカに͓ける৯඼ٴͼ৯඼ఴ加෺の๏త࿮૊み    
  .T� ReLIa SJnIa（ILSI InEJa）
ɹ ��ɿ��ô��ɿ�� ɹ࣭ٙԠ౴ٴͼҰൠ౼ٞ 
ɹ ��ɿ��ô��ɿ�� ɹٳɹܜ 
ɹ

Ⅲ．ILSI カレンダー
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SeTTJon �ɿ
ɹ ��ɿ��ô��ɿ�� ɹアセアン（AS&AN）に͓ける৯඼ج४のϋーϞφイθーシϣン
 ô 特に৯඼ఴ加෺をத৺として .r� ,enH NHee（ILSI S&AR）
ɹ ��ɿ��ô��ɿ�� ɹ事ྫ研究 �ɿ 味の素᷂
ɹ ��ɿ��ô��ɿ�� ɹ事ྫ研究 �ɿ ᷂Ϡクルτ本ࣾ
ɹ ��ɿ��ô��ɿ�� ɹด会のѫོ࢘ޱࢁ ࡰ（ILSI Japan 事຿ہ௕）

（ಉ࣌௨༁あり）ޠͼӳٴޠɿ日本ޠ用言࢖
参加ొ࿥ɿ無ྉ、参加人数に੍ݶがありますので、ILSI Japan ϗーϜϖージから事前ొ࿥を͓ئいகします。

Ⅳ．発刊のお知らせ

栄養学レビュー（Nutrition Reviews 日本語版）
第 21 巻第 1 号　通巻 78 号（2012/AUTUMN）

௿Ϛグネシ΢Ϝঢ়ଶがٴ΅す健康Өڹとは
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷╽ ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓴⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓷ ʦ特ผ࿦จʧ
߹ऺ国に͓けるϚグネシ΢Ϝ栄養ঢ়ଶの४࠷దঢ়گɿ
ɹ健康ௐࠪ݁ՌはաখධՁされているʁ

┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷╽ ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓴⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓶
ʦ特ผ࿦จʧ
ɹ � の໾ׂɿ（PAN%&R）ࢠ౶೘පに͓けるᢄଁ由来Ҽܕ
ɹɹᢄЌࡉ๔と؊ଁに͓けるূݕから
ʦ特ผ࿦จʧ
ɹ਎近なαϓリϝンτの݂߅ખ࡞用
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷╽ ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓴⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓷
ʦ栄養Պֶと੓ࡦʧ
ɹԤभに͓ける健康తな৯を推進するための੓ࡦɿ੓ࡦとその有ޮ性のମܥతௐࠪ
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷╽ ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓴⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓸
ʦר಄࿦จʧ
ɹίーヒーが౶೘පリスクのௐઅにՌたす໾ׂ
ʦ特ผ࿦จʧ
ɹϝタϘリοクシンυϩーϜの࣏ྍと༧๷に͓けるϛルク由来のੜ理活性ϖϓνυの想ఆされる໾ׂ

ఆՁɿ֤ �
��� ԁ（੫ࠐ）（本ମɿ�
��� ԁɹ୅Ҿきૹྉɿ��� ԁʗ࡭）
ˎ *-4*�+BQBO ձһʹ͸ຖ߸̍෦無ྉͰ഑෍͍ͨ͠ます
ˎͦͷଞߪೖํ๏
*-4*	+BQBO 会員 *-4*	+BQBO ΈԼ͍͞ʢׂ̍ҾʹͳΓ·͢ʣࠐ務局ʹ͓ਃ͠ࣄ

ඇ会員 Լൢهചݩʹ௚઀͝஫จԼ͍͞ɻ
ʢঁ子ӫཆ大学ग़൛部	5&-ɿ������������	'"9ɿ������������ʣ
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ILSI Japan ग़൛෺は、ϗーϜϖージからもߪೖ͓ਃしࠐみいただけます。
下ه以前の߸にͭいては ILSI Japan ϗーϜϖージを͝ཡ下さい。

（Ittp���XXX�JMTJjapan�orH�JMTJjapan�ItN）

  定期刊行物

ʲイルシーʳ

・食品දࣔをΊ͙る最近のಈ͖
・会௕にब೚して
　ʙ「ॳ৺๨る΂͔Βͣ」ࢲ΋΋͏গしؤுΓ·すʙ
・ཧࣄ௕ब೚に際して
　ʙ「݈߁ण命のԆ৳」を࣠جͱして׆ۀࣄಈのڧ化にऔΓ組΋͏！ʙ
・ਓ間栄養ͱϨΪュラトリーサイエンス
　ʕ栄養දࣔが栄養のऔΓ組Έをมえたʕ
・౦ژେ学 ILSI +apan د෇࠲ߨ
　「機ೳੑ食品ήノミクス」第ᶘظ੒Ռ報告シンポジウム
　「“食ͱ݈߁” をΊ͟す౷合食品科学のニューフロンティア」Ϩポート
・FAO／WHO 合同食品規格計画
　第 44 回ίーσックス食品ఴ加物部会報告
・FAO／WHO 合同食品規格計画
　第 4� 回ίーσックス食品දࣔ部会報告
・FAO／WHO 合同食品規格計画
　第 � 回ίーσックスԚછ物࣭部会報告
・ʻ ILSI の仲間たちʼ
　・ILSI +apan�ILSI SEA3 3ound TaCle Meeting
　・International Symposium on Harmoni[ation of Food Additives 3egulations in ASEA/ 3egion
・フラッシュ・リポート
　・第 � 回 ILSI +apan ライフサイエンス・シンポジウム
「ޱण命のԆ৳にͭͳ͛る栄養学の৽たͳ੾Γ߁݈」　　

ʻಛूɿ第 � 回「栄養ͱエイジング」国際会議ߨԋ࿥ʼ
　௒ࣾྸߴ会のウΣルωスʕ食ྉ͔څڙΒ食ߦಈ·で

Ⅴ．ILSI Japan 出版物

イルシー　 111 号

イルシー　 110 号
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（໨࣍）
第̍ষ　௒ࣾྸߴ会の՝୊

৯ྉध給のݱঢ়とޙࠓの՝題（ࡾੴ੣࢘）
第̎ষ　食のબ୒　ʕԿをબ୒しɺ͍ͭ食΂る͔ʁʕ

健康ͮくりと৯のબ୒（ੴݟՂࢠ）
࣌ؒ栄養ֶ（খ田裕ত）

第̏ষ　 �� प೥ಛผه೦ߨԋ
「栄養とΤイジング研究」ɿҰ研究者のي੻（໦ଜमҰ）

第̐ষ　食จ化ͱ࣬ප構଄
Ϥーϩούに͓けるඍ量栄養素ඞཁ量にͭいてのௐ੔（χί・ϑΝン・ϕルθン）
日本にංຬがগないཁҼを৯ੜ活から୳る（ޚಊ௚थ）
த国に͓けるத年͓Αͼྸߴ者の栄養ઁ取（ு ݎ）
φンをめ͙るத国新ᙜ΢イグル଒の৯事จԽ（۽୩ਸ਼ܙ）

第̑ষ　਎ମ׆ಈͱ栄養の໾ׂ
（々໦ හࠤ）ఆできるかʁࡦ४はج者に͓ける৯事ઁ取ྸߴ
੒人ण໋全ؒظに͓ける活動༠ಋ性ΤネルΪーফඅ量と਎ମ૊੒（クラース・̧・΢Σスターターϓ）
ӡ動τϨーχングにΑるϗルϞンมԽとϘデΟίンϙジシϣンのม༰（井ᖒ鉄໵）
αルίϖχア༧๷を໨తとした栄養ઁ取の໾ׂ（౻田 ૱）
者のྸߴ A%L と栄養素のؔわりにؔするϗοττϐοクス（Ԭ໺ొࢤ෉）

第̒ষ　栄養ͱ೴のྸߴ化
೴の加ྸ（ϚοςΦ・νΣβーリ）
（ཪग़ྑത）ࡦ者のਭ຾とその改善ྸߴ
೴のػ࣍ߴ能と뱌（૿田裕࣍）
ੜ֔を௨͡ての෩味ᅂ޷性ɿ஀ੜからྸߴԽまで（Ϊャリー・ビーνャϜ）

Ҿࡧ

ʲ栄養学ϨϏュー（/utrition 3evieXs ೔ຊޠ൛）r

栄養学レビュー　第 21 巻第 1 号　通巻第 78 号（2012/SPRING）

௿Ϛグωシウムঢ়ଶがٴ΅す݈߁Өڹͱ͸
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷╽ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓴⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓷ ʦಛผ࿦จʧ
合ऺ国に͓͚るϚグωシウム栄養ঢ়ଶの४最దঢ়گɿ݈߁調ࠪ݁Ռ͸աখධՁ͞Εて͍るʁ
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷╽ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓴⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓶
ʦಛผ࿦จʧ
　2 ౶೘පに͓͚るᢄଁ༝དྷҼ子（1A/%E3）の໾ׂɿᢄܕ Ќ Β͔ূݕ๔ͱ؊ଁに͓͚るࡉ
ʦಛผ࿦จʧ
　਎近ͳサプリϝントの߅血ખ࡞༻
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷╽ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓴⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓷
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ʦ栄養科学ͱ੓ࡦʧ
　Ԥभに͓͚る݈߁తͳ食をਪ進するたΊの੓ࡦɿ੓ࡦͱͦの༗ޮੑのମܥత調ࠪ
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷╽ⓤⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓴⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓸
ʦר಄࿦จʧ
　ίーώーが౶೘පリスクの調અにՌたす໾ׂ
ʦಛผ࿦จʧ
　ϝλϘリックシンドロームの࣏ྍͱ༧๷に͓͚るミルク༝དྷの生ཧੑ׆ϖプνドの૝ఆ͞Εる໾ׂ

栄養学レビュー　第 20 巻第 4 号　通巻第 77 号（2012/SUMMER）

会の՝୊　サルίϖニアͱ栄養ࣾྸߴ
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷╽ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓺⓽⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓵⓵ ʦྟচ栄養ʧ
サルίϖニアͱ 2 を༗する栄養ૉͱしてのロイシン༺࡞౶೘පの༧๷・࣏ྍのたΊのༀཧతܕ
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷╽ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓴⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓵ ʦྟচ栄養ʧ
のサルίϖニアංຬͱମॏ؅ཧઓུऀྸߴ
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷╽ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓺⓽⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓵⓵
ʦר಄࿦จʧ
　 バイオϚーΧーのఆྔによる೛৷ظͱೕظࣇの߅酸化ೳঢ়ଶͱখظૣظࣇのアϨルΪー࣬ױͱの関࿈ੑɿܥ౷తϨ

Ϗュー
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷╽ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓺⓽⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓵⓶
ʦಛผ࿦จʧ
　地中ւ食ɿ脂肪酸୅ँに関Θるλンύク࣭܈の݁௎にٴ΅すӨڹ
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷╽ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓴⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓵
ʦಛผ࿦จʧ
　྘஡によるඇアルίールੑ脂肪ੑ؊࣬ױの࣏ྍのՄೳੑ

  安全性
౳໊ࢽ ൃ行೥݄ ஫จઌ

会ٞ講ԋ࿥ࡍࠃ 安全ੑධՁࡍࠃγンϙδ΢Ϝ �������
研究ҕ員会ใࠂॻ Ճ޻食品のอଘੑͱ೔෇දࣔʕՃ޻食品Λ্खʹ͓͍͘͠食΂Δ࿩ʕ

ʢʮ*-4*・イルγーʯผ࡭ᶙʣ
����� �

研究部会ใࠂॻ 食物アϨルΪーͱෆ଱঱ ����� �
*-4*	+BQBO	3FQPSU	4FSJFT 食品ʹؔΘΔΧϏषʢ5$"ʣͦのݪҼͱରࡦ

"	.VTUZ	0EPS	ʢ5$"ʣ	PG	'PPETUVGG�	5IF	$BVTF	BOE	$PVOUFSNFBTVSF
ʢ೔ຊޠ・英ޠ	࡭߹ʣ

�������

*-4*	+BQBO	3FQPSU	4FSJFT 食品の安全ੑධՁのϙイント ����� �
*-4*	+BQBO	3FQPSU	4FSJFT ਗ਼ྋҿྉ水ʹ͓͚Δժ๔ەの֐ةͱͦの੍ޚ �������
*-4* ϤーϩッύϞノグϥϑγリーζ "%*	Ұ೔ઁऔڐ༰ྔʢ຋༁ʣ	 �������
*-4* ϤーϩッύϞノグϥϑγリーζ 食物アϨルΪー �������
*-4* ϤーϩッύϞノグϥϑγリーζ ಟੑ学తݒ೦のᮢ஋ʢ55$ʣ

ʕ食ࣄதʹ௿ϨϕルͰଘ͢ࡏΔಟੑະ஌物࣭のධՁπールʕʢ຋༁ʣ
�������

ͦのଞ Ϗλミン͓Αͼミωϥルྨのリスクアηスϝントʢ຋༁ʣ ����� �
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ͦのଞ 食品தのアクリルアミυの݈߁΁のӨڹʢ຋༁ʣ
ʢ���� ೥ �݄ ��ʙ��೔	'"0�8)0߹ಉઐ໳Ո会߹ใࠂॻ
)FBMUI	*NQMJDBUJPO	PG	"DSZMBNJEF	JO	'PPE ຋༁ʣ

����� �

ͦのଞ ┷┹┰┰┭┧┥┦┳┰┧┽┧┭┰┅ʕەੑࢎ޷೤ੑ޷ ଐەࡉʕ ������� ቴ社ݐ
ͦのଞ ┅┰┭┧┽┧┰┳┦┥┧┭┰┰┹┷ ����� � γϡϓリンΨー

ŋδϟύン
ͦのଞ ಟੑ学ڭҭ講࠲	ר্ �������

  バイオテクノロジー
౳໊ࢽ ൃ行೥݄ ஫จઌ

会ٞ講ԋ࿥ࡍࠃ όイΦ食品ʕ社会తड༰ʹ͚ͯ޲
ʢόイΦςクノϩδーԠ༻食品ࡍࠃγンϙδ΢Ϝ講ԋ࿥ʣ

����� � ቴ社ݐ

研究部会ใࠂॻ όイΦ食品の社会తड༰のୡ੒Λ໨ͯ͠ࢦ ����� �
研究部会ใࠂॻ Ҩ఻子૊͑׵食品2�" ����� �
*-4*	+BQBO	3FQPSU	4FSJFT 生͖ͨඍ生物ΛؚΉ食品΁のҨ఻子૊ٕ͑׵ज़のԠ༻Λ८ͬͯ ����� �
*-4*	+BQBO	3FQPSU	4FSJFT Ҩ఻子૊͑׵食品Λ理ղ͢Δᶘ ����� �
ͦのଞ '"0�8)0ϨϙートʮόイΦ食品の安全ੑʯʢୈ �ճઐ໳Ո会ٞ຋༁ʣ ����� � ቴ社ݐ
ͦのଞ 食品ʹ༻͍ΒΕΔ生͖ͨҨ఻子૊͑׵ඍ生物の安全ੑධՁ

ʢϫークγϣッϓのίンηンサス・Ψイυϥイン຋༁ʣ
�������

  栄養・エイジング・運動
౳໊ࢽ ൃ行೥݄ ஫จઌ

会ٞ講ԋ࿥ࡍࠃ ӫཆͱΤイδングʢୈ �ճʮӫཆͱΤイδングʯࡍࠃ会ٞ講ԋ࿥ʣ ������� ቴ社ݐ
会ٞ講ԋ࿥ࡍࠃ Խͱӫཆʢୈྸߴ �ճʮӫཆͱΤイδングʯࡍࠃ会ٞ講ԋ࿥ʣ ����� � ቴ社ݐ
会ٞ講ԋ࿥ࡍࠃ 長णͱ食生׆ʢୈ �ճʮӫཆͱΤイδングʯࡍࠃ会ٞ講ԋ࿥ʣ ����� � ቴ社ݐ
会ٞ講ԋ࿥ࡍࠃ ヘルスϓϩϞーγϣンのՊ学ʢୈ�ճʮӫཆͱΤイδングʯࡍࠃ会ٞ講ԋ࿥ʣ ����� � ቴ社ݐ
会ٞ講ԋ࿥ࡍࠃ ʮイルγーʯ/P�	��

ʻಛूɿୈ �ճʮӫཆͱΤイδングʯࡍࠃ会ٞ講ԋ࿥ʼ
ヘルγーΤイδングΛ໨ͯ͠ࢦʙϥイϑスςーδผӫཆのॾ໰୊

����� �

会ٞ講ԋ࿥ࡍࠃ 1SPDFFEJOHT	PG	UIF	�UI	*OUFSOBUJPOBM	$POGFSFODF	PO	l/VUSJUJPO	BOE	"HJOHz
ʢୈ �ճʮӫཆͱΤイδングʯࡍࠃ会ٞ講ԋ࿥	英ޠ൛ʣ$%�30.

�������

会ٞ講ԋ࿥ࡍࠃ ʮイルγーʯ/P�	���
ʻಛूɿୈ �ճʮӫཆͱΤイδングʯࡍࠃ会ٞ講ԋ࿥ʼ
௒ྸߴ社会の΢Σルωスʕ食ྉ͔څڙΒ食行ಈ·Ͱ

����� �

ӫཆ学ϨϏϡーಛผ߸ ケϩッグӫཆ学γンϙδ΢Ϝʮඍྔӫཆ素ʯʕݱ୅生׆ʹ͓͚Δ役ׂ ����� � ቴ社ݐ
ӫཆ学ϨϏϡーಛผ߸ ʮӡಈͱӫཆʯʕ݈૿߁ਐͱ্޲ྗٕڝのͨΊʹʕ ����� � ቴ社ݐ
ӫཆ学ϨϏϡーಛผ߸ ωスϨӫཆ会ٞʮϥイϑスςーδͱӫཆʯ ������� ቴ社ݐ
ӫཆ学ϨϏϡーಛผ߸ 水෼ิڅʕ୅ँͱௐઅʕ ����� � ቴ社ݐ
ӫཆ学ϨϏϡーಛผ߸ ฼ମのӫཆͱࣇの生֔ʹΘͨΔ݈߁ ����� � ቴ社ݐ
ϫーΩング ŋグルーϓใࠂ ೔ຊਓのӫཆ ����� �
研究部会ใࠂॻ ύーϜ༉のӫཆͱ݈߁ʢʮ*-4*・イルγーʯผ࡭ᶗʣ �������
研究部会ใࠂॻ ᶘʣ࡭ʢʮ*-4*・イルγーʯผ߁のӫཆͱ݈࣭ࢷհྨڕ ����� �
研究部会ใࠂॻ ச産࣭ࢷのӫཆͱ݈߁ʢʮ*-4*・イルγーʯผ࡭ᶚʣ �������
研究部会ใࠂॻ ʕ߁の༉ʕͦのӫཆͱ݈ڕ ����� �
*-4*	+BQBO	3FQPSU	4FSJFT 食品のࢎ߅Խػ能ͱόイΦϚーΧー ����� �
*-4*	+BQBO	3FQPSU	4FSJFT ʮ೔ຊਓのංຬͱϝλϘリックγンυϩーϜ

ʕӫཆɺӡಈɺ食行ಈɺංຬ生理研究ʕʯʢ英ޠ൛$%�30.෇ʣ
�������

*-4*	+BQBO	3FQPSU	4FSJFT ʮ೔ຊの食生׆ͱංຬ研究部会ʯใࠂ �������
*-4* ϤーϩッύϞノグϥϑγリーζ ༉ࢷのӫཆͱ݈߁ʢ෇ɿࢷ๱୅ସ食品の։ൃʣʢ຋༁ʣ �������
*-4* ϤーϩッύϞノグϥϑγリーζ 食物ણҡʢ຋༁ʣ �������
ͦのଞ ৽ӫཆ学ʢୈ࠷ �൛ʙୈ �൛ʣʢl1SFTFOU	,OPXMFEHF	JO	/VUSJUJPOz ๜༁ʣ ቴ社ݐ
ͦのଞ ੈքの食ࢦࣄ਑のಈ޲ ����� � ቴ社ݐ
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ͦのଞ ͱϏλミンʢ講ԋ࿥຋༁ʣऀྸߴ ����� �

  糖類
౳໊ࢽ ൃ行೥݄ ஫จઌ

会ٞ講ԋ࿥ࡍࠃ ߁౶࣭ͱ݈	γンϙδ΢Ϝࡍࠃ
ʢ*-4*	+BQBO�� प೥ه೦ࡍࠃγンϙδ΢Ϝ講ԋ࿥・೔ຊޠ൛ʣ

������� ቴ社ݐ

会ٞ講ԋ࿥ࡍࠃ /VUSJUJPO	3FWJFXT	r*OUFSOBUJPOBM	4ZNQPTJVN	PO	(MZDFNJD	$BSCPIZESBUF	
BOE	)FBMUIʢ*-4*	+BQBO�� प೥ه೦ࡍࠃγンϙδ΢Ϝ講ԋ࿥ʣ

����� �

*-4*	+BQBO	3FQPSU	4FSJFT 食品の݂౶Ԡ౴ੑ؆қධՁ๏ʢ(3๏ʣの։ൃʹؔ͢Δૅجௐࠪใࠂॻ ����� �
*-4* ϤーϩッύϞノグϥϑγリーζ ୸水Խ物ɿӫཆͱ݈߁ �������
*-4* ࠭౶Ϟノグϥϑγリーζ ౶ͱӫཆ・݈߁ʕ৽͍͠஌ݟのධՁʢ຋༁ʣ ����� �
*-4* ࠭౶Ϟノグϥϑγリーζ ؁味ʕ生物学తɺ行ಈ学తɺ社会త؍఺ʢ຋༁ʣ ����� �
*-4* ࠭౶Ϟノグϥϑγリーζ ͏৮༧๷ઓུʢ຋༁ʣ ����� �
*-4* ࠭౶Ϟノグϥϑγリーζ ӫཆӸ学ʕՄ能ੑͱݶքʢ຋༁ʣ ����� �
ͦのଞ ౶ྨのӫཆ・্݈߁のॾ໰୊ ����� �

  機能性食品
౳໊ࢽ ൃ行೥݄ ஫จઌ

研究部会ใࠂॻ ೔ຊʹ͓͚Δػ能ੑ食品のݱঢ়ͱ՝୊ ����� �
研究部会ใࠂॻ ʕݴͱ੍౓ʹؔ͢ΔఏڌදࣔʕՊ学తࠜ߁能ੑ食品の݈ػ �������
研究部会ใࠂॻ 'PPETz	'VODUJPOBM	PO	$MBJN	l)FBMUI	英༁ه্ ����� �
*-4*	+BQBO	3FQPSU	4FSJFT ೔ຊʹ͓͚Δػ能ੑ食品Պ学 ����� �
*-4*	+BQBO	3FQPSU	4FSJFT 能ੑ食品Պ学ͱヘルスクϨーϜػ ����� �

  CHP
౳໊ࢽ ൃ行೥݄ ஫จઌ

5",&���� ʮ͍ͭ·Ͱ΋ؾݩʯʹաͨ͢͝Ίのӡಈ・ӫཆϓϩグϥϜʮ5",&����ʯ
子ୈ࡭ �൛

����� �

5",&���� ༧๷のͨΊのӡಈ・ӫཆϓϩグϥϜʮ5",&����ʯޢΔհ͚͓ʹظྸߴ
の	͔ΜͨΜ͝͸Μ

����� �

5",&���� ༧๷のͨΊのӡಈ・ӫཆϓϩグϥϜʮ5",&����ʯޢΔհ͚͓ʹظྸߴ
の	͔ΜͨΜ͝͸Μ �

����� �

5",&���� ༧๷のͨΊのӡಈ・ӫཆϓϩグϥϜʮ5",&����ʯޢΔհ͚͓ʹظྸߴ
の	͔ΜͨΜ͝͸Μ ηット࡭�

����� �

5",&���� ༧๷のͨΊのӡಈ・ӫཆϓϩグϥϜʮ5",&����ʯޢΔհ͚͓ʹظྸߴ
ฤૅج%7%

����� �

5",&���� ༧๷のͨΊのӡಈ・ӫཆϓϩグϥϜʮ5",&����ʯޢΔհ͚͓ʹظྸߴ
%7%Ԡ༻ฤ

����� �

5",&���� ༧๷のͨΊのӡಈ・ӫཆϓϩグϥϜʮ5",&����ʯޢΔհ͚͓ʹظྸߴ
ฤʴԠ༻ฤʢ�ຕ૊ʣૅج%7%

����� �
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先日、ILSI の本部総会で ILSI Japan の活動紹介を行なった。近年、研究部会の活動に加え、農林水産省の委託
事業、ILSI Japan CHP（健康推進センター）の活動を紹介することで厚みのある報告ができている。特に Project 
SWAN（安全な水の供給と栄養・保健環境の改善）を始めとした CHP 活動に参加者の興味が集まっている。

さて、数日前の朝日新聞に掲載されていた雨水ビジネスの紹介報告を興味深く読んだ。雨量が多く、洪水常襲で
有名なバングラデシュでのソーシャルビジネスの紹介である。雨水を貯めて飲み水にするタンクを製造・販売・取
り付けるビジネスとのこと。土地柄、飲み水を井戸に求めると自然由来のヒ素汚染、鉄分が問題になり、安全な水
にアクセスできない。決して裕福とは言えない人々を相手にしたビジネスである。大事にしているのが、「利用者
自ら維持管理に責任を持たなければ意味が無い」との確信。持続可能性に焦点を当てた活動である。
「雨水は、流せば洪水。貯めれば資源」との発想の下、日本から離れた彼の地で励んでいる。その当事者は、以前、

墨田区の職員として従事していた際、雨水の利用を提案し、両国国技館、そしてあの東京スカイツリーにも雨水タ
ンク設置のため奔走したそうである。
「雨水利用は、私がやらなければ誰かがやったかもしれません。ただ何とかしてくれと言われると、してあげた

くなるんです」地域の実情を考慮し、地域に根付く持続可能性を備えた活動を知り、さわやかな気分になった。
（RJ）
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